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　 「ドイツ・ケルンの薬局」photo by 宮城 敦子（クララ薬局）

　ドイツの薬局はショーウィンドウのディスプレイにこだわり、見る者を楽しませてくれます。ここでは、

ヘアケア商品のPRに帽子と、オイル（グレープシードオイル）を示唆すると思われるグレープを飾っています。
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おきなわ薬剤師会報　平成27年11 ･ 12月号

浜元 朝孝先生　おめでとうございます

佐久間 長昭先生　おめでとうございます

浜元朝孝氏(左)が亀谷会長へ受章報告のため来会 平成27年11月3日(火)

沖縄タイムス・琉球新報

瑞
宝
双
光
章

平成27年11月11日(水）沖縄タイムス・琉球新報
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外間 惟夫先生・川満 正啓先生

おめでとうございます

期日：平成27年10月23日(金)　　会場：沖縄県保健医療部 部長室

表彰された外間惟夫氏 今年度の表彰者は3氏

　左より、川満直紀氏（川満正啓氏欠席のため代理）

　　　　　 外間惟夫氏、上里林氏（沖縄県職員）

平成27年10月29日(木)　沖縄タイムス

平成27年11月27日(金）

琉球新報・沖縄タイムス

外間惟夫先生は、

文部科学大臣賞も

受賞されました。
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佐次田 正先生　おめでとうございます

玉寄 睦子先生　おめでとうございます

期日：平成27年10月30日(金)　　会場：沖縄産業支援センター

左より、吉田久子氏、佐次田正氏、比嘉真三沖縄県公衆衛生協会副会長

平成27年11月28日(土）沖縄タイムス
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在宅医療支援薬局の普及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在宅医療担当理事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  荒井 千春

巻 頭 言

　在宅医療を担う薬剤師の養成・支援を目的

として、沖縄県薬剤師会は平成27年6月に「在

宅医療委員会」を発足しました。国は、在宅

医療を高齢者に対してのものだけでなく、緩

和ケアを目的としたがん患者さん、重度の障

害をもつ子供たち、その他にも高カロリー輸

液で栄養管理を行う患者さんに対しても目を

向けた制度に変えつつあります。

　当委員会の主な会員支援事業は以下の3つ

です。

　①在宅医療支援薬局の啓発活動

　②在宅医療推進のための講演会

　③無菌調製の実践講座

　これらの活動を行い、薬剤師の職能と薬局

機能の拡充、新しい在宅医療支援制度を構築

することで地域医療に貢献することができる

と考えます。

①　在宅医療支援薬局の啓発活動

　県薬剤師会のHPに在宅医療を支援でき

る54 ヶ所の薬局一覧を地区別に掲載しま

した。在宅担当薬剤師名、受け入れ可能な

担当地域、施設（患者宅、介護施設など）、

疾病（高齢者、緩和ケア、重度心身障がい

児など）、注射薬の無菌調製などと一般の

方々にもわかりやすく、細やかな掲載を心

がけました。今後は医師会をはじめとした

関係団体や病院の地域連携室などへの啓発

運動も予定しています。

②　在宅医療支援のための講演会

　まず初めに、小児在宅医療の講演会を実

施しました。これは、現在の在宅医療支援

薬局の約4割が小児の受け入れ不可となっ

ていることからです。また、緩和ケアにつ

いても同様に受け入れが困難な薬局が多数

みられたため、来年3月に講演会を予定し

ています。このように在宅医療支援薬局の

拡充を図るべく、様々な疾患についても講

演を企画したく考えていますので、ご希望

のテーマがあればお気軽にご連絡下さい。

③　無菌調製の実践講座

　クリーンベンチの設置及び共同利用の推

進を目的として、TPN、医療用麻薬注射剤

及び抗がん剤の無菌調製の実践講座を開催

しました。

　平成24年の調剤報酬改定の際、無菌製剤

処理加算の算定要件が緩和され、「無菌製

剤処理を行うための専用の部屋」がなくて

も算定可能になりました。また、無菌調剤

室の共同利用に関する省令も改正され、薬

局が無菌調剤を行うための環境整備が進め

られています。現在、県内では7 ヶ所の薬

局がクリーンベンチを設置しています。そ

の中でも、会営薬局うえはら、北部地区薬

剤師会営薬局では共同利用を目的として設

置されており、患者さんの要望に応えられ

るような体制が整いつつあります。
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　今後もこのような実践講座を継続し、注

射薬の無菌調製受け入れ可能な薬局の拡大

を図っていきます。

　

　在宅医療の普及により、病気をかかえる患

者さんやご家族が住み慣れた街や自宅でいき

いきと自分らしい生活を続けることが可能に

なってきています。これを制度として取って

おくのではなく、しっかりと利用して頂ける

ようにしなければなりません。最も身近な医

療施設である薬局が、患者さんのご自宅にお

いて安心した医療サービスを提供できるよ

う、私たち在宅医療委員会は支援していきま

す。

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

日時：平成28年1月17日(日）午後6時～

会場：沖縄都ホテル 綾羽の間（２階）

瑞　　 宝　　 双　　 光　　 章

学校保健及び学校安全文部科学大臣表彰

日 本 薬 剤 師 会 有 功 賞

沖縄県薬事功労者知事表彰

沖縄県医薬品登録販売者協会会長表彰

沖 縄 県 薬 剤 師 会 長 表 彰

沖 縄 県 学 校 保 健 会 長 表 彰

沖縄県公衆衛生大会長表彰

那 覇 市 政 功 労 賞

浜元　朝孝氏

佐久間長昭氏

今井　忠子氏　大城　清吉氏　嘉陽美津子氏

桜川浩太郎氏

外間　惟夫氏　川満　正啓氏

日高　佳子氏　親泊　康行氏

神山えり子氏　沖山　勝彦氏　普天間公子氏

戸田　澄之氏　城間　盛伸氏　比嘉佳穂子氏

笠原　大吾氏

高良　弘子氏　喜舎場綾子氏　伊集　俊雄氏

佐次田　正氏

西　登貴世氏

※祝賀会チケットをお求めの方は、沖縄県薬剤師会事務局、または地区薬剤師会までご一報ください。
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　第29回沖縄県薬剤師会学術大会は、「ちゃー

がんじゅー沖縄の実現に向けて～薬剤師の貢

献と多職種連携～」という大会テーマのもと

澄みきった秋晴れの中、沖縄県薬剤師会館で

開催されました。

　今年は離島との中継はありませんでしたが、

267名（薬学生12名、県薬147名、病薬108名）

と多数の参加者がありました。メイン会場に

は全員入りきらなかったため、会場前にモニ

ターと椅子を用意するなど盛況のうちに無事

終了しました。今大会の講演要旨の表紙は17

世紀のドイツ皇帝が「薬剤師に薬を調剤する

権利証書の交付式」で、その拡大複写画は本

会館ホール前に展示されています。

　定刻どおり外間惟夫実行委員長の開会の辞

に続いて、亀谷浩昌大会会長が挨拶で、今大

会のテーマである「ちゃーがんじゅー沖縄の

実現に向けて」は急速に進行する少子高齢社

会で高齢者をとりまく医療の環境が入院から

在宅へ、疾病の治療から未病・予防へと移行

第29回沖縄県薬剤師会学術大会報告

　　　　日時：平成27年11月 1 日(日）10:00 ～ 17:50

　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール（会員発表・ランチョンセミナー・特別講演）

　　　　　　　沖縄県薬剤師会館 研修室（機器展示・懇親会）

沖縄学術大会

大会実行委員

川平 浩子

し、薬剤師の活躍する場がますます広がりつ

つあるので、更なる薬剤師のスキルアップが

必要との思いが述べられました。

　会員発表は病院診療所部門から12演題、保

険薬局部門から3演題そして学校薬剤師部会

と女性薬剤師部会から各1演題ずつ合計17演

題の発表がありました。病診部門からの発表

は内服薬の自己管理、持参薬への薬剤師の関

わり、妊娠と悪性黒色腫、医療安全、フィジ

カルアセスメント、TDMや抗菌薬、持続性抗

精神病薬関連、HIV診療と広範な内容の発表

があり病院薬剤師の業務が多様化しているこ

との現れだと思います。保険薬局部門からは

薬剤師が在宅医療に関わった事例と不動在庫

備蓄ネットワークの発表がありました。今大

亀谷浩昌大会会長挨拶
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講演要旨集表紙会は保険薬局部門からの発表が昨年の大会の

7演題から3演題へと減少しており、来年度は

是非、多くの会員に日頃の研鑚の結果を発表

していただきたいと思います。

　会員発表の合間に前文部科学副大臣の藤井

もとゆき参議院議員による「薬剤師業務と政

治」について講演がありました。普段の業務

と政治との距離はかなり離れているように思

われますが、平成18年に薬学教育が6年制と

なり、また平成26年6月に改正薬剤師法が施

行され我々薬剤師と政治は案外近いところに

あるのだと感じました。薬剤師法の第25条の

2で「薬剤師は、調剤した薬剤の適正使用の

ため、販売又は授与の目的で調剤したときは、

患者又は現にその看護に当たっている者に対

し、必要な情報を提供し、及び必要な薬学的

知見に基づく指導を行わなければならない。」

となり、薬剤師も医師と同様、専門職として

重大な責任を負うことになりました。薬歴の

中に指導した内容を記録に残すことが一層重

要になってきます。

　ランチョンセミナーは協和発酵キリン株式

会社の共催で医療法人友愛会南部病院の麻

酔科診療部長の笹良剛史先生をお招きして

「がん患者と何を話すか？ 緩和ケアにおける

チーム医療とコミュニケーション」というタ

イトルで講演を頂きました。悪い情報を患者

に伝える際のコミュニケーション向上のため

に欧米で開発され、日本人向けに改良された

プロトコールの最新の知見をわかりやすく紹

介していただきました。

　研修室では機器展示が昨年同様に開催され、

8社に最新の薬局設備機器や調剤支援機器や

ソフト等の出展展示をしていただきました。

　特別講演は、ファルメディコ株式会社　代

表取締役の狭間研至先生に「薬局・薬剤師が

変われば地域医療が変わる」と題して講演し

て頂きました。医師であり薬局経営者でもあ

る狭間先生からは、地域医療のなかでも薬物

治療が医療行為の多くを占めており様々な服

薬支援、肝機能・腎機能の低下は処方内容の

個別最適化が必要になっている。そのため薬

を渡すだけでなく、薬を服用した後の患者さ

んの薬物治療に医師と協働で関わることへの

意義を講演していただきました。

　特別講演後に発表認定証と大会奨励賞の授

与式が行われました。今年の大会奨励賞は病

院診療所部門ではハートライフ病院の仲原大

介先生による「貼付剤の剥がれ易さの検討に

ついて」が、保険薬局部門ではすこやか薬局

の砂川信子先生の「HIV陽性患者への在宅に

おける服薬支援～多職種連携～」が選ばれま

した。両氏には、亀谷浩昌会長から賞状と奨

励品が授与されました。

　その後、普久原隆大会副実行委員長による

閉会の辞で第29回学術大会は無事終了しまし

た。

　今大会も成功裏に終えることができました

のは、座長や演者の先生方の御協力と、共催

や広告、機器展示に出展いただいた協賛企業

のご支援、さらに沖縄県薬剤師会事務局なら

びに大会運営スタッフの協力の賜物であり、

心より感謝申し上げます。
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第29回沖縄県薬剤師会学術大会プログラム

受　付　 9:00 ～

開　会　10:00 ～

司会　第29回学術大会委員

佐　藤　雅　美

　 ○ 開会の辞　　　　　　　　　　　　　　第29回学術大会・実行委員長　　外　間　惟　夫

　 ○ 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　第29回学術大会・会長　　　　　亀　谷　浩　昌

         

Ⅰ　会員発表（午前の部）

　◎演題番号（1～ 6）　10:10 ～ 11:10 　 座長　第29回学術大会委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上原 卓朗

　　　　　　　　　1．内服薬の自己管理評価を行ってみて

那覇市立病院 薬剤部　○新　垣　　　剛　　　　　　　　　

　　　　　　　　　2．妊娠中に合併した悪性黒色腫の症例と薬剤師の関与

琉球大学医学部附属病院 薬剤部　○伊差川　サヤカ　　　　　　　　　

潮　平　英　郎　　鈴　木　　　毅

外　間　惟　夫　　中　村　克　徳

　　　　　　　　　3．入院支援室における持参薬確認業務の取り組み

中頭病院 薬剤部　○比　嘉　尋　子　　渡慶次　真由美

平　良　　　恵　　長　濱　照　美

　　　　　　　　　4．外科病棟での薬剤師による持参薬鑑別報告から見えてくるもの

沖縄県立八重山病院 薬剤部　○島　田　正　士　　上　地　美奈子

座間味　智　子　　中　村　倫　子

吉　本　尚　志　　比　嘉　正　紀

又　吉　真梨菜　　伊　波　綾　乃



－ 9－

おきなわ薬剤師会報　平成27年11 ･ 12月号

　　　　　　　　　5．薬剤師の医療安全に対する意識調査

沖縄県立南部医療センター　○長　田　　　茂　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 こども医療センター 薬局

　　　　　　　　　6．“薬剤師のためのフィジカルアセスメント研修会”の受講生習熟度調査報告

薬剤師のためのフィジカルアセスメント研修会ワーキンググループ世話人会

○山　本　紗　織　　　　　　　　　

笠　原　大　吾　　姫　野　耕　一

　　　　　ブレイクタイム（休憩）　

　　　　　　　　　　　11:10 ～ 11:20

　◎演題番号（7～ 8）　11:20 ～ 11:40　　座長　第29回学術大会委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 阪本 崇彰

　　　　　　　　　7．学校プール水の管理に関わった事例報告

学校薬剤師部会　○知　名　博　樹　　　　　　　　　

沖縄県薬剤師会試験検査センター 　 小　泉　宝　之　　　　　　　　　

　　　　　　　　　8．「妊婦・乳幼児健診」に薬剤師が貢献できることをめざして

～幼稚園児・保育園児保護者へのアンケート調査から見えてきたこと～

女性薬剤師部会　○村　田　美智子　　狩　俣　イ　ソ

与　儀　和　子　　草　壁　瑞　恵

Ⅱ　講演　『薬剤師業務と政治』 　　参議院議員・薬学博士　藤井 基之 先生　11:40 ～ 12:10  

＜プロフィール＞　ふじい もとゆき

岡山県出身。昭和44年東京大学薬学部薬学科卒業、旧厚生省に入省、厚生省薬務局麻薬課長などの要職を歴任、平

成9年には厚生省を退官。その後、日本薬剤師連盟副会長、日本薬剤師会常務理事に就任、平成13年に日本薬剤師会、

各都道府県薬剤師会からの推薦で、参議院議員選挙に出馬し当選。しかし、6年後の平成19年の参議院議員選挙では、

惜しくも自民党への逆風のあおりを受け落選し、私たち薬剤師の声を政界に届ける術を無くしてしまいました。そ

れから3年後の平成22年の参議院議員選挙で薬剤師関係者の強い応援により見事返り咲いた。その後は卓越した手

腕を発揮し、数々の要職を歴任し、平成26年9月には文部科学副大臣に就任、その副大臣の任期を全うし、継続し

て国民・薬剤師ために活躍されている。

参議院議員選挙に向けて　　　 沖縄県薬剤師連盟 顧問　神村 武之
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　　　　　ブレイクタイム（休憩・機器展示等の閲覧）

　　　　　　　　　　　　 13:40 ～ 14:00　　

Ⅳ　会員発表（午後の部）

　◎演題番号（9～ 12）　　14:00 ～ 14:40　　 　　 　 座長  第29回学術大会委員　阪本 崇彰

　　　　　　　　　9．ダイレクトテレフォン

ヴァインドラッグ末吉薬局　○盛　本　直　也（都合により発表辞退)

　　　　　　　　 10．外来と在宅で服薬支援に繋がった事例報告

こくら虹薬局　○久手堅　奈　央　　　　　　　　　

比　嘉　　　仁　　野　村　久　子

　　　　　　　　 11．不動在庫備蓄ネットワークシステムの活用

　　　　　　　　　　　　－地域薬局で地域住民のニーズに応えていく－

薬局えぱーわーな～　○大　城　恭　子　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　 12．HIV陽性患者への在宅における服薬支援　～多職種連携～

すこやか薬局グループ　○砂　川　信　子　　喜屋武　敦　子

坂　本　政　文　　比　嘉　浩　一

喜屋武　芳　美　　佐　藤　雅　美

沖縄県立中部病院 薬剤部 　 呉　屋　多恵子　　赤　嶺　一　姫

沖縄県立中部病院 看護部 　 向　井　三穂子　　　　　　　　　

沖縄県立中部病院 感染症内科 　 椎　木　創　一　　　　　　　　　

訪問看護ステーションリズム 　 新　垣　恵美子　　　　　　　　　

　　　　　ブレイクタイム（休憩・機器展示等の閲覧）

　　　　　　　　　　　　12:10 ～ 12:40　　

Ⅲ　ランチョンセミナー　12:40 ～ 13:40　共催：協和発酵キリン(株)

　　製品情報提供「がん突出痛治療薬 アブストラル舌下錠の製品情報提供」

協和発酵キリン(株） 沖縄営業所　藤本  賢 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　がん患者と何を話すか？

　　　　　　　　　　　　　　　緩和ケアにおけるチーム医療とコミュニケーション

医療法人友愛会 南部病院 麻酔科診療部長　笹良 剛史 先生

＜プロフィール＞　ささら　たけし　昭和63年琉球大学医学部医学科卒業。昭和63年琉球大学医学

部麻酔科入局、平成6年関東逓信病院ペインクリニック科、平成10年カルフォルニア大学サンディ

エゴ校リサーチフェロー、平成11年琉球大学医学部附属病院麻酔科助手・麻酔科外来医長・総合

診療センター・緩和ケア部門・緩和ケアチームリーダー兼任、平成19年社会医療法人友愛会南部

病院麻酔科医長・緩和ケア・ペインクリニック担当・緩和ケア対応病棟医長、平成25年社会医療

法人友愛会南部病院麻酔科診療部長、琉球大学医学部非常勤講師、沖縄県がん診療連携協議会緩和

ケア部会長、現在に至る。麻酔指導医認定、ペインクリニック学会認定医、日本緩和医療学会暫定

指導医、日本サイコオンコロジー学会代議員。
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　　　　　ブレイクタイム（休憩・機器展示等の閲覧）

　　　　　　　　　　　　14:40 ～ 14:50　　

　◎演題番号（13 ～ 18）　14:50 ～ 15:50　座長　第29回学術大会委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮平 英郎

　　　　　　　 　13．薬剤師によるTDM検査代行入力システムの取り組み

浦添総合病院 薬剤部　○我喜屋　　　航　　浜　元　善　仁

平　田　やよい　　赤　崎　　　瞳

翁　長　真一郎　　比　嘉　　　保

　　　　　　　　 14．貼付剤の剥がれ易さの検討について

ハートライフ病院 薬剤部　○仲　原　大　介　　　　　　　　　

田　中　健　嗣　　大　関　秀　和

田　中　　　泉　　翁　長　寛　人

宮　里　武　行　　真　地　千　明

上　地　美　和　　仲宗根　ちひろ

　　　　　　　　 15．当院における外科治療を必要とした消化管穿孔患者への抗菌薬の投与状況の報告

豊見城中央病院 薬剤科　○新　垣　淑　大　　　　　　　　　

伊　波　友理華　　安　里　美　奈

小　杉　卓　大　　橋　本　孝　夫

腎臓・リウマチ膠原病内科 　 西　平　守　邦　　　　　　　　　

　　　　　　　　 16．当院におけるHIV・AIDS診療体制と今後の課題

沖縄県立宮古病院 薬局　○喜友名　朝　史　　　　　　　　　

垣　花　真紀子　　渡真利　国　浩

総合内科 　 杉　田　周　一　　露　木　寛　之

看護部 　 饒平名　　　学　　　　　　　　　

検査科 　 砂　川　　　悟　　　　　　　　　

総務課 　 浦　崎　亜衣美　　　　　　　　　

　　　　　　　　 17．当院におけるカルバペネム系抗菌薬の適正使用の試みと成果

沖縄県立中部病院 薬局　○喜舎場　知　香　　　　　　　　　

伊　波　寛　史　　川　平　浩　子

看護部 　 富　山　辰　徳　　兼　島　優　子

検査科 　 八　幡　照　幸　　　　　　　　　

感染症内科 　 椎　木　創　一　　高　山　義　浩

成　田　　　雅　　　　　　　　　

　　　　　　　　 18．琉球病院でのアリピプラゾールLAI使用患者の症例報告

独立行政法人 国立病院機構 琉球病院　○雪　竹　英　志　　　　　　　　　
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ブレイクタイム（休憩・機器展示等の閲覧）　特別展示1社・機器展示8社　　　　15:50 ～ 16:20

(株) ユヤマ

(株)トーショー

(株)ＥＭシステムズ

(株) リレーションズ

パナソニック ヘルスケア (株)

おきなわ津梁ネットワーク(沖縄県医師会)

日立メディカルコンピュータ (株)

(株) タカゾノ

(株)ＩＴＳシステム

<会員発表審査会> 16:00 ～ 16:20

　病院診療所関連部門審査員

　○姫野 耕一　○比嘉 佳穂子　○沖山 尚美

　○徳嶺 恵子　○勢理客 成史

　開局・その他部会関連部門審査員

　○江夏 京子　　○山里 勇　○川満 直紀

　○我喜屋 美香　○吉冨 弓江
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Ⅴ　特別講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16:20 ～ 17:50 

　　『薬局・薬剤師が変われば地域医療が変わる』

ファルメディコ株式会社 代表取締役社長　狹間 研至 先生

座長：（株)薬正堂 すこやか薬局グループ

比　嘉　朋　子

＜プロフィール＞　はざま　けんじ

ファルメディコ株式会社代表取締役社長。医師、医学博士。

平成7年大阪大学医学部卒業後、大阪大学医学部付属病院、大阪府立病院（現大阪府立急性期・総

合医療センター）、宝塚市立病院で外科・呼吸器外科診療に従事。平成12年大阪大学大学院医学系

研究科臓器制御外科にて異種移植をテーマとした研究および臨床業務に携わる。平成16年同修了

後、現職。現在は、医療法人思温会・医療法人大鵬会にて地域医療の現場等で医師として診療も行

うとともに、一般社団法人薬剤師あゆみの会・一般社団法人日本在宅薬学会の理事長として薬剤師

生涯教育に、近畿大学薬学部・兵庫医療大学薬学部、愛知学院大学薬学部の非常勤講師として薬学

教育にも携わっている。

○著書：薬局マネジメント3.0（評言社）、薬局が変われば地域医療が変わる（じほう）、薬剤師の

ためのバイタルサイン（南山堂）、薬局3.0（薬事日報社）、外科医薬局に帰る（薬局新聞社）など

○共著：臨床調剤学（南山堂）、薬物治療学（化学同人）、新IT医療革命（アスキー新書）、ITが医

療を変える（アスキー・メディアワークス）など

○ 閉会の辞　　第29回学術大会・副実行委員長

普久原　隆

大会発表認定賞・奨励賞授与式 18:00 ～ 18:20

発表者17人に外間惟夫大会実行委員長から認定賞が授与された

受章の喜びを述べる奨励賞受賞者

仲原 大介氏　　砂川 信子氏



－ 14 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年11 ･ 12月号

第29回沖縄県薬剤師会学術大会懇親会報告　　

　　日時：平成27年11月 1 日(日）

　　　　　18:30 ～ 20:00

　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

沖縄学術大会

　会場を下階の研修室に移し、約50

名の参加の下、佐藤雅美理事の司会

で第29回沖縄県薬剤師会学術大会懇

親会は進行された。

　江夏京子副会長の開会の辞で始ま

り、亀谷浩昌会長が挨拶、その後、

大城桂子監事の乾杯のご発声にて歓

談となった。

　歓談で賑やかな中、沖縄県薬剤師

会会長表彰式が執り行われた。普天

間公子、戸田澄之、比嘉佳穂子、城

間盛伸、神山えり子（代理：徳嶺恵

子）、沖山勝彦（代理：沖山尚美）、

笠原大吾（代理：村田成夫）の7氏

に亀谷会長から表彰状と記念品が授

与され、普天間公子氏が代表して謝

辞を述べた。

　会も半ば、懇親会にも出席いただ

いた学術大会特別講演講師の狹間研

至先生と藤井基之先生からご挨拶を

いただき、会場が更に盛り上がった。

　楽しい交流を深めた懇親会も瞬く

間に時間となり、大会実行委員長の

外間惟夫副会長による閉会の辞で終

了した。

（報告：第29回大会事務局 大城喜仁）

藤井 基之 先生

城間 盛伸氏比嘉 佳穂子氏

戸田 澄之氏普天間 公子氏

狹間 研至 先生

懇親会までご参加くださった乾　杯

大城 桂子 監事

会長表彰受賞者代表謝辞　普天間 公子氏
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第29回沖縄県薬剤師会学術大会会員発表審査報告

＜病院薬剤師関連部門審査報告＞

＜開局・その他関連部門審査報告＞

病院薬剤師関連部門審査委員

姫野 耕一

開局・その他関連部門審査員

吉冨 弓江

　第29回沖縄県薬剤師会学術大会において、

病院薬剤師部門の発表は12演題ありました。

発表は、県立中部病院、県立宮古病院、県立

南部医療センター・こども医療センター、県

立八重山病院、ハートライフ病院、琉球病院、

琉大病院、浦添総合病院、那覇市立病院、中

頭病院、豊見城中央病院から各1題と県病院

薬剤師会フィジカルアセスメントワーキング

グループから1題となっています。研究テー

マは、薬剤師が患者の安全確保、薬物の適正

使用にいかに貢献できるかを模索し、発表に

至っていることを伺わせています。今回、演

題提出のなかった施設も次回大会に向けて日

頃の研鑽の成果を発表してほしいと思います。

　大会当日の発表された演題の中から奨励賞

を授与する発表演題を選定するのですが、評

価の基準は、研究成果を患者や地域に還元で

きるか、研究の進め方が倫理にかなっている

か、発表構成は適切か、発表内容に関して抄

録と発表内容との関連性、プレゼンテーショ

ン技術、時間配分等について審査し、これを

　開局・その他関連部門では、学校薬剤師部

会、女性薬剤師部会から各1題、保険薬局か

ら3題の発表がありました。

　5名の審査員で発表テーマ（2項目各3段階）、

発表内容･構成（5項目各5段階）、発表方法（3

項目各3段階）の観点から、研究発表をより

よいものにできているかを点数化して大会奨

励賞1題を選定しました。その結果、(株)薬

正堂 すこやか薬局グループの「HIV陽性患者

への在宅における服薬支援～多職種連携～」

が選ばれました。

　発表の「まとめ」にもあるように、沖縄県

はHIV陽性患者が全国人口比3位、エイズ患者

は1位となっているため、在宅で医療を受け

るHIV陽性患者が増加すると考えらます。薬

局においてはHIVに限らず他の感染症を患っ

ている患者にも対応できるよう、あらかじめ

準備しておくことが必要になるでしょう。こ

のように、これからの在宅医療に薬剤師の介

入が100％必要で、今後増えてくるであろう

特殊な例を的確に示唆してくれた発表でした。

点数化すると共に審査員の意見も加え総合的

に評価して選定しました。

　5名の審査委員で協議した結果、ハートラ

イフ病院の仲原大介先生による「貼付剤の剥

がれ易さの検討について」を奨励賞に決定し

ました。これまでに無い発表で、患者目線の

発想から、試験計画も科学的であります。今

後も貼付剤が市場に出てくる事が予想されま

すが、その選択にも応用が期待できます。さ

らに対象薬剤の種類を増やして、今後の発表

に期待したいと思います。そのことが薬剤の

選択の指標にもなり、患者にも大きく貢献す

ること等が審査において高い評価を得ました。

　学術大会への演題数は年々増え、発表の内

容も充実しています。今大会のテーマである、

「薬剤師の貢献」にふさわしい大会であった

と思います。



－ 16 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年11 ･ 12月号

＜保険薬局・その他部会関連部門奨励賞受賞講演要旨＞

12．HIV陽性患者への在宅における服薬支援 ～多職種連携～

（株)薬正堂 すこやか薬局グループ　〇砂川 信子　　喜屋武 敦子

坂本 政文　　比嘉 浩一　

喜屋武 芳美　佐藤 雅美　

沖縄県立中部病院 薬剤部　　呉屋 多恵子　赤嶺 一姫　

沖縄県立中部病院 看護部　　向井 三穂子 　　　　　　

沖縄県立中部病院 感染症内科　　椎木 創一 　　　　　　　

訪問看護ステーションリズム　　新垣 恵美子 　　　　　　

【目的】

　抗HIV治療薬の進歩で長期生存が可能となったHIV感染領域において、定時の長期服用は今後の

高齢社会において重要な課題となってきている。今回当薬局で初めてHIV患者の在宅に於ける服

薬支援を他職種と連携して開始したのでその経過を報告する。

【方法】

　患者退院時に患者やその家族の同意を得て、主治医、病棟看護師、病棟薬剤師、訪問看護師、

訪問薬剤師が、ケアステーション退院時に病院、加えて自宅でもカンファレンスを行った。カン

ファレンスにて、訪問曜日と確認事項を決め、想定されることへの対策と方法を検討した。

【結果】

　症例：50代女性ニューモシスチス肺炎を発症しAIDS診断。ADL自立。HANDに関連した軽度認知

症があり内服の自己管理が不十分であった。家族の協力も拒む。DRV/RTV、TDF、ABCで治療行い、

20XX年12月ふらつきで入院。HIV-RNA量1.2×104コピー /ｍL、CD4数197個/μL。訪問服薬支援開

始後HIV-RNA量は検出度未満を維持しCD4数も300個/μLまで改善した。

【まとめ】

　沖縄県はHIV陽性患者が全国人口比3位である。また、エイズ患者は第1位となっている。今後、

様々な合併症を抱えた高齢者のHIV患者が増加することが予想され、対応準備が緊急の課題であ

る。

　今回は、事前に多職種で連携しカンファレンスから自宅訪問を行い、患者や家族と話し合いを

持つ事で在宅への移行が出来た。現在、良好な服薬の維持継続と患者家族の負担軽減に繋がって

はいるが、本取組みは始まったばかりであり、今後も良好な患者ケアを行う上で多職種と連携を

図ることが重要であることは言うまでもなく、薬剤師としてこの領域の薬剤特性や知識研鑚を

図っていきたい。
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＜病院診療所関連部門奨励賞受賞講演要旨＞

14．貼付剤の剥がれ易さの検討について

ハートライフ病院 薬剤部　〇仲原 大介 　　　　　　　

田中 健嗣　大関 秀和　　

田中 泉　　翁長 寛人　　

宮里 武行　真地 千明　　

上地 美和　仲宗根 ちひろ

【背景・目的】

　貼付剤の粘着力は、日本薬局方に基づく規定値以上で製品化されている。実際には粘着力を規

定する試験には、主に4種類の方法があり、それぞれに規定される単位が異なっているため、一

目でその粘着力を比較することが困難である。そのため後発品切り替え時に粘着力の強さにより

剥がれにくく痛みを訴える患者がいる一方で、粘着力が弱いために剥がれてしまう問題点が生じ

た。そこで、後発品の使用が推進される昨今、各製品間の粘着力を簡易な方法で測定し、得られ

た結果から院内基準値を設けることで今後の後発品導入の一助とする。

【方法】

　本実験は、硝酸イソソルビドテープの後発品A（5.5cm×5.5cm）、B（5.7cm×7.1cm）先発品（6.3cm 

×6.3cm）を比較する形式で行った。評価方法は、剥離に要する時間とし、測定方法は、接着面

としてアルミ板を準備し、貼付剤の端5mm地点に紙を貼り、そこからさらに5mm先の地点をクリッ

プでつまみ、90度の角度で剥離を開始した。測定開始地点は貼付剤の面積の50％地点に線を引き、

その地点の通過を目視にて確認し、100％剥離した時点を終了とした。測定条件は、温度、負荷

する重さを200gにして測定した。手順として、温室の中に30℃になるまで温風を入れ、温度計に

て温度を確認した。次に、貼付される板を環境クロスにて20回清拭し、乾燥したのち貼付剤を張

り付け、ローラーにて貼付剤を5回圧着させてから測定を開始した。

【結果・考察】

　上記方法にて、実験を繰り返し（n=4）、それぞれの剥離に要する時間は、平均値で後発品Aで

は47.0秒、後発品Bでは40分以上、先発品では9.56秒であり、先発品と比較して有意な差（p<0.001）

があった。粘着力は接着面積に応じて大きくなる傾向が知られているため、実験開始時の予測で

は面積の大きい先発品がより大きな粘着力を示すと思われたが、予想とは異なる実験結果となっ

た。

　当院採用の後発品では、先発品と比較して粘着力が強いという患者の訴えと一致する結果とな

り、本実験において粘着力の強度の傾向を評価することが可能であると考えられた。

　今後、他の後発品との比較実験を繰り返し、貼付剤選択における院内基準値作成に繋げていき

たい。
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　「“薬と健康の週間”行事は、毎年、波之上

宮本殿で、朝10時からの薬祖祭を皮切りに行

われる。宮司の祝詞の中に薬祖神、少彦名命

（スクナヒコナノミコト）に薬の取扱いに間

違いがないよう病める人の苦しみの癒えんこ

とを奏上して、薬剤師会、卸協会、小売商組

合、薬種商協会等の各団体名を言上されてい

る。朝の澄みきった潮風の流れるさわやかな

雰囲気の中で、各団体長はじめ関係業界人で

厳修される。医薬の道を天職とする薬業人に

とって年一回の薬祖祭には、この一年の無事

を感謝し、薬の取り扱いの過ちのないように

祈願したいものである。」と、故仲松弥元氏（第

六・八・十一代会長）は、薬祖祭雑感を寄稿

されている。仲松氏は、昭和37年に製薬会社

が軒を並べる大阪市道修町の少彦名神社より

御分霊「神農（中国医薬の守護神）」を勧請

して、那覇市波之上宮に依頼して奉祀された。

道修町で毎年11月22・23日に神農祭が行われ

ることから、波之上宮に神農が奉祀された翌

年より、11月23日（勤労感謝の日）に薬祖祭

が執り行われるようになった。

薬　祖　祭
（波之上宮本殿）

薬と健康の週間

　参拝者には、病除祈願の張り子の虎を笹に

結びつけたお守りが配られる。この風習は、

日本で初めてコレラが大流行した年に道修町

の医薬商が相議り、疫病除卸薬「虎頭殺鬼雄

黄圓（虎の頭骨を配合した丸薬）」を作り、

神前で祈祷して庶民に無料で施し、虎と竹を

組み合わせたお守りと共に配った。当時、コ

レラを「虎列刺」と書き、その猛威と怖さを

誇示していたので、薬に“虎を殺す鬼”と名

づけられた。

　神農を祀る神農祭とは別に、東京、京都、

名古屋をはじめ、各地で薬剤を祀る祭礼が行

われている。祭神は日本の医薬の神として敬

われてきた少彦名命と大国主命（オオクニヌ

シノミコト）。祭日は土地ごとに違っていた

が、近年、10月17日に統一され、薬剤師会や

薬業界が祭主となって催している。

　今年の薬祖祭は、10月19日（月）、晴れわたっ

た朝の澄みきった潮風の流れるさわやかな雰

囲気の中で、沖縄県薬業連合会と沖縄県で厳

修された。
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薬と健康の週間

平成27年10月21日(水)

宮古毎日新聞

平成27年10月19日(月)

八重山毎日新聞

街頭キャンペーン

北部地区薬剤師会（イオン名護店前）
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くすりと健康フェア
～県民公開講演会「心身ともに健康｣ ～

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年10月22日(木）19:00 ～ 20:30

　　　　　　　　　　　 会場：パレット市民劇場（那覇市）

　　　　　　　　　　　 主催：沖縄県・那覇市・沖縄県薬剤師会

薬と健康の週間

　「薬と健康の週間」（10月17日～ 23日）の

行事の一環として、今年は10月22日に沖縄県・

那覇市・沖縄県薬剤師会の主催で県民公開講

演会がパレット市民劇場で開催されました。

　はじめに、主催者として沖縄県保健医療部

長の仲本朝久氏、那覇市保健所長の東朝幸氏、

そして県薬剤師会亀谷会長の挨拶が行われま

した。

　基調講演は、県薬剤師会の吉田洋史理事に

より「かかりつけ薬局・薬剤師を活用しよう！

～夜間・休日は会営薬局も利用して～」と題

し、医薬分業のメリットからかかりつけ薬局

を持つことのメリット、“おくすり手帳”の

効用について、また、会営薬局の夜間・休日

対応について説明がありました。

　特別講演は、あがりはまクリニックの吉田

貞夫院長により「高齢者のための栄養の工夫

～いつまでも生き生きと暮らすために～」の

演題で講演していただきました。

　吉田院長は、医師でありますが臨床栄養の

専門家として著書も多く、栄養の重要性につ

いて全国各地で精力的にご講演をされていま

す。一方、県内においても講演やマスコミに

理事　笠原 大吾

亀谷浩昌会長あいさつ

司会を務めた 勝連貴子氏 基調講演「かかりつけ薬局・薬剤師を活用しよう！」　吉田洋史理事
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＜プログラム＞　　　　　　　　　　　 司会　沖縄県薬剤師会 会営薬局とよみ　勝連　貴子

　○開　会

　○主催者あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県保健医療部部長　仲本　朝久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那覇市保健所所長　東　　朝幸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会会長　亀谷　浩昌

　○基調講演「かかりつけ薬局・薬剤師を活用しよう！

　　　　　　　　～夜間・休日は会営薬局も利用して～」　 沖縄県薬剤師会理事　吉田　洋史

　◎特別講演「高齢者のための栄養の工夫 ～いつまでも生き生きと暮らすために～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  講師: あがりはまクリニック院長　吉田　貞夫

＜講師プロフィール＞

　吉田 貞夫（よしだ さだお）

　沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長、金城大学

客員教授筑波大学医学専門学群卒業。筑波大学大学院博士課

程医学研究科で「胆道癌の遺伝子変化」を研究。国内のみな

らず、タイ王立がんセンター、コーンケン大学とも共同研究。

米国ハーバード大学「腫瘍微小循環、血管新生と転移」研修コー

ス終了。

　日本外科学会外科専門医、日本静脈経腸栄養学会代議員・

指導医、日本病態栄養学会評議員・病態栄養指導医、日本臨

床栄養学会臨床栄養医高齢者の低栄養の病態とケアなどに関

して、多数執筆、全国各地で講演。

も登場する機会も多く、昨年は沖縄県薬剤師

会の“薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点

推進事業”において講演をしていただきまし

た。1回でも吉田院長の講演を聴いた方は、

独特の風貌と高い声のトーンと笑い声、何よ

り分かり易く聴衆をぐいぐい引っ張っていく

絶妙な話術の虜になってしまうはずです。今

回は、高齢者の食事について、粗食が長寿に

はいいと思われているのとしたらそれは間

違っており、反対にむしろタンパク質をしっ

かりとる食事が大切であると説きました。高

齢者においては、筋肉が減少する“サルコペ

ニア”という症状の進行が大きな問題になっ

ています。筋肉を増やすのに重要なアミノ酸

やビタミンDの摂取の必要性についても話さ

れました。また、大切なのは、高齢者になる

ほど腎臓の機能が低下している人が多くみられ

ることによる腎臓の負担が大きくなることです。

　さらに、高齢者には運動能力低下や転倒・

骨折のリスクが高くなる“フレイルティ (脆

弱性)”という現象にも注意する必要がある

とのことです。これら“サルコペニア”、“フ

レイルティ”は低栄養と大きな関係があると

いうことで、しっかりと栄養を摂って生き生

きとした生活を送っていただきたいと締めく

くりました。会場には、高齢者の方のみなら

ず、若い親子の参加者も見られ、講演後に楽

屋で記念写真を撮るなど、幅広い世代に人気

が及んでいることを垣間見ました。

　長命ではなく長寿が大切であるとはよく聞

く言葉です。また、健康寿命という言葉も定

着してきました。長寿おきなわの回復をめざ

すのであれば、なにより歳を重ねても生き生

きと暮らすためには、まずは食事に関心を持

つことだと思いました。われわれ薬剤師が日

頃取り扱っている薬についても、食事が摂れ

なければのめるはずもありません。在宅での

服薬支援の際にも薬をのむために食事をして

いるような高齢者の方も多く見かけます。薬

剤師も食事、栄養についてさらに関心を持っ

て臨む必要をあらためて感じさせられた講演

でした。

講師の吉田貞夫氏

会場は終始、笑い声が絶えなかった
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平成27年度「薬と健康の週間」行事表
月  日 時  間 行 事 名 場　　所 実施団体

10月17日(土)

11:25 ～ 11:30
RBC(琉球放送)「すくすくあかちゃんね

る」にて“赤ちゃんの薬ガイド”を放送
薬剤師会、琉球放送

15:00 ～ 16:00 街頭キャンペーン（北部地区） イオン名護店前

北部地区薬剤師会

薬物乱用防止協会北部支部

北部保健所（沖縄県）

10月18日(日)

14:00 ～ 15:00 街頭キャンペーン（宮古地区）
サンエーショッピングタウン

宮古前

宮古地区薬剤師会

宮古保健所（沖縄県）

13:30 ～ 14:30 街頭キャンペーン（八重山地区） サンエー石垣シティ
八重山地区薬剤師会

八重山保健所（沖縄県）

10月19日(月)

パネル展示　　23日(金)まで 那覇市役所1階ロビー 沖縄県、那覇市、薬剤師会

10:00 ～ 10:30 薬祖祭 波之上本殿 沖縄県薬業連合会、沖縄県

10:30 ～ 11:00 永年勤続者表彰 波之上本殿 沖縄県医薬品卸業協会

10月20日(火) 13:00 ～ 17:00 全国統一薬事講習会 沖縄県薬剤師会館 沖縄県医薬品登録販売者協会

10月21日(水) 13:30 ～ 16:00
キャリア学習会「薬剤師職について」

講師：野崎真敏氏
南風原町立南風原小学校

薬剤師会

南風原町教育委員会

10月22日(木)
16:00 ～ 18:30

くすりと健康フェア

健康とおくすり相談会
パレット市民劇場　ロビー 南部地区薬剤師会

19:00 ～ 20:30 くすりと健康フェア　県民公開講演会 パレット市民劇場 沖縄県、那覇市、薬剤師会

10月23日(金)

13:30 ～ 14:00 認可外保育園マスク寄贈式 沖縄県庁子ども生活福祉部長室 沖縄県医薬品卸業協会

15:00 ～ 15:30
沖縄県薬事功労者知事表彰式（被表彰者）

外間惟夫氏、川満正啓氏、上里林氏
沖縄県庁保健医療部長室 沖縄県

16:00 ～ 17:00
「麻薬・覚せい剤乱用防止」

街頭キャンペーン
イオン北谷店前

医薬品登録販売者協会

中部地区薬剤師会

吉田貞夫氏の独特の風貌と高い声に笑い声、何より分かり易く聴衆を

ぐいぐい引っ張っていく絶妙な話術に虜になってしまった

くすりと健康フェア 県民公開講演会 スナップ写真

控室での記念撮影でも笑いが絶えなかった

主催者 (左から東朝幸氏､ 仲本朝久氏氏､ 亀谷会長､ 吉田理事） 司会の勝連貴子氏と手話通訳者 (3人)
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　去る9月26日（土）に台風21号が先島付近

に近づいていることで心配であったが、予定

通り今年度第１回地区薬剤師会会長会議が開

催された。

　江夏京子副会長が司会進行を務めた。

　始めに亀谷会長より、会長就任挨拶があり、

この地区薬剤師会会長会議を県薬そして各地

区薬剤師会の情報共有の場として大いに利用

し、充実した活動と発展につなげてほしいと

述べた。

　報告事項として事務局より、例年10月17日

～ 23日の薬と健康の週間、11月1日の第29回

沖縄県薬剤師会学術大会について現況の説明

があった。

　次に地区薬剤師会の会費及び入会促進活動

に対して日薬よりアンケート調査依頼がきて

いることの説明があり、締切日までの回答を

お願いした。

　全国民に関係しているマイナンバー制度に

ついて、事務局職員がセミナー等に参加した

上で、制度や国民へのマイナンバー通知方法

等の説明があり、それらのことを踏まえた県

薬剤師会の対応として、役員、職員にマイナ

ンバーを求める際の情報漏洩を防ぐための手

立てや保管またパソコンセキュリティー等の

取り組み案を説明した。

　今年度、北部地区に浅沼健一先生、中部地

平成27年度第１回地区薬剤師会会長会議報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年 9 月26日(土）19:00 ～ 20:30

　　　　　　　　　　　 場所：沖縄県薬剤師会館 研修室

沖縄県薬剤師会事務局　　　　　　　

課長　山城 英人   　　　　　

会務ハイライト

区に伊佐常隆先生、那覇地区に川満直紀先生

の新会長が就任したことで、あいさつを兼ね

ての各地区薬剤師会からの現況報告では、地

区薬剤師会の運営で赤字に陥っているため

FAXコーナー及び事業の精査等をし、健全運

営を取り戻したいこと、また在宅訪問業務に

おいて、薬局で医療材料を扱ってほしいとの

要望があり、医療材料が小分けで仕入れたと

しても、1人薬剤師の薬局が多い地域におい

ては、実際に薬局を空けて配達ができるのか

どうか不安であること等を報告した。

　最後に、亀谷会長より、来年7月に予定さ

れている参議院議員選挙に藤井もとゆき氏の

再選を期するために後援会入会活動を行って

いく。沖縄県の後援会入会目標が8,720名と

なっており、今回は各地区の会員数より目標

値を設定し、それに向かって各地区単位で取

り組んでほしい旨を強くお願いし、閉会した。

　その後、場所を移しての懇親会では、地区

薬剤師会の壁をなくしてざっくばらんに有意

義な時間を過ごした。

＜平成27年度第1回地区薬剤師会長会議出席者＞
（敬称略）　

○亀谷　浩昌（沖縄県薬剤師会会長）　　　　　○江夏　京子（沖縄県薬剤師会副会長）

○浅沼　健一（北部地区薬剤師会会長）　　　　○成川　賢一（北部地区薬剤師会副会長）

○伊佐　常隆（中部地区薬剤師会会長）　　　　○川満　直紀（那覇地区薬剤師会会長）

○鈴木　一徳（那覇地区薬剤師会副会長）　　　○新垣　秀幸（南部地区薬剤師会会長）

○川満　正啓（宮古地区薬剤師会会長）　　　　○山城　　専（八重山地区薬剤師会会長）
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　去る11月7日、薬剤師会館で症例検討会に

向けた講演会が開催された。前回に引き続き、

講師に九州大学薬学部非常勤臨床教授、大澤

友二先生をお招きした。テーマは心不全。高

血圧と同じく、薬局窓口で出会うことも多い

症例であろう。心不全では併用薬も多く、ま

た、抗血小板薬や抗凝固薬といったアドヒア

ランスが重要な薬剤を服用しており、薬剤師

として介入が必須である。多くの先生方が熱

心に耳を傾けていた。私なりに、今回の講義

内容をまとめてみた。

　心不全では、基礎疾患に起因する心機能の

低下がみられる。そのため、心臓の負荷軽減

を目的とした薬剤に加え、心不全悪化の原因

となる基礎疾患の治療も重要となる。

　先生方は、慢性心不全の患者へどのような

生活指導をしているだろうか。ご存知の通り、

前負荷の軽減とうっ血改善のため、

塩分・水分制限はもちろん必要であ

る。運動についてはいかがだろう

か？以前は心臓への負担軽減を過

度に重視した運動制限がおこなわ

れていた。しかし、それでは心不全

の悪化とQOLの低下を招く。現在で

はリハビリとしての運動の重要性

が報告されており、息苦しくなる手

前の負荷で動くことも必要である。

　心不全の重症度分類には、現在

第3回薬剤師のための症例検討入門研修会参加報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年11月 7 日(土）19:00 ～ 21:00

　　　　　　　　　　　 会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

研修会

琉球大学医学部附属病院

薬剤部　古謝 さなえ

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会進行：学術研修委員会　潮平 英郎

　『臨床力をつけよう 心不全 入門編』

　　　講師：大澤 友二 先生

　　　　　（福岡薬物治療研究会会長、九州大学薬学部非常勤臨床教授、元昭和薬科大学教授）

　○症例経験と質疑応答

4つ程分類方法が存在する。患者の自覚症状

から判断するNYHA分類、他覚所見に基づく

killip分類、心係数と肺動脈楔入圧による

Forresterの分類、そして末梢循環を指標と

するNohria-Stevensonの分類である。検査値

が必要なく、重症度の程度がわかりやすい

NYHA分類ではあるが、治療により大きく変

化するものではない。そのため、臨床では

Forrester分類を使用することが多いようだ

が、これでは検査値を簡単に入手できない薬

局ではフォローが難しいだろう。では、何を

使えばいいのか？

講師　大澤 友二 先生 司会進行　潮平 英郎 先生
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　在宅でも可能なチェック方法がある。患者

の手を握ってみよう。湿っているだろうか？

それとも乾燥しているだろうか？そして、冷

えているか、温かいか？これら4つの指標を

使用し、患者のうっ血、血流状況を判断で

きるのが、Nohria-Stevensonの分類である。

うっ血がなく、血流状態が良好であればdry-

warm、一方症状が悪化し、うっ血があり、血

流状態が不良であればwet-coldとなる。この

方法の良い点は、触れ合うことで患者との距

離が縮まることである。これをきっかけに、心

を開き、不安等を話してくれるかもしれない。

　今回の講義で、次回、実際にグループで症

例検討を行うための種をまいてくれた。病態

から始まり、治療方法、使用薬剤の特色、そ

して最後に症例。これらの種に水を与え、自

身に根付かせ、活発な意見交換につなげてい

きたい。

　心不全は治らない。予後改善のために、急

性イベントを抑え、心不全の進行を緩徐にす

ることが重要であるという大澤先生の言葉が

強く耳に残った。薬剤師として、私たちにで

きることは何だろうか。

　次回は平成28年2月6日。症例検討会で皆さ

んと一緒に考えることができることを楽しみ

にしている。

第4回「薬剤師のための症例検討入門」研修会開催日程

平成28年 2 月6日(土）19時～ 21時（心不全　応用編　症例を経験しよう）
症例検討の仕方、高血圧症例講義45分、症例提示、検討40分、そのあと発表と質疑応答

お知らせ
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　10月25日（日）に沖縄県薬剤師会館ホール

にて、薬剤師のための在宅医療教育セミナー

が開催されました。

　一般演題として、私が「こくら虹薬局での

在宅医療」について発表させていただきまし

た。こくら虹薬局では開局当初（平成21年）

より在宅医療に取り組んでおります。私たち

が普段行っている在宅医療や服薬支援に繋

がった症例をご紹介させていただきました。

皆様の「在宅を始めたい！」と思うきっかけ

になってもらえたら、嬉しい限りです。

　特別講演では、沖縄県立南部医療センター・

こども医療センター小児科の松岡孝先生に

「小児在宅医療」について講演していただき

ました。小児在宅の現状や今後の有り方など、

症例を交えながら分かりやすく説明して頂き

ました。障害を抱えた子を育てるという特殊

な環境の中、ご家族の問題や、看取りなど直

面することは様々あります。小児在宅で一番

大事なことは、患者、家族に誇りを持たせる

ことが大事だとのことでした。

　小児在宅は私たちも取り組み始めたところ

です。高齢者の在宅と違って、病名が多岐に

わたり、吸引や胃

瘻、TPNなど医療的

ケアが必要な方が

多くおられます。ま

た、介護者がほぼ母

親であることが多

く、負担は相当なも

のになっています。

　　第1回 薬剤師のための在宅医療教育セミナー報告

　　　　　　　　　　　日時：平成27年10月25日(日）13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館ホール

研修会

こくら虹薬局

久手堅 奈央

＜プログラム＞　　　　　　　　　　　　 　　座長：在宅医療委員会副委員長　玉城　武範

　○委員会報告『在宅医療委員会の事業計画について』　在宅医療委員会委員長　荒井　千春

　○一般演題『こくら虹薬局での在宅医療』 　　　こくら虹薬局 在宅医療担当　久手堅奈央

　○特別講演『小児在宅医療について』　

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 小児総合診療科　松 岡  　孝　

その方たちと関わっていく中で、どのように

接していけばよいのか、薬剤師として何を必

要とされているのか悩むところがありました。

　今回の松岡先生の講演で、障害があっても

子どもがご家族と同じ生活をすることが、日々

の変化を与えることができ、その子の成長を

感じることで母親の喜びにも繋がるというこ

とを聞き、小児在宅の目指すところが見えた

ような気がしました。子どもとご家族に寄り

添い、少しでもご家族の負担軽減に繋げるこ

とが出来るように私たちも力になりたいと、

小児在宅に対してとても前向きになれました。

　沖縄県薬剤師会では、11月19日より在宅医

療支援薬局限定ではありますが、3回シリー

ズで無菌調製の実践講座としてTPN・麻薬・

抗がん剤についての講習会を行います。この

講習会では一人一人にミキシングを体験して

もらうことで、技術を習得してもらうことを

目的としております。ターミナルや小児在宅

が増えると、薬局でのミキシングの機会も増え

てくると思われます。この講習会で、私たちの

自信に繋がる機会になればと思っております。

　高齢化社会を迎えた昨今、薬剤師の在宅医

療への関わりは必須となっております。多く

の在宅医療に取り組む仲間が増えることを期

待しております。
特別講演講師

松岡　孝 先生
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　薬学生実務実習6年目の第Ⅱ期（平成27年9月

7日～ 11月21日）が終了しました。Ⅱ期は6大

学11名でした。初めて受け入れをする大学は1

大学（星薬科大学）、初めての指導薬剤師は3名。

南部地区薬剤師会ならびに那覇地区薬剤師会

の健康とおくすり相談会など、地域と関わる

薬剤師の姿にも触れてもらいました。皆様の

おかげで一人の中断者も出すことなく、無事

11週間の実習を終えることができました。

　実習生もさながら実習受け入れ薬局は実習

を受けるたびに充実し、スキルアップしてき

てます。さて、平成31年から始まる新コアカ

リキュラムは、薬局・病院・大学が連携して

実習を行います。それを十分に遂行するため

のガイドラインも出来上がっています。実習

薬局のますますの発展を希望します。なお、

平成27年度Ⅱ期薬学生実務実習報告

　　　　　

薬学生実務実習受入委員会　　　　　　　 

委員長　我喜屋 美香   　　　　　

実務実習

来年度の実務実習ワークショップからは新コ

アに水準を合わせた対応がなされます。例年

通り、各地区推薦、個人レベル等での公募を

行います。参加希望の方は県薬事務局（担当・

松堂）か地区の薬学生実務実習受入委員会委

員にご連絡ください。

　また、今回の実習受け入れに関しまして、

薬局の先生、他スタッフの皆様。協力してく

ださった皆様、本当にありがとうございまし

た。この場をお借りして御礼を申し上げます。

　以下に、実習薬学生の感想文と実習薬局、

実習協力機関を掲載致します。

実習薬局（11薬局）　　　　　　　　　　順不同・敬称略

○たいせい堂薬局 首里店　　○つくし薬局　　　　○アシスト薬局　　　○ミドリ薬局 美里店

○あかみち薬局 江洲店　　　○がじまる薬局　　　○あにも調剤薬局　　○宜野湾薬局 広栄店

○薬志堂薬局 小禄店　　　　○会営薬局うえはら　　　　　　　　　　　○レモン薬局 美里店

協力施設・委員会・団体

○ぼたん薬局　 ○すこやか薬局 具志川店 　 ○がじまる薬局 　  ○ドラッグイレブン新都心店

○福寿薬局　　 ○すこやか薬局 新川店　　　○こくら虹薬局　   ○ドラッグイレブン佐敷店

○仲真薬局　　 ○会営薬局医療センター前　 ○(株)薬正堂　　　 ○ミドリ薬局 美里店　

○(株)琉薬　　 ○(株)アトル　　　　　　 　○学校薬剤師部会　 ○学校薬剤師の先生方　

○那覇地区薬剤師会　 ○南部地区薬剤師会

平成27年度Ⅱ期実務実習薬学生記念撮影
後列（指導者）左より　大塚成一郎氏、具志堅興也氏、仲宗根辰弥氏、玉城武範氏、佐藤雅美氏、鈴木直志氏、照屋林一郎氏
　　　　　　　　　　　我喜屋美香氏、亀谷浩昌会長、仲真良重氏、菊池怜奈氏、上間秀子氏、松堂恵美氏（事務局）
前列（薬学生）左より　島袋滉也さん、宮平邦子さん、運天雅さん、新屋沙織さん、上地美穂さん、國吉佳央梨さん、仲俣桃華さん
　　　　　　　　　　　粟國朝陽さん、塚本真依さん、金城秀明さん、平良美沙登さん
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第一薬科大学5年　仲俣 桃華

がじまる薬局 実習

指導薬剤師 照屋 林一郎

　二ヶ月半の調剤薬局での実務実習を終え

て、実際の現場で多くの事を学ぶ事が出来ま

した。今まで調剤薬局での仕事について、あ

まり分かっていませんでしたが、ただ調剤し

て薬を渡すだけでなく、患者さんが安心して

薬を飲めるように丁寧に説明をしたり、生活

習慣についての指導をしたり、調剤薬局での

仕事は様々でした。私が実習させて頂いたが

じまる薬局では、患者さんが多くとてもお忙

しい中、私の実習のために資料を準備してく

ださったり、服薬指導をする際も毎回アドバ

イスをしてくださったり、薬剤師の先生方や

事務の皆さんのお陰で最後まで充実した実習

をさせて頂く事が出来ました。

　また、学校薬剤師の体験や漢方実習、薬局

製剤の調製、卸売業者さんの見学、在宅訪問

など外部実習も多く体験させていただきまし

た。薬剤師の活躍する場は多く、どの現場も

とてもやりがいのある仕事だと思いました。

　実習で学んだ事を活かし、立派な薬剤師に

なりたいと思います。ご指導頂いた先生方、

本当にありがとうございました。

九州保健福祉大学薬学部5年　島袋 滉也

たいせい堂薬局 首里店 実習

指導薬剤師 大塚 成一郎

　実務実習が始まって2ヶ月半が経ちました。

薬局での実習を無事に終えることができまし

た。実務実習の始めは県薬剤師会館での集ま

りからでした。私は、薬局の中だけで実習を

終えるのかと思っていましたが、いざ実習を

始まると外部での実習も多く計画されてお

り、充実した実習を送ることができたと思い

ます。薬局内の実習では、投薬を早い時期か

らさせてもらうことができ、患者の反応を直

に感じることができました。患者から質問が

あるときは隣についてくれた薬剤師に助けを

もらうこともありました。私が薬剤師になっ

た時には迷いなく患者の質問に答えられるよ

うにならなければいけないと感じました。外

部の実習では、薬剤師が活躍する場が多くあ

ることを感じることができ、医療用医薬品の

ことだけでなく、健康食品やサプリメント、

OTC薬や漢方のことの他にも公衆衛生に関わ

ることなども知っておかなければならず、幅

広い知識が必要だと思いました。この2 ヶ月

半で多くのことを学ぶことができてためにな

りました。実務実習でお世話になった皆様あ

りがとうございました。

実務実習薬学生　平成27年度Ⅱ期生からの体験記・感想

（ ） （ ）

九州保健福祉大学5年　宮平 邦子
（つくし薬局 実習　指導薬剤師 具志堅 興也）

　11週間の薬局実習を終えて身に付いたと思

うことは、薬剤師としての心構えはもちろん

ですが、仕事をする上で優先順位は何かを考

えながら行動すること、周りを見て状況を把

握し、周りの動きに合わせて行動すること、

仕事が速く進むため、ミスを防ぐための工夫

を自分で考えて実践すること、などである。

服薬指導においては患者さんが分かりやすい

言葉を使用すること、身振り手振りを使って

説明することで患者さんがより印象に残りや

すくなること、セルフメディケーションに関

連した声かけをすることなどを学ぶことがで

きました。実習期間中は、調剤業務、服薬指

導をたくさん行わせて頂き、経験を積むこと

が出来てとても良かったです。

　今回の薬局実習では多いに社会勉強が出

来、人間的にも成長することが出来たし働く

時に参考になることばかりだったので、つく

し薬局で充実した実習が出来て本当に良かっ

たです。11週間ありがとうございました。
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第一薬科大学5年　粟國 朝陽

レモン薬局 美里店 実習

指導薬剤師 谷澤 大輔

　私は2か月半薬局実習を行いましたが、服

薬指導はとても重要だと実感しました。服薬

指導は知識と経験が大切だと感じ、似たよう

な薬剤でも患者様によって用途が違う場合が

あり、そこを見逃さないように、処方解析と

患者様をよく見るということを学びました。

服薬指導では患者様の言葉をヒントに答えを

導いていくことを知り、また言葉を引き出す

ためにはコミュニケーション能力が大切だと

改めて感じました。

　他にも色々な事を学びました。病院では忙

しくてあまり意識していなかった、患者様に

対する態度です。より多くの服薬指導や調剤

業務を行う中で、ミスをより無くす為にはど

うするべきかと考えた結果、患者様を家族の

ように考えることだと思いました。大切な人

には間違った事は出来ないと思い、患者様一

人ひとりに常にそういった意識で臨む事の大

切さを学びました。

　レモン薬局の皆様、より多くの患者様と接

する機会を与えて下さり、とても感謝してい

ます。本当にありがとうございました。

福岡大学5年　運天　雅

アシスト薬局 実習

指導薬剤師 仲宗根 辰弥

　私はアシスト薬局で実習をさせて頂き様々

な処方箋を目にすることで、それぞれに合っ

た対応や服薬指導を学びました。薬局では病

院と違いカルテなどの患者さんの病状を知る

手段がないため患者さんが持ってくる処方箋

やお薬手帳、また今までの薬歴などが患者さ

んの病状を推測し、薬の適正を判断する上で

とても重要な手段になることを学びました。

また服薬指導では、これらの情報より推測し

た内容や副作用の確認が大切だと学びまし

た。特に、抗癌剤の治療を受けている患者さ

んに対しては患者さんの気持ちをくみとれる

ように話し方に工夫することで患者さんとの

信頼関係が生まれてくる事を体験することが

できコミュニケーション力の大切さを実感し

ました。

　外部実習では薬局製剤や漢方製剤、OTC、

また実際に小学校に行き学校薬剤師の仕事も

体験させて頂き、薬剤師としての仕事の幅が

広がりました。

　今回の実習で学んだことを活かせるように

これからも頑張って行きたいと思います。

様々な体験をさせて頂きありがとうございま

した。

神戸学院大学5年　平良 美沙登
（あかみち薬局 江洲店 実習　指導薬剤師 上間 秀子）

　私は11週間、あかみち薬局にて実習をさせ

ていただきました。不安と緊張がありました

が、それが吹き飛ぶほど、上間先生をはじめ、

あかみち薬局の皆様、関係者の皆様が温かく

迎えてくださり、そして充実した実習となり

ました。今回の実習で学んだことは、薬剤師

であるとともにいかに人として接することが

できるかという事です。

　いろいろな患者さんがいる中、服薬指導に

マニュアルはなく、一人ひとりに合った対応

をしなければならないことが一番難しかった

です。そして、私自身の知識不十分さ、コミュ

ニケーション力の低さを実際に感じることが

できました。在宅医療についても、現場を見

て体感することで、薬剤師の重要性は非常に

高く、常に地域に発信していかなければなら

ないと感じました。実習期間で、新たな自分

を見つけることができ、改善点も生まれてき

ました。

　今後、学んだことを更に活かし、ユーモア

のある薬剤師になりたいと思います。

（ ） （ ）
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名城大学薬学部5年　金城 秀明

薬志堂薬局 小禄店 実習

指導薬剤師 菊池 怜奈

　薬局実習では薬局内での業務の他にも漢方

実習、OTC実習、薬局製剤実習、学校薬剤師、

在宅実習などを通して薬局薬剤師の仕事内容

を理解する事ができ、とても勉強になりまし

た。

　実習中に印象に残っているのは、調剤から

投薬までの流れです。実習前は、処方箋の内

容から症状や注意すべき事を想像し、投薬で

は患者さんとのインタビューにより患者さん

が何を必要としているか判断するといったこ

とをイメージしていましたが、実際に患者さ

んを前にすると難しく、自分の知識不足やコ

ミュニケーション能力不足を改めて感じまし

た。この実習を通して自分に足りないものが

明確になったので、改善できるように努力し

ていきたいと思います。

　最後に、薬志堂薬局の皆様をはじめ、実習

に関わった多くの先生方、スタッフの皆さん、

業務で忙しい中時間を割いていただき、あり

がとうございました。将来はこの実習を通し

て学んだ事を活かして勉強していこうと思い

ます。

第一薬科大学5年　上地 美穂

あにも調剤薬局 実習

指導薬剤師 荒井 千春

　私は実務実習のⅠ期に病院、今回Ⅱ期で薬

局実習をさせてもらいました。Ⅰ期では実務

実習にたいして、マイナスな先入観をもった

まま挑んだため、実習自体は充実していたが

不完全燃焼のような形で終わってしまいました。

　そこで今回の薬局実習では、“先入観は持

たずに学べることを沢山学ぼう”と決めて挑

みました。実際、薬局実習ではたくさんの薬

剤師の先生方にお世話になり、思っていた以

上に充実した実習になりました。特に服薬指

導でたくさんの患者さんと接することが出来

たのはとても良い経験になりました。薬剤師

の先生から、患者さんに対して“怖そうな人

だな”などの先入観をもたないこと、伝える

べきことをしっかり伝えることや患者さんの

話を聞いて適切な指導をすることが大切であ

ることを学びました。私が先入観をもち実習

に挑んだ時、視野が狭くなり出来たはずのこ

とが出来なかったように、先入観を持つと患

者さんに対して適切な行動が出来なくなると

身をもって気付くことが出来ました。

　今後これらの経験を活かしていきたいと思

います。本当にありがとうございました。

（ ） （ ）

星薬科大学5年　塚本 真依
（会営薬局うえはら 実習　指導薬剤師 仲真 良重）

　二か月半の薬局での実務実習の中で様々な

ことを学ぶことができました。特に興味深

かったのは、在宅医療の現場を見学させてい

ただいたことです。薬剤師が患者様の役に立

つことのできる可能性について、熱い情熱を

以って教えていただきました。

　普段の調剤の現場でも様々なことを学びま

した。指導薬剤師の仲真先生には、薬剤師が

知っておくべき法規について、学校の授業で

は知ることのできないことまでとても詳しく

教えていただきました。また、薬剤師業務を

関連法規に則って行うことの重要性も学ぶこ

とができました。患者様にどのような言葉で

薬効を説明すればいいのか、コンプライアン

スを下げずに副作用説明・確認を行うにはど

うすればいいのかについては、短い実習期間

では学びきれませんでした。調剤の方法につ

いても、法規を遵守することは勿論ですが、

自分の良心に従って、患者様のために何がで

きるのか、何がベストなのかを常に考えなが

ら誠実に業務に取り込むことの重要性を改め

て考えさせられました。

　指導薬剤師の仲真先生をはじめ、薬局や外

部実習でお世話になった薬剤師の先生方、医

療事務の方々、たくさんのことを教えてくだ

さった全ての方に心から感謝いたします。薬

局実習で学んだことを三期からの病院実習に

生かして頑張りたいと思います。
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第一薬科大学5年　國吉 佳央梨

宜野湾薬局 広栄店 実習

指導薬剤師 鈴木 直志

　まず始めに、今回11週間お世話になりまし

た担当薬剤師の先生、古謝薬局のみなさん、

そして沖縄県薬剤師会の先生方に感謝申し上

げます。11週間という長さは、始まった当初

はまだ2か月以上もあるのかと感じさせられ

ましたが、終わってみればあっという間の長

さでした。

　私の薬局実習は、急遽実習先が変更になる

というハプニングから始まりました。そのた

め、最初の1週間は大学の先生や薬剤師会の

先生とお話しをし、このまま続行していいの

かどうか考えさせられました。けれど、担当

薬剤師の先生の送迎の支援や、古謝薬局のみ

なさんの優しさから、そのまま続行していく

ことになりました。古謝薬局は外来と在宅を

両立している薬局です。そのうえ、担当の先

生は学校薬剤師も兼任されており、薬局は薬

局内で調剤するだけ、というイメージが大き

く変わり、これが現在求められている薬局の

姿なのだと知ることができました。調剤や投

薬など、色々とミスをしてきましたが、その

度に周りのみなさんからのフォローと優しい

ご指導がありました。実習を終えて今の率直

な感想は、「あのまま沖縄に残って薬剤師と

して働けたらいいのに」です。それほど、と

ても楽しい実習でした。

　現在、大学に戻って国家試験の対策をして

いると、この薬はあの棚にあったな、など思

い出すことがあります。何度も分包機にセッ

トしないといけなかったマグミット、出すの

に指が痛くなったリパクレオンカプセル、先

発や後発にOD錠、製薬会社違いと種類の多

かったアムロジピンなど、実習で見たことや

感じた事を試験に生かしていけるよう、これ

から全力を尽くしていきます。

福岡大学5年　新屋 沙織

ミドリ薬局 美里店 実習

指導薬剤師 玉城 武範

　ミドリ薬局での実務実習を通して、薬局業

務はもちろんのこと地域に根付いた薬剤師の

役割を実際に感じることが出来ました。大学

では教科書との向かい合わせでしたが、現場

では夕方の忙しさや、在宅医療の患者との向

き合い方など座学では感じることが出来ない

実務実習期間だったと思います。麻薬取締官

の監査の立ち会いや地域ケア会議への傍聴な

ど実習生の域を超えた体験や薬局の経営の話

なども聞かせて頂きました。

　最初の服薬指導でははとても緊張して頭が

真っ白になった事をよく覚えています。その

後のロールプレイングでの反省点を生かし、

次回からどう聞いたら話しやすい雰囲気を作

れるか考え、「傾聴」「共感」の二つを軸に指

導を何回も行っていきました。将来は完璧な

服薬指導は機械的になるので、私は玉城先生

のように時間をかけて患者さんに対して親身

になり、「この薬局をかかりつけ薬局にした

い！」と患者さんが感じる事が出来るような

服薬指導を行えるようになりたいと思います。

　2 ヵ月半のミドリ薬局での実習は毎日多く

の事を吸収できとても充実していました。薬

剤師の先生、事務の方々も優しく仲良く時に

は冗談を言い合った事、患者さんからの励ま

しがあった事を忘れずに研究、卒試、国試と

乗り越えて立派な薬剤師になりたいと思いま

す。県内で実習生の仲間と働ける日がとても

楽しみです。

（ ） （ ）

オリエンテーション
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　司会の与儀和子先生により会は進行されま

した。今年は例年と違い、講演会を先にした

ため参加人数は9名でした。議事の進行を村

田美智子部会長より進めていきました。

1．平成26年度事業報告

（狩俣イソ副部会長より報告）

　①　女性薬剤師部会総会

　　　平成26年7月13日（日）

　　　沖縄県薬剤師会館ホール　参加者27名

　②　講演会

　　　「健康長寿復活　MEC食・噛むだけ

ダイエット」　参加者38名

　　　講師：医療法人沖縄徳洲会こくらクリ

　　　　　　ニック 院長　渡辺 信幸先生

　　　平成26年7月13日（日）

　　　沖縄県薬剤師会館ホール

　③　漢方講座

　　　講師：佐賀県清水医院

院長 清水 正彦先生　参加者96名

　　　平成27年1月18日（日）

　　　沖縄県薬剤師会館ホール

　④　健康とおくすり相談会

　　　平成26年8月17日（日）

　　　宜野湾コンベンションセンター

　⑤　薬剤師継続学習通信教育講座スクーリ

　　　ング　　　　　　　　　　参加者52名

　　　平成27年2月22日（日）

　　　沖縄県薬剤師会館ホール

　　　講師：Naoko女性クリニック

　　　　　　院長 高宮城 直子先生

　　　講師：よしかわ整形クリニック

　　　　　　院長　吉川 朝昭先生

平成27年度 女性薬剤師部会通常総会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成27年 8 月23日(日）14:45 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

女性薬剤師部会　　　　　　　　

会計　草壁 瑞恵  　　　　　

部会だより

　　　講師：田仲クリニック

　　　　　　院長　田仲 秀明先生

　　　講師：名嘉村クリニック

　　　　　　院長　名嘉村 博先生

　⑥　役員会　年17回

　⑦　薬草園の手入れ　隔週土曜日午前

　⑧　勉強会「妊婦・授乳婦とくすり」3回

　⑨　その他

　　　日本女性薬剤師会　定期社員総会

　　　　参加：村田美智子

　　　　平成26年6月28日（土）

　　　日本女性薬剤師会　学術大会

　　　　参加：村田美智子

　　　　平成26年6月29日（日）

　　　九州山口学術大会　女性薬剤師会講演会

　　　　参加：村田美智子

　　　　平成26年11月23日（日）

　　　日本女性薬剤師会　会長会議

　　　　参加：村田美智子

　　　　平成27年2月1日（日）

　「沖縄県女性の翼の会」研修旅行参加報告

を前濱朋子県薬副会長にしていただきまし

た。シンガポールの素敵な写真を交えたくさ

んの内容で、特に興味深かった話は、小学校

入学と同時に各家庭にインターネットの通信

設備が整えられ、休んだ時の授業を受けられ

ること、医療においてもネットを通して受診

できるといったことでした。先生は研修後も

いろいろな場所でボランティアとして活動さ

れており、女性薬剤師の存在感をアピールし

て下さっています。
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2．会計報告

　平成26年度の会計報告が詳細に報告されま

した。平成27年度は、県薬より45万円と繰越

金を合わせて約47万円の予算で活動していき

ます。

3．平成27年度事業計画案

　⑩　一般社団法人日本女性薬剤師会研修講座

　　　平成27年度薬剤師継続学習通信教育講

　　座の斡旋とスクーリングの実施

　⑪　漢方講座の定期的継続開催　年2回

　　　他、ツムラ主催の漢方講座12月予定

　⑫　沖縄の薬草への知識を深める活動

　　　県薬会報誌連載「くらしの中の薬草学」

　　の継続

　　　ミニ薬草園の充実

　⑬　「妊娠・授乳と薬」についての知識を

　　深める

　　　薬局窓口で役立つ情報の収集

　　　勉強会の開催

　　　病院薬剤師会「妊娠・授乳と薬」分科

　　会との連携

　⑭　「健康とおくすり相談会」への参加

　　　保健福祉委員会との協働、なごみ会主

　　催活動への参加

　⑮　その他

　　　「沖縄県女性の翼の会」活動への参加

　　　研修先はマレーシアで村田部会長が参

　　加する予定です。

4．沖縄県女性薬剤師部会規定検討・承認

　今回、部会規定を作成し承認していただき

ました。本規定は平成27年8月24日より実施

します。新規定に則り、今季途中ではありま

すが、与儀和子先生を副部会長に推薦し承認

されました。

5．平成27年度日本女性薬剤師会定期社員総

　会報告

6．日本女性薬剤師会学術講演会報告

　5、6について村田部会長より詳細に報告が

ありました。

　講演していただいた江口直美先生も総会に

参加され、総会の後も会員の質問などに快く

答えて下さいました。クワン草の花摘みや薬

膳料理ツアーなど、計画を立てて女性薬剤師

部会を盛り上げていくといいですねという意

見も頂き、少ない参加人数でしたが充実した

総会となりました。

　当日、ミニ薬草園で育ったハママーチを会

員に配りました。

＜会次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会  副部会長　与儀　和子

　○開会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　狩俣　イソ

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部 会 長　村田美智子

　議事                                  　　　　　　　　進行  部 会 長　村田美智子

　　1．平成26年度事業報告 　　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　狩俣　イソ

　　　　｢沖縄県女性の翼の会｣ 研修旅行参加報告　 　沖縄県薬剤師会副会長　前濱　朋子

　　2. 平成26年度会計報告 　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　草壁　瑞恵

　　3. 平成27年度事業計画案 　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　狩俣　イソ

　　4. 平成27年度予算案 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　草壁　瑞恵

　　5. 沖縄県女性薬剤師部会規定検討・承認 　　　　　　　　　　部 会 長　村田美智子

　　　　（新副部会長承認も含めて）

　　6. 平成27年度日本女性薬剤師会定期社員総会報告 　　　　　　部 会 長　村田美智子

　　7. 日本女性薬剤師会学術講演会報告　　　　　　　　　　　　 部 会 長　村田美智子

　○閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　与儀　和子
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第1部 地域包括ケアでの多職種連携

「地域包括ケアシステム～

　　薬局に求められる役割とは？」

山本保健薬局 社長  山本 新一郎

「地域包括ケアシステム」

　近年地域包括ケアシステムに関して各地で

様々な取り組みが始まっている。例えば、大

阪岸和田に於いては「柏プロジェクト」、山

形県では「庄内プロジェクト」、富山県では

「新川医療懇話会」…等などである。その内

容はそれぞれの地域性や利用者個々の状況に

よって、工夫が凝らされており柔軟な対応が

できる環境が大切だと思われる。

「入院から在宅へ」

　入院と在宅の大きな違いは何でしょうか？

  入院－治療が優先される医療の提供

　在宅～「生活」に主体を置いた中での医療

の提供

　限られた時間、スタッフの中での医療の提供

　在宅に於いては、病院と同じように100パー

セント応えるのは無理がある事を十分に認識 

した上で可能な限り入院時の医療レベルを確

保する努力をしていく事も重要である。

「在宅医療における具体的な薬剤師の役割」

　1.服薬管理　2.疼痛管理　3.食事・栄養管

理　4.メンタルケア　5.誤嚥予防　6.褥瘡対

策　7.排便コントロール…などなど

　薬剤師はどのような分野にも絡んでいけ、

ニーズは高い。

日本女性薬剤師会 第13回 移動セミナー in 京都
「保健・医療・福祉の架け橋になろう、そして在宅医療・在宅介護への対応」

～地域の多職種との連携による地域包括ケア体制の中で地域医療提供施設としての役割～
ジャンプ！　理論から実践へ

　　　　　　　　　　　日時：平成27年 9 月27日(日）9:30 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　会場：キャンパスプラザ京都

女性薬剤師部会　  　　　　　　　　　　　　　　　

副部会長　与儀 和子　　　　　　　　　　　
会計　草壁 瑞恵　　　　　　　　　　　

部会だより

「在宅ケアの中での薬剤師が考えるべき課題

と問題点」

　1.高度医療機器への対応

　2.栄養管理、副作用防止などにおける処方

　　提案　

　3.鎮痛補助剤など保険適用における問題点

　　の克服

　4.早期退院に向けての働きかけ…などが考

　　えられる。

　〇〇が無いから在宅は出来ない、〇〇が出

たらお手上げだ。…ということではなく、地

域包括ケアシステムの中で多職種と連携を取

りながら利用者のニーズに応えていく姿勢が

求められている。

「認知症の医療とケア

　　～地域ケアの取り組みから～」

京都桂病院 精神科部長　岸 信之

　厚生労働省の研究班が、平成24年時点で認

知症の高齢者が462万人でその予備軍といわ

れる軽度認知障害（MCI）の高齢者も400万人

いると推計しました。団塊の世代が後期高齢

者の75歳以上になる2025年までには認知症の

高齢者の数がさらに増えていきます。京都

市西京区では平成19年4月から西京区認知症

地域ケア協議会を発足させて、認知症になっ

ても安心して暮らせる街づくりをするため

に、①認知症のことを正しく理解するための

啓発活動、②医療機関同士の連携と医療とケ
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アの連携のネットワークの構築、③医師や介

護職の認知症への対応力向上のための研修会

を毎年続けて行っているようです。認知症へ

の対応のポイントは、認知症は怖い病気だと

いう理解を変えていくことから始める必要が

あり、軽度認知障害のような早期から必要な

医療とケアを提供することにより、認知症

が徐々に進行していっても地域で生活した

り、身体疾患で病院に入院しても支障をきた

さずに入院生活を送ることができるように家

族や関わる人が認知症を正しく理解し医療や

介護の職員が連携しながら適切に対応してい

くことを目標にしているとのことです。高齢

者になると多種類の薬を複数の医療機関から

処方されていることが多く服薬管理は高度の

実行機能を要する行動であるために服薬管理

ができないことで糖尿病や高血圧症のような

生活習慣病が悪化することもあるために、認

知症に対する医療とケアを包括的に提供する

枠組み作りにおいて、今後、薬剤師の果たす

役割はますます大きくなってくるとのことで

す。現在、老老介護から認認介護を娘が支え

ている状態で10年後までに厚労省は入院ベッ

ド数を30％減らす方針です。認知症は6 ヶ月

であっという間に悪化する病気です。何がで

きて何ができないかをしっかり把握すること

が大切で認知症の初期にサポートするシステ

ムが必要とのことです。「明日は我が身です」

と先生はおっしゃっていました。認知症の治

療に当たり、薬を服用することでどのように

変化していくかの予測を家族に教えてあげる

こともとても大切な指導だと思いました。

ランチョンセミナー

在宅医療における嚥下障害と誤嚥性肺炎

　　～高齢者の嚥下・栄養に関する地域包括

ケアについての研究調査から～

京都府立医科大学大学院 在宅チーム

医療推進学 教授　山脇 正永

「がん化学療法を受けられている

患者さんのサポーティブケア」

同志社女子大学薬学部 特任教授　阿南 節子

第2部 実技学習

 　　  在宅における安心安全な薬物療法

（＊実技AかBかを選択）

　　～あなたも明日から在宅ができる

薬剤師になれる！～

実技A：簡易懸濁法とクリーンベンチでの調剤 

（有)ケイコ・ファーマシー

代表取締役　伊良知 景子

実技B：中心静脈栄養法と経腸栄養法

ニプロ(株）

簡易懸濁法とは？

錠剤の粉砕

　脱カプセルをしない～ 55℃の温湯に溶かす

　お湯の温度を55℃にするのは、カプセルを

　溶かすため

55℃の温湯の作り方

　ポットのお湯：水　2:1で約55℃になる。

実習

1.55℃の温湯を作ろう

2.チューブへ水を注入してみよう　

3.ラシックス　マグミット錠　セルベックス

　の崩壊、懸濁　

4.パナルジン錠とパナルジン細粒の崩壊の観察

5.マグミット錠とメネシット錠で色調の変化

　を確認　

6.タケプロン錠の崩壊　

7.フロモックスの崩壊　

8.アルロイドGを注入器に吸い取ってみよう

　4人1組で実技学習を体験しました。実習の

途中で簡易懸濁法の考案者であられる倉田先

生が会場に来られるというサプライズがあり

ました。薬剤師は製剤学を学んだことを強味に、

患者さんにより良い医療を提供出来るという話

でした。改めて学び直す思いを強くしました。 

　尚、簡易懸濁法には認定制度があるという

ことです。
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　表題のタイトルに惹かれ今回の講座を受講

した。

　漢方の視点による診察時のコツ、病態認識

の数々や直面する症状からの漢方薬の選択に

ついて、漢方の基本的な考えを教えていただ

いた。とても分かりやすく楽しく、正に「目

から鱗」といった感じで、あっという間の二

時間であった。

　一例を紹介すると、かぜの症状は同じでも

体質の違いにより漢方薬の選び方が異なる。

例えば、体力があり、基礎代謝の高い人、ガッ

チリタイプ、脈のしっかりとれる人は葛根湯

服用で汗や尿を出させて発散させると良い。

一方、基礎代謝や体力が落ちている人、高齢

者、脈の取りにくい人などが葛根湯を使うと

汗や尿が出過ぎて低体温症になり易いため、

麻黄附子細辛湯の使用の方が望ましい。葛根

湯が効果的な場合は、温めることにより発熱、

悪寒、頭痛、関節痛を緩和する場合である。

服用後は休養し、免疫力をアップさせる。食

事はたんぱく質・脂質・糖質をバランス良く

摂取する。発熱時は食材として白ねぎ、おか

ゆ、鰹節、梅干を食べ、熱が下がったら赤肉

第16回女性薬剤師部会主催漢方講座報告
「かぜの漢方　なぜ治り、なぜ治らないのか」を受講して

　　　　　　　　　　　日時：平成27年11月 8 日(日）12:00 ～ 14:10

　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　　　　　　　　　　　講師：清水正彦先生（清水医院院長・佐賀県）

部会だより

沖映通り薬局

喜納 みゆき

スマイル薬局 古島店

小野 加那恵

＜漢方講座報告１＞

＜漢方講座報告２＞

（ヒレやモモ）、にんにく、長ねぎ、にらを食

べると良い。バラ肉などの油分はアラキドン

酸が上昇し、プラスタグランジンを上昇させ

るため、痛みが出ることから避けたい。

　また、解熱鎮痛剤使用のタイミングである

が、寒気や熱のある時に無理に熱を下げても、

再び熱が上昇する場合があることから、先ず、

漢方薬服用により寒気を取り除き、体が温まっ

た後に解熱剤を服用した方が効果的である。

　他にも腸内環境の大切さについて興味深い

お話しがあった。何とセロトニン（脳内ホル

モン）の80％が腸にあり、20％が血小板と脳

に存在するという驚くべき事実である。脳内

ホルモンは脳内で完結しているものと信じて

いた私には衝撃的であった。腸は「第二の脳」

とも言われるが、その機能の良し悪しにより、

私達の身心の健康が左右される重要な器官な

のである。腸内環境改善のためには、食生活

や生活習慣に配慮し、極力腸管に負荷をかけ

ないようにしなければならないのである。

　演題にひかれ、平成27年11月8日、佐賀県

の清水医院院長の清水正彦先生のお話を初め

て拝聴させて頂きました。

　先生は産婦人科医でいらっしゃいますが、

講座はもう16回目！二部構成の前半基礎講座

で学んだように、後半では会員が持ち寄った

三症例について、陽と陰・実と虚（証）に分

け検討して下さいました。
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＜症例1＞ 56歳 女性 体重61kg　身長150cm  

　血圧120/90  脈拍100/分

　お腹の調子が悪く下痢と便秘を繰り返して

　いる。精神科通院中。舌裂(+) 

　Rp.） ポリフル、タンナルビン、アキリデン、

　ラックビー（毎食後）

　ジプレキサ、ブロチゾラム、フルニトラゼ

　パム（寝る前）

　よくある処方ですが、先生は、「舌裂は、

栄養状態が悪く、気の異常あり。血球数↓、

血虚、陰虚で血漿↓」。さらに舌辺縁の歯圧

痕(+)から、“胃液、腸液がたまっている”、 

舌先端の赤味→“ストレス、中枢神経のオー

バーヒート”、 舌辺縁の赤味→“ストレス、

交感神経の過剰緊張”、 「熱いものが好き」と

いう食の嗜好→“体内の冷え(+)”、 足のむく

みは水毒で、【陽タイプの虚】と診断。腸管

のむくみをとり負担をかけない治療を選択

し、「ツムラ116番 茯苓飲料半夏厚朴湯」を

推奨されました。さらに体力がなく寝汗(+)、

皮膚免疫を高めるために「桂枝加黄耆湯」を

加えるといいそうです。

＜症例2＞ 65歳 男性  体重58kg　身長161cm

　 血圧120/80　脈拍62/分

　ペインクリニックでリリカ75mgを1日2回服

用。半年前より右手中指、薬指、小指あたり

に軽いしびれ、3週間前より強い痛みへ。握

力低下し整形外科で「脊椎性頚椎症」と診断

された。62歳時、突発性心房細動、低血圧、

失神にてICUに2日入室。現在は心房細動の服

薬(－）

　腕神経叢ブロックを週1回行い、ブロック

後3～ 4回はリリカなしで過ごせている。3回

施行後当初の痛みは10→2or3に軽減。漢方医

から葛根湯と桃核承気湯を勧められたが服用

していない。

　ここで上記漢方は「身体の中から熱を奪い

つくす処方で、心房細動の既往があるのに麻

黄はよくない」ため服用しなくてよかった、

と先生。舌の色は薄紅色→“熱はこもってい

ない状態”、 舌先端と辺縁の赤味(－)→“交

感神経の過緊張無し”。舌表面の乾燥(－)→

“お腹の中に熱はこもっていない”、 汗かきで

はないため虚の体質で、肌もカサカサではな

い。めまい(－)から水毒無し、胃は丈夫なほ

う、尿の色は濃く、夜間尿(－)不眠(+)は瘀

血からで、【陰タイプで虚】。便通はいいので、

＜桃核承気湯から下剤成分を引いた＞ツムラ

25番 桂枝茯苓丸を推奨された。

＜症例3＞ 63歳 女性　体重53kg　身長156cm

　 血圧120/75  脈拍65/分

　左手中指がバネ指、軽い痛みあり。高血圧、

脊椎管狭窄症の既往あり。アムロジピンを服

用していたが、退職後血圧は下がり現在家庭

血圧は基準値内。病院で140/90程だが服薬は

していない。

　舌に薄い白苔(+)だが、舌磨きをしている

ため元の状態は不明。舌辺縁の歯圧痕(+)→

“胃腸の動きが弱っていて身体の中に水が溜

まっている”、 歯ぎしりの可能性もある。舌

の先端と辺縁の赤味(－)→“交感神経の過

緊張無し”、 体力はあるほうで汗かき、冷え

（－）、「冷たいものが好き」→“身体に熱が

こもっている”。 胃は丈夫でむくみは靴下の

あとがつく程度。これらの所見から、体内に

熱がこもり水はけが悪く、汗をかき代謝が高

まっている「陽タイプの実」と診断。バネ指

は血流の悪さとストレスからくるので、胃腸

のむくみがとれ血流が良くなれば治ると判断

し、＜ツムラ25番 桂枝茯苓丸＋79番 平胃

散＞を推奨された。

　早食いや過食の方は、胃腸の動きが悪く体

内に水が多く熱がたまるタイプなので、同処

方で改善が見込めるようです。99番小建中湯

は消化管のリンスと捉えられ、粘膜を保護し

ストレスをとるようです。

　今回教えて頂いた見方をもとに、疾患の本

質を見落とさない投薬ができたらと思うよう

になりました。
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　去る10月22日（木）にパレット市民劇場で、

薬と健康の週間「くすりと健康フェア」が開

催されました。同フェアは“県民公開講演会”

と“健康とおくすり相談会”で構成されてお

り、南部地区薬剤師会は毎年、“健康とおく

すり相談会”を担当し開催しています。

　平日にも関わらず、5名の先生方が相談員

としてご参加下さいました。また、薬学生実

務実習期間中とあり、7名の薬学生も参加し

協力して下さいました。午後4時30分からの

相談会でしたが、既に開催前の午後4時には

第125回健康とおくすり相談会報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年10月22日(木）16:30 ～ 18:30

　　　　　　　　　　　 会場：パレット市民劇場ロビー

　　　　　　　　　　　 担当：南部地区薬剤師会

南部地区薬剤師会 　　　　　　　

会長　新垣 秀幸   　　　　　

月例相談会

■健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○新垣 秀幸　　○高良 武和　　○玉寄 睦子　　○照屋 秀子　　○松本 圭五

　　　（実習生）　 ○上地 美穂　　○運天 雅　　　○金城 秀明　　○島袋 滉也

　　　　　　　　 ○平良 美沙登　○塚本 真依　　○宮平 邦子

相談に訪れた方が多くいました。薬学生には

機器測定、案内、誘導と積極的にしてもらい、

そのおかげで相談員の先生方は相談に集中で

き大変助かりました。今年は、相談者の多く

に笑みも見られました。相談会場の誘導、相

談ともに先生方と実習生の連携のおかげで無

事に終えることができました。

　平日の開催は、参加される先生方の負担も

年々重くなってきており、地区では、かなり

の負担となっているのが現状です。
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　地区として2年ぶりのおくすり相談会。宮

古病院薬局から4名の薬剤師の応援を受け、

今回も「産業まつり」イベント会場内で行い

ました。

　午前10時のオープンを前に体成分測定機、

血管硬化度測定機、血圧計などを設置してい

る間も興味を示した来場者が列を作り結果相

談会終了までに約90名の方がコーナーを訪れ

て下さいました。

　これまでの相談会では測定結果に一喜一憂

するといった「おくすり相談会」というより

は「健康測定会」といった雰囲気が強かった

ので、今回は何とかお薬の相談まで漕ぎ着け

ることは出来ないかと考えていました。が、

特に対策も考えずに臨んだのですが、今回は

オープン前から測定希望者が多く、そのため

前回までの、測定を担当した薬剤師が訪問者

の測定結果をその場で解説するという流れ

が、今回は訪問者の測定結果をテーブルの端

第126回健康とおくすり相談会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成27年11月 8 日(日）

　　　　　　　　　　　　場所：宮古島市民球場屋内練習場

　　　　　　　　　　　　　　　（第38回宮古の産業まつり会場内）

　　　　　　　　　　　　担当：宮古地区薬剤師会

むつみ薬局　下地 睦夫   　　　　　

月例相談会

■健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○大浦 宏巳　　　○吉田 益奈子　　○盛島 明隆　　○川満 正啓　　○下地 仁

　○山崎 今日太　　○上里 雅江　　　○渡真利 国浩

の相談コーナーで別の薬剤師が受け測定結果

データを見ながら別席で話をするという流れ

が自然にできました。その結果意外に訪問者

とじっくり話が出来、測定結果のデータを解

説しながら訪問者の生活習慣や特定検診の検

査内容、現在服用している薬の効果の具合、

将来の健康に対する不安や治療内容の疑問な

ど前回より詳しい話が聞き出せ、その中で出

来る限りのアドバイスをさせて貰う事が出来

ました。訪問者の中には保健所や病院で受け

るアドバイスより分かり易かったと言って頂

ける方もいて、前回より少し踏み込んだ相談

会になった様に感じました。

　薬局を離れてこういうイベント会場で行う

相談会では初めて出会う方と普段と違う会話

を交わす事ができ、それだけでも参加する価

値があるように思います。

　こういう相談会を通して薬剤師をより身近な

健康アドバイザーと感じてくれるといいですね。
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　平成27年11月15日（日）10時～ 15時　沖

縄セルラーパーク那覇において「ひやみかち

なはウォーク2015」が開催されました。～う

まんちゅ するてぃ あっちみそーち ちゃー

がんじゅう～（みんな 揃って 歩いて いつ

も健康）を大会スローガンに、「市民一人ひ

とりの健康意識を高め、日頃から歩くことを

習慣化していき、誰もが健康で、心豊かな

「いい暮らしより楽しい暮らしを」が実感で

きる健康都市を目指す。という目的で開催さ

れました。今回の「ひやみかち なはウォー

ク 2015」は4千人近くの参加者が、晴れ渡る

秋空の下、奥武山公園を発着点に爽やかな汗

を流しました。

 　第2回となる今大会の特徴は、ラムサール

条約に登録された漫湖の湿地帯を望み自然を

満喫できる「マングローブまーい」。2つ目が

2本のポールを使って歩くノルデックウォー

クを体験してもらう「ノルデックウォーク

コース」を追加し7コースとなったことです。

第127回健康とおくすり相談会報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年11月15日(日）10:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　　 場所：沖縄セルラーパーク那覇

　　　　　　　　　　　 担当：那覇地区薬剤師会

吉田薬局 はんたがわ店　　　　　　　

吉田 洋史   　　　　　

月例相談会

他にも、世界遺産の識名園や首里城を巡る20

㎞のコースや、高層ビルが立ち並ぶ新都心地

区と昔ながらの面影が残る壺屋やマチグヮー

を歩くコースなどがありました。

 

コース

①御城上り（うぐしくぬぶい）20㎞

②今昔（なまんかし）マチグヮーまーい13㎞

③マングローブまーい 5㎞

④大門（うふじょう）まーい 7.8㎞

⑤うるくまーい 7.8㎞

⑥奥武山まーい 3㎞

⑦ノルディックウォーク体験コース 5㎞

　沖縄セルラースタジアム那覇隣のゴール地

点である沖縄セルラーパーク那覇（多目的屋

内運動場）では、ウォーキングを終えた参加

者たちが楽しめる特設ステージでのラジオ特

番や、各種ステージイベントで大盛り上が

りでした。その「ひやみかちなはウォーク
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2015」と同時に沖縄セルラーパーク那覇で開

催された“なは健康フェア”に那覇地区薬剤

師会も「健康とおくすり相談会」のブースを

出しました。他にも日本健康運動指導士会沖

縄県支部、那覇市食生活改善推進員協議会、

健康増進課、沖縄県栄養士会、那覇市健康づ

くり推進員協議会、那覇市母子保健推進員協

議会、全国健康保険協会沖縄支部、沖縄県社

会保険協会、アルケア株式会社、沖縄県立看

護大学、沖縄県看護協会、日本赤十字沖縄県

支部といった団体がブースを出していまし

た。県栄養士会とは、薬剤師会の体成分分析

の結果を利用しての栄養指導を行うという連

携もできました。また、薬剤師会の機器が多

くて狭いブースであるため仕切りを取り払

い、スペースも提供していただきました。あ

りがとうございました。

　内容はいつもの相談会と同じで、健康

チェック（血圧、体成分分析、血管年齢）、

ジェネリック・おくすり手帳・お薬整理バッ

グの説明、おくすり相談です。那覇市は昨年

の反省を活かし、ウォーキング参加者のゴー

ル時間帯をずらしました。その成果もあって

健康チェックを受ける方やおくすり相談者が

途切れること無く続きました。報告書が残っ

ている相談者だけでも115名分ありましたの

で実際は軽く150名は超えていたと思われま

す。今回は市民に周知されていたこともあっ

てか、おくすり手帳持参で相談に来られる方

も何名かおられました。学生実習の金城くん

も測定のお手伝いや健康相談をしてもらって

大活躍、助かりました。

　毎回、おくすり相談会には人員不足で悩ん

でいます。呼びかけのFAXも2,3度流しますが、

後から協力できますと言っていただける方は

ほとんどいません。来年も開催されると思い

ますが、交代要員も必要ですので、協力して

いただける薬剤師さんが増えれば助かりま

す。職場の方も誘ってのウォーキング参加だ

けでも大歓迎です。でも帰りにはぜひ、ブー

スに顔を出して応援の声掛けをよろしくお願

いします。

■健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○川満 直紀　　○渡具知 一枝　○吉田 洋史　○鈴木 一徳　○平良 栄子　○國吉 直子

　○大塚 成一郎　○山道 峻也　　○照屋 勇人　○金城 秀明（実務実習薬学生）
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　上記日程で、小中学生対象お仕事体験イベ

ント「グッジョブ☆にしはら わくわくワー

ク」が開催されました。本来は8月中に開催

される予定のイベントでしたが、台風のため

敢え無く延期になっておりましたが、無事に

9月に同イベントにて薬剤師職能の啓蒙活動

を行うことができましたので、ここに報告し

たいと思います。

　本取組は、西原町の企業や産業団体、教育

機関、行政、PTA等地域の大人たちが連携し、

地域の子ども達の就業意識の向上や地域活性

を目的に開催されています。当日会場では、

「お仕事・ものづくり体験」など23もの体験

が用意され、地域の小中学生を中心に約1,000

名の方々がご来場されたようです。（沖縄県

産業・雇用拡大県民運動推進本部　HPより）

　一昨年からこれまでに開催されたグッジョ

ブサマースクールと同様に、参加の小学生に

は白衣を着てもらい、保護者も一緒に参加さ

せる方法をとりました。大人用の白衣の袖を

折り曲げて裾を引き摺りながら歩き、薬剤師

の話に耳を傾ける子供たちは、見ていてとて

も微笑ましいものでした。

　午後1時開始の授業と午後2時30分開始の2

コマで、約40名が参加してくれました。この

イベント自体は小学生が対象なのですが、「薬

剤師になりたいから、どうしても参加させて

ほしい」と来ていた中学生もいました。

　まず、広

報委員であ

る私（伊差

川）による

紙芝居での

薬剤師の仕

事紹介を行

「グッジョブ☆にしはら　わくわくワーク」
における薬剤師職能の啓蒙活動について

　　　　　　日時：平成27年 9 月23日(水・祝日）13:00 ～ 14:00・14:30 ～ 15:30

　　　　　　会場：西原町町民交流センター

啓蒙
普及
活動

いました。その後、小学生は5人ずつ4つのグ

ループに分かれ、1グループずつ、教室の角

に設置した4つの体験コーナーを時計回りに

まわっていくという流れにしました。

　体験コーナーは次のとおりです。

①　液剤の色の変化、カプセル

　鉄剤シロップとお茶を混ぜ、色が変わる

のを見て驚いていました。カプセルが少量

の水で指にくっつくことを初めて知った様

子でした。2つの実験を通して、薬は一定

量の水で飲むことが大切だと学んでいました。

②　粉薬の混合

　実際にはフレーバーを使用していたの

で、会場は甘い香りに包まれていました。

重めの乳鉢・乳棒で一生懸命に混合してい

ました。

③　一包化

　模擬処方箋とカラーコーティングのミル

クチョコレートを用いて一包化を体験して

もらいました。色の異なるチョコレートを、

模擬処方箋通りに朝・昼・夕と分けて分包

しました。一包化は、(株)タカゾノさんが

分包機を準備してくださったお蔭で、かな

り本格的な作業となりました。帰り道にお

土産として分包されたチョコレートを持っ

て帰る子供たちがとても嬉しそうでした。

（もちろん、食べないようにお伝えしました）

④　薬の種類と薬の効き方

　薬が体の中を旅するルートや効くしくみ

を説明。薬のサンプルを実際に手に取って

みたり、吸入器を利用しての吸入体験をし

たりと楽しそうでした。

広報委員会

伊差川 サヤカ

地元放送局(RBC)の取材も受けました
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　小学生と普段話すことがなかったので、一

体どんな風に話せばいいだろうと緊張しっぱ

なしでしたが、目を輝かせて話しかけてくる

子供たちを前にすると、つい腕まくりして話

す自分がいました。驚いたのは、保護者の方

の中にも、薬剤師ってかっこいいから自分の

子供にも薬剤師になってほしい、とお話しさ

れる方が結構いらしたこと。ますます私たち

の職業が注目されてきたことを感じました。

かっこ悪いところは見せられないですね。「こ

れからも頑張って働くぞー !!」

■薬剤師になろう講座”啓発活動員

　○伊差川　サヤカ　　○上　里　美矢子

　○大　城　なつき　　○神　谷　朝斗志

　○宮　城　幸　枝　　○宮　本　桂　子

最初は紙芝居で薬剤師の仕事紹介

（担当：伊差川サヤカ）

その後は4つの体験コーナーを実施

記念撮影

液剤の色の変化、カプセル

（担当：伊差川サヤカ・大城なつき）

粉薬の混合（担当：神谷朝斗志）

一包化（担当：宮城幸枝）

薬の種類と薬の効き方

（担当：上里美矢子・宮本桂子）

〔4つの体験コーナー〕
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　10月21日に行われた、南風原小学校5年生

総合的な学習の時間「キャリア教育進路学習

会」での、子どもの言葉です。この授業は、

保護者や地域の様々な職業の方々が講師とな

り、対話をとおして子供たちが職種を知り、

働く意義を考えることをねらいとした学習会

です。　

　5年生（118名）が「将来なりたい職業・話

しを聞きたい職業」をアンケートと話し合い

で16種類の職業に決め、その中に「薬剤師に

なりたい」という子供たちがいました。薬剤

師を目指す理由をみると、「人の役に立つ仕

事に就きたい」「みんなの病気を治したい」「み

んなを守りたい」とあり、5年生の彼等の思

いに私は感激しました。

　そこで、沖縄県薬剤師会事務局の大城氏か

ら学校薬剤師である野崎真敏先生をご紹介頂

き、授業にご協力頂く事になりました。

　学習会には、消防士、グラフィックデザイ

ナー、理学療法士、バスケット選手、スポー

ツ関係者、パティシエ、設計士、警察官、自

動車整備士、美容師、アナウンサー、漫画家、

この日が来るのを、楽しみに待っていました！

　　　　　

南風原町教育委員会 生涯学習文化課 

学校支援地域コーディネーター　儀間 千恵

啓蒙・普及活動

木工職人、パイロット、薬剤師の16業種、総

勢23名のプロの方々が集まって下さいまし

た。体育館に設けられた職業ブースでは、そ

れぞれが工夫を凝らし、写真やパネル、実物

を用意し、仕事に就く方法ややりがい、苦労

などを話し、実演を行うブースもあり、子供

たちは瞳を輝かせて熱心に講師の話を聴いて

いました。

　薬剤師ブースの野崎さんは、子供たちが理

解しやすい様にと資料を示しながら、膝を交

え「薬剤師の仕事」について丁寧に話して下

さいました。そんな野崎さんの姿に担任教

師は、「質問もし易かったのだろうと思いま

す。子供たちが集中し一生懸命にメモを取る

姿に、吸収したい！との思いを感じ、涙ウル

ウルしました。」と授業後、話していました。

そして、子供たちからも、「女性に合ってい

る仕事だ！という言葉に、ますます興味を

持った」とか、「医師と同じくらい勉強をし

ないといけないとわかった」「病院や薬局以

外にも働く場所がたくさんあることを初めて

知った」「薬剤師にしか出来ない大切な役割

16業種の講師陣が紹介された 薬剤師の仕事紹介をする野崎真敏氏
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がある事がわかった」などの感想がありまし

た。さらに、「野崎さんから聞いた事をこれ

から活かしていきたい。勉強を頑張りたい」

と綴っています。

　他にも、「体調管理や笑顔、あいさつ、返

事、チームワーク、感謝、好奇心、チャレン

ジ、あきらめない心、失敗を失敗のままにし

ない、勉強を続けることが大事、相手に喜ん

でもらうことや役に立つことにやりがいを感

じている」など、たくさんのキーワードがあ

り、とても実りの多い授業となりました。担

任教師も校長先生も頷きながら、各ブースの

話を聴いていました。

　講師からの感想では、「仕事に興味を持っ

てもらい嬉しかった」とか「子供の質問が勉

強になり、自身の良い経験になった」との感

想を頂き、感謝の思いでいっぱいです。

　さて、現代の子供たちは昔に比べ、親や教

師以外の大人と接する機会が少なくなってい

るのではないでしょうか。自分の身近に「憧

れの職業人モデル」となる大人の存在や繋が

りが乏しいのかもしれません。

　これからも夢を持った子供たちが、第二・

第三の「薬剤師の野崎さん」に出会えること

を願っています。

　たくさんのプロと出会った彼等が、将来ど

んな沖縄や世界をつくっていくのか。地域の

皆さんも共に見守って頂ければ幸いです。も

しかしたら20年後、皆さんの後輩になってい

るかもしれません。その時は、どうぞよろし

くお願いしますね。
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　沖縄県薬剤師会及び会員の皆様におかれま

しては、日頃から沖縄県の各種施策の推進に

ご協力いただき、感謝申し上げます。

　沖縄県消費生活センターでは、県民の皆様

が安心・安全で豊かな生活を営む一助とする

ために、毎年様々のテーマで「くらしのサポー

ト講座」を開催しております。今年も9月か

ら2月にかけて、全9回の講座を予定しており

ます。その第2回目として、去る10月8日「薬

の基礎知識」というテーマで、貴会会員の神

谷朝斗志様に講師を務めていただきました。

　このテーマを選んだ理由は、高齢化が進む

中で一人一人の薬の量や種類が増え、服用期

間も長くなる傾向にあることから、薬の服用

に関しては処方された薬を正しく服用できて

いないために薬の効果が不十分であること、

複数の病院で同じような薬が処方されていて

飲まずに捨てている事例がある等の課題が指

摘されており、薬を正しく服用するための基

礎知識を身につけていただくことにより、健

康を維持すると共に、適切な薬の処方により

保健医療費の節減に役立てていただこうとい

う趣旨でした。

　神谷様には、パワーポイントを使ってわか

りやすく説明いただくと共に、受講者からの

くらしのサポート講座開催のご報告

沖縄県消費生活センター

所長　原田 直美

啓蒙・普及活動

質問にも丁寧にお答えいただきました。おか

げさまで、大変わかりやすく有益な講座に

なったと思います。受講者からも「例え話が

あって分かり易かった」「ゆっくり、かみ砕

くように話されていたので良かった」「とて

も参考になった」等の感想がありました。

　神谷様にはこの紙面をお借りして改めてお礼

申し上げます。本当にありがとうございました。

　今回、このようなかたちでご協力をいただ

きましたが、沖縄県薬剤師会、会員の皆様に

は、今後とも当センター事業へのご協力、県

の施策推進へのご協力をよろしくお願い致し

ます。また、沖縄県消費生活センターでは今

回のような講座の他、消費者トラブルについ

ての無料の出前講座も行っています。高齢者

自身の意識啓発や高齢者を見守る立場の方の

知識習得に役立つものと思います。会員の皆

様の関係機関で、高齢者や職員の皆様を対象

に消費者トラブルの現状と対応方法等につい

て講座を開催していただけるなら、無料で講

師を派遣いたします。どうぞ、ご検討のうえ、

是非ご利用下さい。

　結びに、沖縄県薬剤師会の益々のご発展と、

会員皆様のご健康と今後のご活躍を祈念し、

講座のご報告とさせていただきます。

講師　神谷 朝斗志 氏
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2015年12月11日
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●合格判断で相対基準導入－薬剤師国試 （薬事日報 10

月14日）

厚生労働省は、来年2月の第101回薬剤師国家試験から新

たな合格基準を適用する。合格者の基準を、これまでの

「得点率65％以上」から「平均点と標準偏差を用いた相

対基準」に変更し、試験ごとに合格基準を決めるように

する。また、必須問題を構成する各科目の足切りを現行

の50％から30％に引き下げるほか、35％に設定されてい

た薬学理論・実践の各科目の足切りは廃止する。ただ、

仮に合格基準が70％に上昇した場合でも、教育現場や受

験生の混乱を避けるため、当分の間、65％を維持した受

験生は合格とする。“当分の間”について厚労省は、「良質

の過去問が多数蓄積され、出題問題のレベルと受験者の学

修レベルが合致し、安定した状況になるまで」としている。

●疑義照会に薬剤師が代行回答 （薬事日報 11月12日）

高知市の細木病院（317床）は、院内で策定したプロト

コルに基づき、薬局薬剤師からの疑義照会に対して病院

薬剤師が医師に代わって回答する運用を今年4月から開

始した。9項目の疑義内容について、外来の担当医師の

事前合意のもと、疑義照会の約半数に対して病院薬剤師

が代行で回答するようになり、医師の負担軽減、患者の

待ち時間短縮につながった。対象とした疑義照会は、[1]

入力誤りなどの不適切な用法用量[2]入力誤りなどの不

適切な処方日数[3]残薬調整等による処方日数の短縮[4]

処方日数の延長[5]調剤方法の変更[6]外用薬の使用部位

[7]院外処方箋の使用期間[8]不要と思われるコメントの

削除[9]その他－の9項目。

●化血研問題、血液製剤ワクチン供給に影響も（読売新

聞 12月3日）

厚生労働省は、今年6月に化血研の血液製剤の出荷を差

し止め、9月にはワクチンの出荷自粛を要請した。この

うち、代替品のない製品や、供給不足に陥る危険のある

製品については、措置を解除するなどしているが、供給

体制や安全性への不安が広がっている。ワクチンは10種

類。このうち流行期を迎えたインフルエンザ（占有率

29％）と、小児の需要が高いポリオなどの4種混合（同

64％）は同省が安全性を確認した上で出荷を再開した。

残るＡ型肝炎（同100％）、Ｂ型肝炎（同80％）などは、

出荷が差し止められている。

●調剤情報を会員薬局間で一元管理 （薬事日報 11月30日）

香川県薬剤師会は、高齢者など電子お薬手帳を利用して

いない患者の調剤情報を電子化して一元管理し、県内の

会員薬局間で共有するシステムを構築する。同意を得た

患者にカードを発行、個別の番号を使って、クラウド上

のデータセンターを介して薬局薬剤師が調剤情報を登

録、閲覧する。「日薬eお薬手帳」の機能を基盤に、香川

県の補助金を得て今年度からシステム開発に着手した。

来年1月以降に試行を開始し、3月末までに本格的な運用

に踏み切る計画。会員薬局の半数がこの事業に参加する

見通し。会員薬局間で共有する調剤情報は、[1]患者の

氏名[2]病院名[3]医師名[4]薬局名[5]薬剤師名[6]調剤

実施日[7]処方内容－の7種類。

●診療所と薬局がPBPM‐貼付剤の使用継続率が向上 （共

同通信 12月9日）

浜松市のながえ前立腺ケアクリニックと近隣13薬局は連

携し、「プロトコルに基づく薬物治療管理」（PBPM）の一

環として、過活動膀胱治療用の貼付剤「ネオキシテープ」

を患者が使い続けられるように支援している。接触性皮

膚炎による使用中断を減らすため、スキンケア方法や皮

膚症状出現時の対応を標準化し、プロトコルを策定した。

初回処方時の説明に加え薬局薬剤師は開始後3日目、7日

目に電話をかけてモニタリングを行う。プロトコルの運

用によって、同剤の継続率は向上しており、地域の医療

機関と薬局が連携してPBPMを導入する一つのモデルとな

りそうだ。

●新薬メーカー危機感　後発医薬品、普及8割へ （毎日

新聞 12月9日）

政府が医療費抑制に向けて安価な後発医薬品の普及率を

2020年度までに8割以上にする方針を打ち出したことを

受け、大手製薬各社が対応を急いでいる。後発薬メーカー

は増産体制の構築を図る一方、後発薬の利用拡大でシェ

ア低下が必至な先発薬メーカーは特許が切れた新薬の事

業をリストラし、経営資源を新薬の研究・開発に集中し

ようとしている。ジェネリック普及の波は業界再編につ

ながる可能性もある。

●健康食品「本当に必要か考えて」～食品安全委 （朝日

新聞 12月10日）

内閣府の食品安全委員会は、健康食品の利用が広がって

いることを受けて、健康食品について知っておくとよい

ことを8日付で公表。科学的研究が少なく「安全性や有

効性が確立しているとはいえない」と指摘し、「今の自

分に本当に必要か考えて」と注意を促している。健康被

害のリスクはあらゆる食品にあり、健康食品でも被害が

報告されている。そして「現在の日本人が通常の食事を

していて欠乏症を起こすビタミンやミネラルはあまりな

い」「自己判断でサプリメントからミネラルを大量に補

給することは過剰摂取につながる可能性がある」と指摘。

さらに、健康食品は品質管理の規制の対象になっていな

いことや、医薬品と併用すると薬の効果が弱まったり強

くなりすぎたりする可能性もあることなどを注意点とし

て挙げている。

●喫煙率は20％弱で微増　3割が「たばこやめたい」 （共

同通信 12月10日）

厚生労働省が実施した2014年国民健康・栄養調査で、喫

煙率は19.6％で前年から0.3ポイントの微増だった。喫

煙者のうち「やめたい」と考える人が3割に上っている

ことも判明。厚労省は飲食店や百貨店など「公共の場で

の原則全面禁煙」を打ち出しており、禁煙対策の一層の

取り組みが注目される。喫煙に関する質問には男女計約

7600人が回答。その結果、男性（3560人）の喫煙率は前

年と同じ32.2％。女性（約4千人）は8.5％で前年比0.3

ポイント増だった。20年の東京五輪・パラリンピックを

見据え、受動喫煙規制の強化を求める動きもある。
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○医薬ジャーナル　51巻10号

＊記念特集：医薬品開発における産官学連携の展望　

＊特集：インフルエンザの最新事情とその対策～ One 

Healthの観点から～　

・薬局におけるインフルエンザ感染対策と抗インフル

エンザ適正使用～調剤薬局を含めて～（p.129）

・注目論文を読み解く（43） （p.190）

　1.メトホルミンによる脳症

　2.清上防風湯はCYP1A2活性を阻害する

　3.レンバチニブの血漿中濃度がリファンピシン単回

投与で上昇、反復投与で低下

　4.グリベンクラミドとフェノフィブラートの併用で

重篤な低血糖リスクが上昇

　5.リネゾリドの血漿中濃度が低値を示したレボチロ

キシン服用患者

　6.カルバマゼピンによる爪甲脱落症

○医薬ジャーナル　51巻11号

＊特集：ウイルス感染症との新たな戦い～グローバル

化する脅威の克服を目指して～　

・血液疾患における深在性真菌感染症予防（p.121）

・注目論文を読み解く（44） （p.168）

　1.クロピドグレルによる後腹膜血腫

　2.パロキセチン併用でチモロール点眼後の血漿中濃

度が上昇

　3.デキサメタゾン軟膏の局所投与による糖尿病

　4.第二世代抗精神病薬により若年患者で糖尿病リス

クが上昇

　5.パゾパニブ併用でドセタキセルの血漿中濃度が上昇

　6.カルシウム拮抗薬とクラリスロマイシンの相互作

用で骨折リスクは上昇しない

○医薬ジャーナル　51巻12号

＊特集：専門職連携教育（IPE）の現状と展望　

・連載　実務実習をより良くするために(15) 未来を担う薬

剤師の育成 ～ポートフォリオのさらなる活用～ (p.134）

・注目論文を読み解く（45） （p.152）

　1.イストラデフィンの夕投与による睡眠障害

　2.オキシコドンでオピオイド中毒を呈した透析患者

　3.エスシタロプラムによる横紋筋融解症

　4.オメプラゾール、エソメプラゾール併用でエスシ

タロプラムの血清中濃度が上昇

　5.リファンピシン併用でフェキソフェナジンの血漿

中濃度が上昇

　6.スニチニブで重度の毒性を呈したABCG2遺伝子変

異をもつ日本人患者

○医薬品情報学　17巻3号

・［資料］点眼補助器具の使用性に関する検討 （p.140）

・［資料］医薬品服用中における自動車運転等の注意喚

起徹底に関する院内統一（第二報）－名古屋市立東

部医療センターの事例－ （p.164）

・［ニュースレター］Infor-view：医薬品情報を適切に伝

える（N1）

○エキスパートナース　31巻10月号　

＊特集：検査値の“ここ見て！”「9項目」

＊特集2：看護師の「特定行為研修」が始まった！

○月刊薬事　57巻11号　

＊特集：まるごと解説！ 認知症の薬物療法

・患者支援に向けた薬剤師の実践～認知症患者支援に

おける多職種チームの要として（p.77）

・深読み添付文書［7］ 医薬品のベネフィットの最大化

のための用量（p.141）

・適応外使用の処方せんの読み方（64）片頭痛（p.147）

○月刊薬事　57巻12号　

＊特集：非がん・高齢者疾患の緩和ケア

・深読み添付文書［8］ 投薬後の有害事象を未然に防ぐ 

慎重投与・重要な基本的注意（p.145）

・適応外使用の処方せんの読み方（65）　マクロライ

ド系抗菌薬による下痢の予防（p.153）

○月刊薬事　57巻13号　

＊特集：妊娠・授乳と薬物療法の最新知識

・適応拡大クローズアップ　ラモセトロン塩酸塩錠（p.94）

・深読み添付文書［9］ 薬剤師への期待と医薬品相互作

用 （p.111）

・適応外使用の処方せんの読み方 [66]  鼻茸 （p.147）

○産科と婦人科　82巻11号

＊特集：婦人科腹腔鏡手術の最前線　

○産科と婦人科　82巻12号　

＊特集：分娩管理の新機軸

○総合診療　25巻11号　

＊特集：レアだけど重要な「痛み」の原因－システム

1診断学

○総合診療　25巻12号　

＊特集：外来で「複数の疾患」をもつ患者を診る－マ

ルチモビディティの時代のプライマリ・ケア

○調剤と情報　21巻12号

＊特集：がん患者でみられる副作用

今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。
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今月の特集・論文

Medical Magazines titles

・処方監査や疑義照会で検査値を使いこなす（13）薬

剤性腎障害を早期に発見するために必要な検査（p.75）

・医薬品適正使用のための 処方せんからみたファーマ

シューティカルアセスメント 5　めまい（目の前が

暗くなる）－前編－（p.87）

・新薬くろーずあっぷ：タケキャブ錠10mg, 20mg (p.115）

・気になる薬のQ&A：ブリンゾラミド懸濁性点眼液(p.123）

○調剤と情報　21巻13号

＊特集：薬剤師ならできる! 薬剤師だからできた!! 残

薬対策

・新薬くろーずあっぷ：ワントラム錠100mg （p.37）

・処方監査や疑義照会で検査値を使いこなす (14） 双極

性障害で処方される薬剤に関連する臨床検査値 （p.59）

・医薬品適正使用のための 処方せんからみたファーマ

シューティカルアセスメント めまい（目の前が暗く

なる）－後編－（p.67）

・薬局ヒヤリ・ハットなくし隊がゆく（62）調剤過誤

防止システムの過信でミス発生！ （p.77）

・気になる薬のQ&A：カルシポトリオール水和物/ベタ

メタゾンジプロピオン酸エステル配合剤 （p.107）

○調剤と情報　21巻14号

＊特集：緩和ケア はじめの一歩

・新薬くろーずあっぷ：ソバルディ錠400mg （p.47）

・処方監査や疑義照会で検査値を使いこなす （15） 加

齢による腎機能低下を考えよう！ （p.67）

・医薬品適正使用のための 処方せんからみたファーマ

シューティカルアセスメント（7）呼吸困難（息苦

しい）－前編－（p.73）

・薬局ヒヤリ・ハットなくし隊がゆく（63）1日量を1

回量と思い込み、一包化調剤でミス！ （p.83）

・気になる薬のQ&A：テガフール・ギメラシル・オテ

ラシルカリウム配合剤 （p.97）

○治療　97巻10号

＊特集：がんサバイバーシップ

○治療　97巻11号

＊特集：CRPology

○治療　97巻12号

＊特集：ライフキャリア・サバイバル－女性医師が生

きやすい社会を目指して－

○日経ドラッグインフォメーション　216号

＊特集：「薬歴が書けないっ！」 を一挙解決

・服薬指導　ウルソは１日１回でもよい理由（p.31）

・服薬指導　抗癌剤治療中に処方された牛車腎気丸（p.PE003）

・魚介類のタウリンでコレステロールの代謝促進（p.PE016）

・「生物学的半減期」 は何に使う？ 薬が効き始めるま

での時間の予測に有用（p.PE023p）

○日経ドラッグインフォメーション　217号

＊特集：後発品をどう選ぶ　2015

・服薬指導　妊娠時に経口ステロイドを変更する理由（p.35）

・医薬連携　抜歯時の感染症予防に使う抗菌薬（p. PE001）

・医師が語る処方箋の裏側　胃炎でない患者にＨ2受容

体拮抗薬を使う理由（p.PE007）

・中性脂肪高値は動脈硬化を促進　果糖を控え、大豆

の摂取を心掛けて（p.PE016）

・トラムセットが処方された患者にパーキンソン病の

現病歴他（p.PE017）

○日経ドラッグインフォメーション　218号

＊特集：検査値を活かす　　　

・服薬指導　クロピドグレルとプラスグレルの違い（p.51）

・服薬指導　ＰＥＴ検査時に中止が必要な薬（p.53）

・服薬指導　甲状腺機能低下症を来す抗不整脈薬とは（p.PE005）

・医師が語る処方箋の裏側　緊張型頭痛の患者に　

アーテンを頓用処方（PE007）

・ダニ舌下錠のアシテアと　ミティキュアは何が違

う？（p.57）

○日経メディカル　575号

＊特集：「心不全パンデミック」の脅威

○日経メディカル　576号

＊特集：かぜの顔した重大疾患を見逃すな

○日経メディカル　577号

＊特集：早わかり！今冬のインフルエンザ

○日本医事新報　4766号

・質疑応答～内科：低血糖の治療法 （p.61）

・質疑応答～眼科：アレルギー性結膜炎におけるコン

タクトレンズ使用時の点眼薬使用不可の理由 （p.64）

○日本医事新報　4769号

＊特集：認知症を診ていくための制度活用法

・質疑応答～内科：潰瘍性大腸炎の寛解維持療法にお

ける投薬と休薬（p.67）

・質疑応答～栄養・食品：脂肪酸の種類と臨床栄養学

的意義 （p.70）

○日本医事新報　4771号

＊特集：医療事故調査制度の7つのステップ

・質疑応答～内科：高コレステロール血症患者に対

する脳梗塞予防としての抗血小板薬投与の有用性 

（p.63）

・質疑応答～病理学：インスリンと認知症改善 （p.66）
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○日本医事新報　4772号

＊特集：向精神薬がもたらす身体合併症

・質疑応答～小児科：肥満症の小児に対する投薬量は

どのように決めればよいですか？ （p.59）

・質疑応答～歯科・口腔外科：歯肉増殖の副作用が少

ないCa拮抗薬はありますか？ （p.59）

○日本医事新報　4776号

・質疑応答～東洋医学：漢方薬による低カリウム血症

を補正するにはどうすればいいですか？ （p.67）

○日本医事新報　4779号

・質疑応答～産科：絶対過渡期の妊婦への投薬は？ (p.64）

・質疑応答～薬品：貼付剤の薬剤吸収率は？（p.65）

今月の特集・論文

Medical Magazines titles

○薬局　66巻10号

＊特集：急性薬物中毒

・フロセミドの吸入は急性気管支喘息発作の症状を緩

和する？ （p.121）

○薬局　66巻11号　

＊特集：Bz受容体アゴニスト

・デノスマブは骨粗鬆症とがん患者の骨関連合併症に

有用！あらためて重複投与には注意しよう！（p.102）

○薬局　66巻12号　

＊特集：C型肝炎  薬物治療の最前線と求められる多角

的視点

○The Medical Letter　31巻 8号　

・酒さ治療薬イベルメクチンクリーム（Soolantra） （p.51）

 医薬雑誌ひろい読み
Medical  Magazines Browsing

アルツハイマー病における漢方薬 

人参養栄湯の作用機序

新薬と臨牀　64巻10号
　近年、アルツハイマー病（AD）の発症機構として、
「可溶性Aβオリゴマー仮説」が主流となってきて
いるが、我々は新たに「ADとミエリン仮説」を提
唱している。可溶性Aβオリゴマーの産生と凝集塊
の形成には、再ミエリン化に必要なミエリン塩基
性タンパク質が中心的な役割を担っており、早期
のミエリンの修復という予防的処置は、AD処置に
おいて重要な役割を果たすと考えられる。我々は
ミエリン形成不全と脱随の回復に人参養栄湯が有
効であり、その活性本体は陳皮のナリルチンゃヘ
スペリジンであることを、明らかにした。よって
ミエリン修復機能に関与し脳機能を守る人参養栄
湯は、AD患者の脳における白質構造や機能に影響
を与える新規の薬物治療の発展に寄与しうると考
えられる。なお、人参養栄湯の他、抑肝散加陳皮
半夏にも陳皮が配合されており、認知症患者の20-
80%でみられる興奮・精神不穏などのBehavioral 
and Psychological Symptoms of Dementia（BPSD）
の改善のみならず、ミエリン変性の回復によるAD
治療効果が期待できる。

慶応義塾大学医学部　漢方医学センター
工藤　千秋

緑内障患者への抗コリン薬使用

日本医事新報　4770号
　結論から言えば、開放隅角緑内障はもちろんの
こと、閉塞隅角緑内障を含め、殆どの緑内障症例
に対して抗コリン薬を使用することは問題になり
ません。問題になるのは、閉塞隅角緑内障および
原発閉塞隅角症（緑内障性視神経障害を起こして
いない原発閉塞隅角緑内障の前駆状態）の症例で、
白内障手術をまだ受けておらず、さらにレーザー
虹彩切開術などの治療も受けていない症例と、一
部の特殊な重症例のみです。緑内障は、特徴的な
視神経萎縮により視野障害、視力障害をきたす疾
患ですが、高眼圧がその原因および悪化要因とし
て最も重要です。特に眼内の水分（房水）の排出
経路である隅角が閉塞した場合、非常に強い眼圧
上昇を起こし、急性緑内障発作の状態になります。
急性発作を起こすのは、解剖学的に隅角の狭い症
例で、抗コリン薬を使用した場合、散瞳によって
隅角閉塞が起きて発作を引き起こすことになりま
す。白内障手術により隅角は開放されるため、抗
コリン薬による隅角閉塞の可能性は基本的になく
なります。

東海大学大学院医学研究科眼科学教授
鈴木　康之
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　皆さん「うちなぁ　がん薬－薬連携の会」

をご存じですか？

　この会は2013年に特定非営利活動法人「よ

りよい地域医療を応援する会」によって発足

され、「沖縄県におけるがん患者の診断・治

療等に関し意見交換を行い、病院と調剤薬局

の地域医療の連携を深め、がんに関するがん

薬物治療の推進を図ることを目的とする」と

いうコンセプトで活動をおこなっている会で

す。世話人の7名が定期的に集まり、次回行

う講演会の日程や内容について意見交換して

います。私も世話人の一人として務めていま

す。

　皆さん、日頃の業務の中で、がん患者さん

と接する時に、色々と不明なことや、どのよ

うな服薬指導をしていいかわからない不安な

気持ちで接することはないですか？　本会は

そういった、病院側からの不安の声と調剤薬

局側からの不安の声を聞き取り、年3回を目

標として、テーマごとの勉強会を行っていま

す。この勉強会で、がんの薬物治療に関して

の知識を深め、病院と開局の薬剤師の交流の

「うちなぁ がん薬－薬連携の会」をご存じですか？

　　　　　

あかみち薬局　　　　　　　

神元 繁守   　　　　　

投稿

場にもなることで、日常業務に大きく活かし

ていける会となっています！

　現在まで、5回の講演会を行いました。第

一回は「抗がん剤処方の安全で安心な服薬指

導の向上と医療情報の共有化」、第二回は「胃

がんの薬物治療と服薬指導」、第三回は「血

液がんと肺がんの化学療法」、第四回は「大

腸がんの診断と治療」と「高額療養費」、第

五回は「緩和医療の服薬指導」についてでし

た。ロールプレイやディスカッションも盛

り込まれた勉強会もあり、薬－薬連携という

観点からも近隣の病院、調剤薬局の薬剤師同

士の交流もとれる非常に有意義な勉強会でし

た。第五回は過去最高の62名の出席者にきて

いただき大盛況でしたよ。アンケート結果も

好評で、ほぼ全ての先生が「次回も参加した

い」と回答していただきました。専門・認定

の単位も取得できますよ！

　次回の講演会は来年の2月中旬頃を予定し

ています。テーマは「乳がん」についてです。

お時間に都合がつけば参加のほど宜しくお願

いします。
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ヒハツモドキ

　学　　名　Piper retrofractum
　科　　名　コショウ科 Piperaceae
　属　　名　コショウ属 Piper
　使用部位　果実、果穂、葉

　有効成分　カプサイシン、ピペリン

　　　　　　Piperlonguminine, guineesine
 

ヒハツモドキの特徴

　ヒハツモドキは、コショウ科のつる性常緑

低木である。別名はジャワナガコショウ、ヒ

ハツ、サキシマフウトウカズラ。和名はヒハ

ツとされる場合もあるが、同属別種のPiper 
longumもヒハツとされる。属名はギリシャ

語のペプトー（柔らかくする、消化する）を

語源とする。

　東南アジア（インドネシア、マレーシア、

タイ等）原産で、日本では沖縄の本島や八重

山地区に見受けられる。離島ではやや希であ

り、大東諸島からは発見されていない。集落

地等の人為的に改変された環境のみに認めら

れ、山林等の自然植生における分布は確認さ

れていない。茎が付着している物質としては、

コンクリートが最も多く、続いて石灰岩、樹

女性薬剤師部会　狩俣 イソ 　　　　　

第23回　暮らしの中の薬草学
身近な薬草を知ろう

コショー（黒・白混合粉）可食部100ｇ当たり　第五訂日本食品標準成分表　（参考にコショーを記載）

エネルギー 蛋白質 炭水化物 脂質 灰分 カルシウム マグネシウム カリウム

371ｋｃｌ 10.5ｇ 68.3ｇ 6.2ｇ 2.4ｇ 330ｍｇ 120ｍｇ 680ｍｇ

ナトリウム マグネシウム 亜鉛 鉄 リン 銅 βカロテン ビタミンＣ

35ｍｇ 120ｍｇ 1.0ｍｇ 13,7ｍｇ 150ｍｇ 1,1ｍｇ 84μｇ 1,0ｍｇ

木の順に多い。表面が平滑な基質は生育に不

適である可能性がある。海外では雌雄異株で

あるとされているが、雄穂を有する株は調査

では発見されていないため、沖縄には雄株が

分布しないか、あるいは出穂しない可能性が

ある。

　つる性で長さ4m程、全株無毛。葉身は長楕

円形～卵状楕円形で先鋭。基部は左右不対称

になることがある。葉身は膜質、やや硬くて、

葉脈が両側に少し突出する。葉身は長さ7 ～

15cm、葉柄は7cm以下。雌花序は葉と対生して、

長さ2cmほどになる。果実は円筒形で長さ3cm

程、赤く熟す。結実期は6～ 10月。本州南部

以南に分布するフウトウカズラによく似てい

るが、ヒハツモドキは葉が薄くてつやがあり

無毛、羽状脈で、フウトウカズラは5行脈で、

葉の裏面に毛がある。

　沖縄では、種子を粉末にしたものを「ヒハ

チコ」と呼び、コショウの代用として用いら

れている。琉球料理には欠かせない香辛料で、

特に山羊料理や豚料理の調味料として重要で

ある。また、沖縄そばに振りかけたりする。

発汗作用があるため、新陳代謝を促す働きも

ある。健胃整腸や食欲増進に用いられる。

　中国では、ヒハツモドキの茎葉を生薬「山

蒟（サンク）」と呼び、風邪や、リウマチに

よる痛み、腰や膝の機能不全、筋肉萎縮、咳

による呼吸困難、打撲傷や毒蛇による咬傷を

治すのに用いられる。

　　参考　wikipedia、ハーブの館「日本新薬株式会社」、

　　　　　農業研究センター石垣支所、gkz植物事典
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ヒハツモドキに含まれる有効成分

　ヒハツモドキは、ピペリンやカプサイシン

の辛み成分のほか、抗酸化剤、抗菌剤および

殺虫活性などの様々な活性成分として知られ

ているレトロフラクタミドＡ、Ｂ、Ｃ、ギネ

シン、ピペリン酸メチル、ペリトリン、およ

びパイパーロングミニーを含有することが判

明している。　　　　　　　　参考：Asta.muse

ヒハツモドキの抗糖尿病効果

　ヒハツモドキの果実は、長期的に摂取する

と肥満誘発動物の体重や脂肪を著しく減少さ

せ、血中グルコースレベル及び血中インスリ

ンレベルを低減し、抗糖尿病効果を示すこと

が見いだされている。　　　　参考：Asta.muse

カプサイシン（Capsaicin、C18H27NO3)

 カプサイ

シンは、バ

ニリルアミ

ンと脂肪酸

がアミド結

合したカプサイシノイドと呼ばれるアルカロ

イドの一種で、眼、鼻の粘膜や皮膚に触れる

と局所的な刺激作用により、流涙、鼻漏、疼

痛などが生じる。ごく微量のカプサイシン、

発痛物質であるブラジキニン（BK）よりも

低濃度で痛みを起こす。また動物への大量投

与により、ある種の痛みを抑える効果と神経

由来の炎症反応、いわゆる軸索反射を強く抑

制する脱感作効果（desensitization effect）が

あり、痛みを和らげる効果の根拠が示されて

いる。大量の場合、投与直後は興奮させるも

のの、 経時的に興奮が収まり一時的あるいは

恒久的に神経を構造的に変性もしくは破壊し

て、脱感作効果を示す。

　カプサイシンのバニリル基が、全身に分布

する感覚神経終末で細胞膜のバニロイド受容

体TRPV1（カプサイシン、酸、熱などの侵

害刺激を受容するイオンチャネル型受容体）

に結合して、神経細胞が脱分極し活動電位を

発生することで、灼熱感（焼け付く痛み）を

引き起こす。

　カプサイシンを摂取すると、感覚神経を介

して胃酸の分泌が抑制される。動物試験で

は、少量のカプサイシンの摂取によって、胃

粘膜を保護する作用が働いて胃潰瘍が発生し

にくくなることが知られている。一方、大量

のカプサイシンの摂取によって、感覚神経の

TRPV1が機能不全を起こすと、胃粘膜の保

護作用がなくなるとの報告がある。

　カプサイシンの刺激が繰り返されると、感

覚神経細胞のTRPV1を介して細胞内に流入

したカルシウムイオンによって、TRPV1が

脱感作され、感覚神経が麻痺して辛みと痛み

を感じにくくなる。この作用を利用し鎮痛外

用薬として、カプサイシンを含む温湿布やク

リームがある。　　　　　

参考：東北薬科大学実験動物センター、農林水産省

ピペリン（C17H19NO3）

 ピペリンは生体異物

や代謝産物の代謝・輸

送をつかさどるヒトの 

CYP3A4やP-糖蛋白の

働きを阻害する。ピペリンが薬物代謝に重要

な他の酵素をも阻害した動物実験の結果が報

告されている。ヒトでクルクミンの生物学的利

用能を2000％まで向上させたという報告がある。

　ピペリンとコエンザイムQ10を摂取させた

ところ、COQ10単体摂取時より、COQ10の

血中濃度が増加したことから、ピぺリンは栄

養素の吸収を促進させると考えられている。

　高脂血症ラットを対象に、ピペリンを摂取

させたところ、LDLコレステロールの低下、

HDLコレステロールの増加、アポタンパク

質ならびに甲状腺ホルモン、テストステロン

値の低下が緩和されたことから、高脂血症、

動脈硬化予防効果、甲状腺疾患予防効果が期

待されている。

　高脂肪食摂取ラットを対象に、ピペリン

0.02g/kgの量で10週間摂取させたところ、

SODやグルタチオンなどの抗酸化酵素の減少

が緩和されたことから、生活習慣病による酸

化ストレス緩和効果が期待されている。

　ピぺリンはコクゾウムシ、ココクゾウムシ 

及びコクヌストモドキ（貯蔵穀物害虫）の

発育を阻害する。精製されたピペリンは 50 

ppm (0.05mg/1g)の濃度でコクゾウムシ類の

羽化率を概ね半減させる。 

参考：若さの秘密、国際農林水産業研究センター
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旅行って素敵！！
（その1）

ハイジア薬局 　　　　　　　

廣川 直子   　　　　　

　薬剤師の仕事を辞めて、コンピューターの

システムエンジニアをしていた時期があった

り、ボールルームダンス（社交ダンス）のプ

ロ競技選手とドラッグストアの薬剤師の2足

の草鞋を履いていた時期があったり、イタリ

アに惚れ込んでイタリアに語学留学してみた

りと、薬剤師としては、私は少し人と違う経

歴を持っていて、ネタが沢山ありそうとのこ

とで、この随筆のバトンが回ってきたようで

あるが、子供の頃から作文は大の苦手。期待

外れになる可能性大で、できればお断りした

かった。しかし、『皆で作り上げるもの』を「私

はできません」とお断りするのも信条に反す

るのでお引き受けした。稚拙な文章はご容赦

頂きたい。

　私は東京生まれの東京育ち。約2年半前に

沖縄に移住してきた。何故かと言うと、30年

以内に起こる確率が70％以上という、巨大地

震から逃れたいが為である。日本中どこにい

ても、地震から逃れるすべはないが、人口密

度や建物の密集度が東京23区内は半端なく、

人ごみの中逃げ惑い焼死するのは嫌だし、福

島第一原発も今の状態ではどうなるか知れた

ものではない。何処かに引越したいと思った

のだ。ものすごく寒がりの私は、気温が氷点

下になるところには住めないし、第一東京以

北はもっと地震の回数が多い。関西も危険区

域。一説によると東京よりも危ないらしい。

九州？知り合いもいないし、冬は意外と寒く、

東京よりも雪が降るところもある。私の母方

はもともと沖縄の出身で、何度か訪れたこと

もあるし、頼りになる従兄もいるし、暖かい

沖縄にしよう!!ということになった次第であ

る。

　さて、先ほど述べた“イタリア”の話に移

ろう。なぜ、そんなにイタリアが好きになっ

たのかであるが、恐らくは、生まれて初めて

訪れたヨーロッパがイタリアだったからでな

はいかとも思う。これが、フランスであれば

フランスに夢中になったのだろうし、ドイツ

であったならばドイツ語を「学生時代にもっ

とちゃんとやっておくのだった」と反省しな

がら一からやり直していたのだと思う。

　そもそもは、友人に無理矢理誘われてのイ

タリア旅行だった。12 ～ 3年前になるだろう

か？ある日、突然、友人からの電話で、「一

緒にイタリア旅行に行く予定をしていた〇子

が株で大損して、旅行どころではなくなった。

でも、とてもリーズナブルで〇〇だけの特典

旅行で、どうしても行きたいの。一緒に行こ

うよ!!」と言うのである。その頃、私は余り

体調が良くなくて、毎日朝から「気持ち悪い」

と言い、食欲は無く、食事は少量しか摂れな

い状態で、とても海外旅行の気分ではなかっ

た。なんとか断りたかったが、彼女の勢いか

らつい話を聞いてしまった。「実は、私、今

余り体調よくなくてさあ･･･」と切り出した

ものの、遅かった。「大丈夫、大丈夫。旅行

は〇ヶ月先だから、それまでに整えておけば

･･･荷物は私が持ってあげる。（実際は私が持

たされるはめになるのだが･･･）お土産もつ

けるから。（これも付かなかった）ご主人に

は私からお願いする。ちょっと、電話かわっ

てぇ」と言われ、電話を変わり、横で「断っ

て～」とジェスチャーしているにもかかわら

ず、「ああ、そうですか。ふむふむ。わかり

ました。よろしくお願いします。」とか言っ

てくれちゃった。えーっ !?イタリア旅行!?

何で私が･･･主人がどういうつもりで『GO』

にしたのかは未だにわからないが、私の友人

の前でいいところを見せたかったのかも知れ

ない。とにかく、行くことになってしまった。
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　当時の私は、ヨーロッパ旅行なんて、時間

とお金に大いに余裕のある人がするものと思

い込んでいた。事実、私の子供の頃はそうだっ

た。まさか15万円代で行けるとは夢にも思っ

ていなかった。なので、いつかは行きたいと

思いつつも自分とは当分無縁のものと思って

いたので、ヨーロッパと言えばフランス、ベ

ルばらのヴェルサイユ宮殿、ルーヴル美術館、

ドイツの古城くらいしか思いつかなかった。

一体イタリアに何しに行くんだろう？イタリ

アって何があるの？取り敢えずガイドブック

を買ってみた。ミラノにはドゥオーモという

のがあるらしい。何それ??

　今ひとつイメージが湧かないうちに、出発

となった。体調の方は相変わらず。少し良く

なっていたのに、旅行が近づくとまた元に

戻っていて、「気持ち悪い～」とやっていた。

恐らく、無意識に緊張していたのだろう。行

きの成田エクスプレスの中で、最早吐き気。

朝も早く、血圧が低いせいもあり余計に具合

が悪い。機中でも同じ。機内食なんかが配ら

れた時には、その臭いで「勘弁してくれ！み

んな早く食べ終わって!!」と祈るばかり。唯

一食べられたのが塩味しかついていないク

ラッカー。それと、ウーロン茶を少しずつ飲

んだら、気分が少しスッとした。とにかく時

間が長く感じた。寝ても寝ても着かない。ずっ

と広大なシベリアのど真ん中。何ということ

をしてしまったのだろうと後悔。ヘルシンキ

乗り換えで、ミラノに着いたのは夜半。疲れ

果てて具合が悪い。気持ちが悪くて夜中じゅ

うトイレの近くにしゃがみ込んでいた。「ど

うしてこんな所に来てしまったんだろう・・・」

と悔やんでも悔やみきれない感じだ。そう、

そこは日本じゃない!!

　翌朝、朝食に友人にくっついて行ったもの

の紅茶しか飲めなかった。味のついていない

パンとりんごを持って出た。歩きながら、お

腹が空いてきたら齧るのである。食事がまと

もにできない時はこれが一番良い。この後、

体調が良くなるまでの数年間、旅行の度にそ

うするようになった。

　一日目はミラノ見物。どこに連れて行かれ

るのか？細い裏道のような所を通って、突然、

大きな石造りの建物が現れた。「な、なんだ

これは？」余りの壮大さにびっくり仰天。そ

して、感動。す、すごい!!どうやってこれを

造ったの??ガイドさんの説明で造られた時代

を知り、更にびっくり。「これがドゥオーモ!?」

続いて建物内に入って更に驚き。日本では考

えられない広さと天井の高さ。ステンドガラ

スの見事なこと。一枚一枚が聖書のお話しに

なっているなんて、なんてすごいものを作る

んだろう!!と、感動。言葉も出ない。涙さえ

出てくる。あの時の感動を思い出すと、今で

も涙が出てくる。そして、外に出て初めてわ

かったのだが、最初に見た外観はなんと裏側

からだった。「ひえっ！こっちが正面だ!!」

気付くと、吐き気はどこかにすっ飛んでいた。

昼食もリゾットアラミラネーゼ（サフランの

リゾット）のせいか、残しはしたが食べられ

て、少しずつ元気になっていった。その後も、

見るもの見るもの、素敵なものばかり。感動

の連続。

次号には、引き続き廣川 直子先生の「旅行って素敵 ! !」を掲載します。

「イタリア ミラノのドゥオーモ」　photo by 廣川直子
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　平成28年7月（予定）に行われる参議院議

員選挙において、「藤井もとゆき氏」の再選

を期するために、各医薬品卸業者や各地区薬

剤師会理事会、沖縄県医薬品登録販売者協会

研修会等に訪問し、薬業界および薬剤師の政

治の必要性を伝え、藤井もとゆき薬剤師後援

会への入会をお願いした。

　今後もあらゆる団体、会議、研修会等を訪

問する予定である。

(株) アトル沖縄営業部

沖縄県医薬品登録販売者協会研修会にて

沖縄東邦 (株)

(株) スズケン沖縄薬品(株) ダイコー沖縄

(株) 琉薬
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国会レポート
「患者のための薬局ビジョン」について

　　　　　

前文部科学副大臣・参議院議員　　　　　　　

藤井 もとゆき  　　　　　

　立冬を過ぎ都心でも朝晩の冷え込みが日増

しに厳しくなり、国会周辺の銀杏並木も色づ

き始めています。

　イングランドで開催されたラグビーワール

ドカップは、ニュージーランドが史上初の2

連覇で3回目の優勝を飾り、一月半にわたる

大会の幕を閉じました。日本代表チームが強

豪南アフリカを破るなど初めて3勝を挙げ、

国内ラグビーブームの火付けとなった同大

会、11月13日に開幕するトップリーグには、

五郎丸選手をはじめ代表チームメンバーのプ

レーを一目見ようと、大勢の観客がスタンド

を埋めるものと思われます。2019年の次回

ワールドカップ開催を控える日本ラグビー界

にとって、開催に弾みをつける絶好の機会と

なりました。

　さて、厚生労働省は10月23日、前月の「健

康サポート薬局のあり方について」に続いて、

「患者のための薬局ビジョン」を公表しました。

　医薬分業が進み、処方箋を持って薬局で調

剤してもらうのが当たり前のようになった一

方、受診した医療機関近くの薬局で調剤を受

けるなど、医薬分業における薬局の役割が十

分に発揮されていないとの指摘も受けるとこ

ろとなりました。政府の規制改革会議におい

ても医薬分業を議題に取り上げ、かかりつけ

薬局の要件の明確化など薬局全体の改革の方

向性について検討すること、調剤報酬のあり

方について門前薬局の評価の見直しなど、努

力した薬局、薬剤師が評価される仕組みとす

ることなどが示されました。こうした状況を

受け、厚生労働大臣は、医薬分業の原点に立

藤井もとゆきホームページ　http://mfujii.gr.jp/

ち返り、57,000の薬局を患者本位のかかりつ

け薬局に再編するため、「患者のための薬局

ビジョン」を策定すると表明、今回の公表へ

とつながりました。

　今回のビジョンでは患者本位の医薬分業を

実現するため、「立地から機能へ」、「対物業

務から対人業務へ」、「バラバラから一つへ」

を一貫した基本的考えのもと、立地に依存し

て便利さだけで選択される存在から、薬剤

師としての専門性や患者・住民のニーズに対

応できる機能を発揮することにより選択され

る薬局となること、薬剤の調整など対物中心

の業務から、薬剤師の専門性・コミュニケー

ション能力を活かした対人業務にシフトする

こと、患者の服薬情報を一元管理して、飲み

合わせの確認や残薬管理など安心できる薬物

療法を提供することなど、地域包括ケアの一

員として、かかりつけ医をはじめ多職種・他

機関と連携し、その重要な役割を果たすこと

を求めています。

　厚生労働省は、団塊の世代が75歳を迎える

2025年までに、全ての薬局をかかりつけ薬局

にすることを目指すとしています。また、日

本薬剤師会も本ビジョンの公表を受け、全国

いずれの地域においても患者本位の医薬分業

が実施され、患者・住民から評価されるよう、

覚悟を持って真摯に取り組むことを表明した

ところであります。

　私も患者のための医薬分業の実現に向け、

先生方と力を合わせて取り組んで参りたいと

思います。
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告知ポスター
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転載記事

平成27年10月23日(金）

平成27年10月21日(水）

琉球新報
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平成27年11月7日(土）沖縄タイムス
転載記事

平成27年10月25日(日）

琉球新報

平成27年10月24日(土）

沖縄タイムス
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№(号) 発行月号  頁

 

写真「カナディアン・ロッキー」　　　　　　　　　　　　　　　 成川玲子 274 1･2 表紙

写真「朝焼けのマッターホルン」　　　　　　　　　　　　　　 上原智佐子 275 3･4 表紙

写真「M31 アンドロメダ星雲」　　　　　　　　　　　　　　　　 西坂　順 276 5･6 表紙

写真「Central Apotheke」　　　　　　　　　　　　 アッセンハイマー慶子 277 7･8 表紙

写真「Farmacia All'insegna del Moro」　　　　　　　　　　　　前濱朋子 278  9･10 表紙

写真「ドイツ・ケルンの薬局」　　　　　　　　　　　　　　　　 宮城敦子 279 11･12 表紙

新年の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神村武之 274 1･2 2

新年ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本信夫 274 1･2 4

新年のあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲本朝久 274 1･2 6

年頭にあたって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井基之 274 1･2 7

新年のご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　純 274 1･2 8

日本の医療のあり方を考える政策に取り組んで行きます！　とかしきなおみ 274 1･2 10

新年のご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國場幸之助 274 1･2 12

新年のご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮﨑政久 274 1･2 13

新年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比嘉奈津美 274 1･2 14

年頭にあたり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西銘恒三郎 274 1･2 15

新年のご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島尻安伊子 274 1･2 16

平成26年度薬事功労受賞者合同祝賀会開催　　　　　　　　　　　大城喜仁 274 1･2 18

････合同祝賀会スナップ写真 274 1･2 20

････受賞者プロフィール 274 1･2 22

平成27年度那覇市制功労者表彰（被表彰者：西登貴世先生） 276 5･6 4

日本薬剤師会有功賞受賞 277 7･8 1

（嘉陽美津子先生、今井忠子先生、大城清吉先生、桜川浩太郎先生）

秋の叙勲 瑞宝双光章（浜元朝孝先生） 279 11･12 1

学校保健および学校安全文部科学大臣表彰（佐久間長昭先生） 279 11･12 1

平成27年度沖縄県薬事功労者知事表彰（外間惟夫先生、川満正啓先生） 279 11･12 2

優良公衆衛生事業功労者：沖縄県公衆衛生大会長表彰（佐次田正先生） 279 11･12 3

沖縄県薬物乱用対策推進地方本部長表彰（玉寄睦子先生） 279 11･12 3

おきなわ薬剤師会報 平成27年もくじ

通巻274号～ 279号

年間目次

表紙掲載会員作品

年頭挨拶

祝賀会

表 彰



－ 73 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年11 ･ 12月号

躍動する北部地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅沼健一 278  9･10 2

在宅医療支援薬局の普及　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井千春 279 11･12 4

退任の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神村武之 277 7･8 2

会長就任挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀谷浩昌 277 7･8 3

新理事・新監事 277 7･8 4

第29回沖縄県薬剤師会学術大会報告　　　　　　　　　　　　　　川平浩子 279 11･12 6

第29回沖縄県薬剤師会学術大会プログラム 279 11･12 8

第29回沖縄県薬剤師会学術大会懇親会報告　　　　　　　　　　　大城喜仁 279 11･12 14

第29回沖縄県薬剤師会学術大会会員発表審査報告　　　姫野耕一・吉冨弓江 279 11･12 15

第29回沖縄県薬剤師会学術大会奨励賞受賞講演要旨 279 11･12 16

薬祖祭・街頭キャンペーン 279 11･12 18

くすりと健康フェア（県民公開講演会）　　　　　　　　　　　　 笠原大吾 279 11･12 20

平成27年度「薬と健康の週間」行事表 279 11･12 22

第71回臨時総会開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大城喜仁 275 3･4 2

総会資料　平成27年度事業計画および平成27年度収支予算 275 3･4 5

第71回臨時総会における議案事項 275 3･4 17

第72回通常総会開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大城喜仁 277 7･8 7

第72回通常総会会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神村武之 277 7･8 8

第72回通常総会懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大城喜仁 277 7･8 12

第72回通常総会資料　平成26年度会員・薬局等の業態現況報告 277 7･8 13

平成26年度事業経過報告および平成26年度決算 277 7･8 14

第72回通常総会議案審議および質疑応答の概要 277 7･8 31

平成26年度FAXコーナー担当者意見交換会報告　　　　　　　　　 池間記世 275 3･4 31

FAXコーナー担当者へのアンケートの回答 275 3･4 32

FAXコーナー担当者意見交換会参加印象記＆各FAXコーナー連絡先　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各FAXコーナー担当者 275 3･4 36

巻頭言

新旧会長挨拶

新役員紹介

沖縄学術大会

薬と健康の週間

総 会

意見交換会
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平成26年度第1回日薬九州ブロック会議開催される　　　　　　　 田場英治 275 3･4 19

平成26年度第2回地区薬剤師会会長会議報告　　　　　　　　　　 田場英治 275 3･4 22

ハイリスク薬の薬学的管理講習会報告　　　　　　　　　　　　　名嘉紀勝 276 5･6 2

第1回「薬剤師のための症例検討入門」研修会開催報告　　　　　 潮平英郎 277 7･8 40

アッセンハイマー慶子氏 講演会＆情報交換会報告　　　　　 伊差川サヤカ 277 7･8 42

平成27年調剤報酬請求業務講習会報告　　　　　　　　　　　　照屋林一郎 278  9･10 4

第8回熟年の集い報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石川恵市 278  9･10 6

平成27年度第1回地区薬剤師会会長会議報告 　　　　　　　　　　山城英人 279 11･12 23

平成26年度医療安全講習会報告　　　　　　　　　　　　　　　　吉冨弓江 274 1･2 27

医薬分業対策委員会主催研修会報告　　　　　　　　　　　　　　西川　裕 274 1･2 30

医薬分業対策委員会主催研修会SGD参加印象記　　　　　　　　　 安次富唯 274 1･2 32

高度管理医療機器継続研修会報告　　　　　　　　　　　　　　　村田成夫 274 1･2 33

管理薬剤師業務講習会開催される　　　　　　　　　　　　　　　宮城幸枝 275 3･4 24

第5回在宅医療に関する講習会報告　　　　　　　　　　　　　　 赤木宗範 275 3･4 26

平成26年度自殺予防対策事業ゲートキーパー養成研修会開催　　村田美智子 275 3･4 28

自殺予防対策事業ゲートキーパー養成研修会に参加して　　　　　上山達矢 275 3･4 29

第176回全国禁煙アドバイザー育成講習会in沖縄　　　　　　　 我喜屋美香 276 5･6 5

平成27年度新任・新人薬剤師研修会報告　　　　　　　　　　　村田美智子 277 7･8 50

第2回「薬剤師のための症例検討入門」研修会報告　　　　　　　 中尾滋久 278  9･10 9

第3回薬剤師のための症例検討入門研修会参加報告　　　　 　　古謝さなえ 279 11･12 24

第1回薬剤師のための在宅医療教育セミナー報告　　　　　　　 久手堅奈央 279 11･12 26

なごみ会主催第5回県民健康フェア2015報告　　　　　　　　　　 笠原大吾 278  9･10 12

なごみ会主催県民健康フェア  

　～薬剤師会ブースにおける児童向け調剤模擬体験コーナーの印象記～　神谷朝斗志 278  9･10 15

平成27年度Ⅰ期薬学生実務実習報告　　　　　　　　　　　　　我喜屋美香 277 7･8 45

実務実習薬学生平成27年度Ⅰ期生からの体験記・感想 277 7･8 46

　　　　　　　　　　山里和代、出口仁、嘉数達紀、又吉辰磨、大宜見真希

　　　　　　　　　　仲宗根輝、盛根彩香、大橋あゆみ、山本要

公開「認定実務実習指導薬剤師」講習会 277 7･8 49

平成27年度Ⅱ期薬学生実務実習報告　　　　　　　　　　　　　我喜屋美香 279 11･12 27

実務実習薬学生 平成27年度Ⅱ期生からの体験記・感想 279 11･12 28

　　　　　島袋滉也、仲俣桃華、宮平邦子、平良美沙登、粟國朝陽、運天雅

　　　　　金城秀明、上地美穂、塚本真依、國吉佳央梨、新屋沙織

会務ハイライト

なごみ会

実務実習

研修会
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Uターン・Iターン就職希望薬学部生との相談会報告　　　　　　　川満直紀 274 1･2 35

北海道医療大学における学内合同就職相談会への参加報告　　　　牧野唯右 274 1･2 36

薬局等における「お薬手帳活用促進DVD」での県民向け広報について　宮城敦子 274 1･2 37

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 6.26ヤング街頭キャンペーン 277 7･8 54

薬剤師職能の啓蒙活動について

　　「しごとミュージアム」「グッジョブ・サマースクール」　　　 大城喜仁 277 7･8 55

子どもたちに伝える薬剤師の魅力　　　　　　　　　　　　　　　高里彰吾 278  9･10 26

「グッジョブ☆にしはら わくわくワーク」における

　　薬剤師職能の啓蒙活動について 　　　　　　　　　　　 伊差川サヤカ 279 11･12 42

この日が来るのを、楽しみに待っていました！　　　　　　　　　儀間千恵 279 11･12 44

くらしのサポート講座開催のご報告　　　　　　　　　　　　　　原田直美 279 11･12 46

時代とともに求められる役割～青年部会主催講演会報告～　　　　玉城武範 274 1･2 40

平成26年度日本薬剤師会卸薬剤師部会研修会　　　　　　　　　　座波祥子 274 1･2 42

第12回日本女性薬剤師会移動セミナー参加報告　　　　　　　　　与儀和子 274 1･2 44

青年部会主催 在沖米国軍基地内新海軍病院見学ツアーに参加して　森下彰久 275 3･4 41

平成26年度薬剤師継続学習通信教育講座スクーリング報告

　　　　　　　　村田美智子、當真房子、廣川直子、高嶺絵里、仲村喜久子 275 3･4 46

第14回沖縄県健康教育研究大会参加報告　　　　　　　　　　　　大城恭子 275 3･4 53

第14回沖縄県健康教育研究大会後のアンケート結果をうけて　　　上原卓朗 275 3･4 54

平成26年度日本医薬品卸勤務薬剤師会フォーラム参加報告　　　　城村幹彦 275 3･4 58

平成26年度日本医薬品卸勤務薬剤師会沖縄県支部研修会報告　　　森下彰久 275 3･4 59

女性薬剤師部会主催 第15回漢方講座報告　　　　　　　　　　　 與儀明美 276 5･6 6

平成27年度学校薬剤師新任研修会報告　　　　　　　　　　　　　佐次田頌 276 5･6 8

学校薬剤師新任研修会へ参加して　　　　　　　　　　　　　　上里美也子 276 5･6 9

平成27年度日本医薬品卸勤務薬剤師会「研修会」参加報告　　　　城村幹彦 276 5･6 10

平成27年度（第43回）沖縄県学校薬剤師部会総会・講演会報告　　前濱朋子 277 7･8 58

沖縄県学校薬剤師部会総会講演会報告　　　　　　　新垣慶朗・川満裕次郎 277 7･8 59

第44回沖縄県病院薬剤師会通常総会報告　　　　　　　　　　　　外間惟夫 277 7･8 61

平成27年度日本医薬品卸勤務薬剤師会沖縄県支部会報告　　　　　森下彰久 277 7･8 66

青年部会第10回通常総会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　小湾喜彦 277 7･8 67

女性薬剤師部会総会講演会報告　　　　　　　　　　　　　　　　与儀和子 278  9･10 16

2015年日本女性薬剤師会学術講演会参加報告　　　　　　　　　村田美智子 278  9･10 18

日本薬剤師会学校環境衛生検査技術講習会に参加して　　　　　　知名博樹 278  9･10 19

平成27年度日本薬剤師会学校薬剤師部会くすり教育研修会報告　　村田成夫 278  9･10 20

平成27年度学校薬剤師研修会に出席して　　　　　　　　　　　　高尾勝子 278  9･10 24

平成27年度女性薬剤師部会通常総会報告　　　　　　　　　　　　草壁瑞恵 279 11･12 32

日本女性薬剤師会 第13回移動セミナー in 京都　　　　与儀和子・草壁瑞恵 279 11･12 34

第16回女性薬剤師部会主催漢方講座報告　　　　　喜納みゆき・小野加那恵 279 11･12 36

啓蒙・普及活動

部会だより
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平成27年度宮古地区薬剤師会総会報告　　　　　　　　　　　　前里由紀子 276 5･6 12

平成27年度八重山地区薬剤師会総会報告　　　　　　　　　　　　山城　専 276 5･6 13

一般社団法人那覇地区薬剤師会第2回通常総会　　 那覇地区薬剤師会事務局 277 7･8 68

第13回北部地区薬剤師会定時総会報告　　　　　　北部地区薬剤師会事務局 277 7･8 69

平成26年度中部地区薬剤師会総会報告　　　　　　　　　　　　　佐藤雅美 277 7･8 70

在宅医療推進のための地域における他職種連携研修会　　　　　　新垣秀幸 278  9･10 35

第52回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップin九州・福岡報告

　　　　　　　　　　普久原隆・西坂順・親川智史・長谷川幸司・宮本直樹 278  9･10 27

平成27年度一般用医薬品等担当者全国会議参加報告　　　　　　　盛本直也 278  9･10 32

沖縄県医師会・沖縄県薬剤師会

　おきなわ津梁ネットワークを活用した医療連携に関する協定調印式　吉田洋史 277 7･8 52

沖縄戦殉職医療人之碑へ慰霊　　　　　　　　　　　　　　　　　大城喜仁 277 7･8 53

戦後70年沖縄全戦没者追悼式に参列　　　　　　　　　　　　　　亀谷浩昌 277 7･8 54

第120回健康とおくすり相談会報告（那覇地区薬剤師会）　　　　　盛本直也 275 3･4 61

第121回健康とおくすり相談会報告（中部地区薬剤師会　　　　　 石井秀典 276 5･6 14

第122回健康とおくすり相談会報告（担当：那覇地区薬剤師会）　　鈴木一徳 277 7･8 72

第123回健康とおくすり相談会報告（那覇地区薬剤師会)　　　　　照屋勇人 278  9･10 34

第124回健康とおくすり相談会報告（南部地区薬剤師会)　　　　　新垣秀幸 278  9･10 35

第125回健康とおくすり相談会報告（南部地区薬剤師会）　　　　　新垣秀幸 279 11･12 38

第126回健康とおくすり相談会報告（宮古地区薬剤師会）　　　　　下地睦夫 279 11･12 39

第127回健康とおくすり相談会報告（那覇地区薬剤師会）　　　　　吉田洋史 279 11･12 40

久米島での産業まつり健康プロジェクトに参加して　　　　　　　齊藤基道 274 1･2 46

医療通訳ボランティア養成講座の医療講義にご協力いただいて　　葛　孝行 277 7･8 74

第38回沖縄県小児糖尿病サマーキャンプ「ハッピーサマークラブ」

　にボランティア参加してみませんか？　　　　　　　　　　　　砂川智子 276 5･6 33

広げよう「ブルーサークル」11月14日：世界糖尿病デー　　　　　田﨑　仁 277 7･8 75

沖縄県小児糖尿病サマーキャンプに参加して　　　　　　　　　古謝さなえ 278  9･10 36

「うちなぁ がん薬－薬連携の会」をご存じですか？　　　　　　　神元繁守 279 11･12 57

地区だより

研修レポート

会議レポート

その他会務報告

月例相談会

寄 稿

投 稿
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平成26年度沖縄県薬剤師会新入会員（平成26年10月～平成27年3月末日入会分） 275 3･4 62

平成27年度沖縄県薬剤師会新入会員（平成27年4月～平成27年9月末日入会分) 278  9･10 37

平成27年第60回沖縄県薬業連合会理事会・総会及び懇親会報告　　稲福文隆 277 7･8 73

薬事情報おきなわ No231　　　　　　　　　　　　　　　薬事情報センター 274 1･2 47

薬事情報おきなわ No232　　　　　　　　　　　　　　　薬事情報センター 275 3･4 63

薬事情報おきなわ No233　　　　　　　　　　　　　　　薬事情報センター 276 5･6 17

薬事情報おきなわ No234　　　　　　　　　　　　　　　薬事情報センター 277 7･8 81

薬事情報おきなわ No235　　　　　　　　　　　　　　　薬事情報センター 278  9･10 39

薬事情報おきなわ No236　　　　　　　　　　　　　　　薬事情報センター 279 11･12 47

第37回 薬剤研究 274 1･2 58

第38回 成熟期を迎えた製薬産業 274 1･2 59

第39回 抗生物質の時代 275 3･4 76

第40回 薬学の今日と未来 275 3･4 77

身近な薬草を知ろう 第18回タチアワユキセンダングサ　　　　　 狩俣イソ 274 1･2 60

身近な薬草を知ろう 第19回ウイキョウ　　　　　　　　　　　　 狩俣イソ 275 3･4 78

身近な薬草を知ろう 第20回カンダバー：サツマイモ葉　　　　　 狩俣イソ 276 5･6 30

身近な薬草を知ろう 第21回ハママーチ（リュウキュウヨモギ）　　狩俣イソ 277 7･8 96

身近な薬草を知ろう 第22回オオタニワタリ　　　　　　　　　　 狩俣イソ 278  9･10 52

身近な薬草を知ろう 第23回ヒハツモドキ　　　　　　　　　　　 狩俣イソ 279 11･12 58

佐久間長昭先生～八重山の医薬分業と地区の活性のために～　　　前濱朋子 275 3･4 80

大浜貴子先生～八重山美人が語る

　　「流れにのる自然な生き方、頑張らない生き方」～　　　　　 宮城敦子 275 3･4 82

上原繁猛先生～偶然の出会いをチャンスに変えていく信念の男！～　池間記世 277 7･8 98

エクラな女性薬剤師････武内尚子氏　　　　　　　　　　　　　　宮城敦子 278  9･10 54

はいさい！　ミドリ薬局 美里店　　　　　　　　　　　　　　　 石川恵市 274 1･2 62

新入会員

薬業連合会

D I

薬学の歴史

薬草学

アナザーフェイス

Spot  Light

薬局訪問
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株式会社 琉薬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木一徳 278  9･10 56

Pharmacy in New York!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木　毅 274 1･2 64

「妹」の話し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 古波蔵直子 275 3･4 84

道産子ダイバー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉冨弓江 276 5･6 32

趣味遍歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉城　純 277 7･8 100

子育て奮闘中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉村澄恵 278  9･10 58

旅行って素敵!!（その1）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 廣川直子 279 11･12 60

その50 何歳でも卒煙は願う　　　　　　　　　　　　　　　　　 え ん こ 274 1･2 66

その51 良い波及　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 え ん こ 275 3･4 75

その52 気心知れた仲間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 え ん こ 276 5･6 34

その53 19.9％という数字　　　　　　　　　　　　　　　　　　 え ん こ 277 7･8 101

その54 家族　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 え ん こ 278  9･10 59

国会レポート～第三次安倍内閣スタート～　　　　　　　　　藤井もとゆき 274 1･2 67

平成26年度日薬連盟九州ブロック協議会　　　　　　　　　　　　姫野耕一 275 3･4 86

国会レポート～医療保険制度改革と医療法人制度の見直しについて～　藤井基之 275 3･4 89

国会レポート～「医薬分業」公開ディスカッション～　　　　　　藤井基之 275 3･4 90

国会レポート～薬剤師の育成と薬学教育～　　　　　　　　　　　藤井基之 276 5･6 35

平成27年度沖縄県薬剤師連盟評議員会報告　　　　　　　　　　　山城英人 277 7･8 107

沖縄県薬剤師連盟 若手薬剤師フォーラム開催　　　　　　　　　 石川恵市 277 7･8 108

若手薬剤師フォーラムに参加して　　　　　　　　　　　　　　　盛本直也 277 7･8 109

国会レポート～スイッチOTCの促進とセルフメディケーション～　 藤井基之 277 7･8 110

国会レポート～骨太方針2015 ～　　　　　　　　　　　　　　　  藤井基之 277 7･8 111

沖縄県薬剤師連盟全体会議ならびに全国藤井もとゆき薬剤師後援会活動報告会　城村幹彦 278  9･10 60

全国薬剤師フォーラム2015参加報告　　　　　　　　　　　　　　上原卓朗 278  9･10 62

国会レポート～平成28年度予算概算要求～＆～健康サポート薬局～　藤井もとゆき 278  9･10 64

藤井もとゆき薬剤師後援会活動報告 279 11･12 62

国会レポート「患者のための薬局ビジョン」について　　　　藤井もとゆき 279 11･12 63

沖縄県薬剤師連盟会務報告（平成26年12月～平成27年1月） 274 1･2 97

沖縄県薬剤師連盟会務報告（平成27年2月～ 3月） 275 3･4 103

沖縄県薬剤師連盟会務報告（平成27年4月～ 5月） 276 5･6 65

沖縄県薬剤師連盟会務報告（平成27年6月～ 7月） 277 7･8 106

沖縄県薬剤師連盟会務報告（平成27年8月～ 9月） 278  9･10 77

沖縄県薬剤師連盟会務報告（平成27年10月～ 11月） 279 11･12 86

施設訪問

リレー随筆

卒煙物語

薬連だより
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開催日が決定した平成27年度の主な行事 275 3･4 103

開催日が決定した平成27年度の主な行事 276 5･6 4

平成27年2月薬剤師賠償責任保険募集のご案内 274 1･2 68

平成26年度調剤報酬改定等について 疑義解釈（その11） 274 1･2 70

平成27年度受付相談・協力日及び受付締切日 274 1･2 71

子どもによる医薬品の誤飲事故に注意！　　　　　　　医療安全対策委員会 277 7･8 76

くすりと健康フェア（県民公開講演会）ＰＲポスター・新聞広告 279 11･12 64

第5回県民健康フェア2015 278  9･10 72

平成26年度第6回定例理事会議事概要 274 1･2 74

平成26年度第7回定例理事会議事概要 274 1･2 80

平成26年度第8回定例理事会議事概要 274 1･2 86

平成26年度第9回定例理事会議事概要 275 3･4 91

平成26年度第10回定例理事会議事概要 276 5･6 36

平成26年度第11回定例理事会議事概要 276 5･6 43

平成26年度第12回定例理事会議事概要 276 5･6 53

平成26年12月・平成27年1月末日分 274 1･2 93

平成27年2月～ 3月分 275 3･4 99

平成27年4月～ 5月分 276 5･6 63

平成27年6月～ 7月末日分 277 7･8 102

平成27年8月～ 9月末日分 278  9･10 74

平成27年10月～ 11月末日分 279 11･12 82

“父の詫び状”を聞く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橋 の 下 274 1･2 98

“もう一度、国際通り”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋 の 下 275 3･4 106

入院学級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋 の 下 277 7･8 112

シルバーウィークの小さな旅　　　　　　　　　　　　　　　　　橋 の 下 278  9･10 78

“新老人とは”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋 の 下 279 11･12 88

行事予定

日薬通達

国保・社保通達

啓発ポスター

告知用チラシ

理事会

会務報告

一包一話
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薬の正しい使い方学ぶ 津堅中で薬剤師講演 274 1･2 72

会員の亀谷浩昌先生が所属するモアイが紹介されていました 274 1･2 72

連載「戦と、続くヒストリー『0歳だった。』」に会員の島袋徳子氏が紹介されていました 274 1･2 73

薬学生・薬剤師向け情報誌「MIL」に本会神殿が掲載され話題に！ 275 3･4 104

沖縄タイムス ワラビー「おしごと発見」に薬剤師職紹介される（モデル：会員の新垣慶朗ご家族） 275 3･4 105

国際医療拠点骨太方針へ「自民沖縄調査会 西普天間跡地で議論」 276 5･6 66

琉大学長、新設を検討（薬学部・獣医学部・醸造学科） 276 5･6 66

県薬剤師会 琉大に薬学部要請へ「創薬の研究者育成を」 276 5･6 67

全薬局「かかりつけ」移行　厚労省検討 医療費抑制狙う 276 5･6 68

おきなわ津梁ネットワーク「患者の負担解消へ」 276 5･6 68

グッジョブ事業として薬剤師職能PR 浦西中でキャリア教育 276 5･6 69

沖縄タイムス「茶のみ話」掲載「孫への読み聞かせ」　　　　　　 狩俣イソ 276 5･6 69

那覇市医師会報「生涯教育コーナー」に笠原大吾氏の「アンチドーピングと薬物治療」が掲載される 276 5･6 70

医師会と薬剤師会 津梁ネットで連携 県内調剤情報一元化図る 277 7･8 91

琉球新報「南風」コーナー執筆陣に吉田洋史理事 277 7･8 92

ウチナー薬草再認識へ「効用伝える薬剤師会の取り組み」　　　　 狩俣イソ 277 7･8 94

県小児救急相談「♯8000」に県薬剤師会が支援 277 7･8 95

県薬剤師会長に亀谷氏　技術向上へ研修強化 277 7･8 95

琉球新報こども新聞に薬剤師職が紹介される　取材同行記　　　　池間記世 278  9･10 67

論壇　医薬分業の本質 理解を ダブルチェックで効果的療法　　　亀谷浩昌 278  9･10 68

琉球新報 連載コーナー「志を継いで」に株式会社琉薬が紹介される 278  9･10 69

琉球新報 連載コーナー「南風」に吉田洋史理事が執筆連載中！ 278  9･10 70

その他、本会・本会会員関連記事 278  9･10 71

患者さんのための「薬局ビジョン」とは？　厚労省大臣・日薬会長対談 279 11･12 66

論壇「かかりつけ薬剤師 重要」　　　　　　　　　　　　　　　　川満直紀 279 11･12 68

論壇「在宅医療推進を支援」　　　　　　　　　　　　　　　　　 荒井千春 279 11･12 69

栄養摂取 筋力低下を予防「くすりと健康フェアで吉田医師が講演」 279 11･12 70

薬ざい師の仕事に感心（小学校6年生投稿） 279 11･12 71

厚労省ビジョン「かかりつけ強化、身近な場所に」 279 11･12 71

平成26年誌上ギャラリー大賞・優秀作品

　写真「海の中の甘えん坊」（大賞）　　　　　　　　　　　　　　吉富弓江 271 7･8 裏表紙

　写真「名護湾の夕日」（優秀作品）　　　　　　　　　　　　　神山えり子 273 11･12 裏表紙

写真「ボタン」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平安山春江 275 3･4 裏表紙

写真「食餌3熊」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松山朝雄 275 3･4 裏表紙

写真「八重桜」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吉田久子 275 3･4 裏表紙

写真「ポタラ宮」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 屋嘉比康作 276 5･6 裏表紙

写真「フラミンゴの大群」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 成川玲子 276 5･6 裏表紙

写真「海の宝石 ウミウシ（海牛）」　　　　　　　　　　　　　　 吉冨弓江 276 5･6 裏表紙

転載記事

会員作品（誌上ギャラリー）
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写真「雲海を臨む」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 成川玲子 277 7･8 裏表紙

写真「水深15mから振り返った水面」　　　　　　　　　　　　　　西坂　順 277 7･8 裏表紙

写真「涼し気なヒカゲヘゴの群生」　　　　　　　　　　　　　　 亀谷浩昌 277 7･8 裏表紙

写真「九份の小路」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊差川サヤカ 278  9･10 裏表紙

写真「風に揺られて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木一徳 278  9･10 裏表紙

写真「ナビィおばぁの家」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 笠原大吾 279 11･12 裏表紙

写真「子供たちの声を聞きながら～小児糖尿病キャンプにて～」古謝さなえ 279 11･12 裏表紙

○以下のコーナーについては、ページ等の詳細は省略いたします。

　　 編集後記

 県民の皆様へ   あまくま薬立つ情報

 　　お知らせ 　平成27年度沖縄県薬事功労受賞者合同祝賀会案内

　　　　　　　　第4回薬剤師のための症例検討入門研修会開催日程

　　　　　　　　日本薬剤師会生涯学習支援システム（JPALS）について

地区・支部・部会からの原稿をお寄せ下さい！

県薬が会員に販売している印刷物等

研修認定薬剤師申請料が改定！

会員にかかる弔事に関する薬剤師会への連絡について

会報原稿募集のご案内

薬物乱用防止指導員について

研修認定薬剤師申請料について

第29回沖縄県薬剤師会学術大会の演題募集について　学術大会実行委員会

第29回沖縄県薬剤師会学術大会参加案内　学術大会実行委員会

学校薬剤師＆学校薬剤師を希望の会員の皆様へ

九州厚生局沖縄事務所移転について

資格関係誤りレセプト発生防止について(お願い)　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部

表紙に掲載の写真「世界の薬局」を大募集！　広報委員会
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会 務 報 告

    

 1木○表彰選考諮問委員会　県薬会議室

　　○糖尿病療養支援実践セミナー第9回コメディカル勉強会　ちばなクリニック　共催：日本

　　　イーライリリー (株）

　　○南風原町教育委員会主催「学校応援隊はえばる・キャリア学習会」事前打ち合わせ会議

　　　南風原町立南風原小学校　野崎真敏（南風原小学校学校薬剤師）

　　○平成27年度第2回学術研修委員会　県薬研修室

 2金○未来の産業人材育成事業における講話　那覇市立首里中学校　講師：吉田典子（DI)、大

　　　城係長

　　○くすりと健康県民健康フェアPR活動（那覇市自治会）　那覇市首里支所　笠原理事、稲福

　　　係長

　　○くすりと健康県民健康フェアPR活動（那覇市自治会）　那覇市小禄支所　大城係長

　　○パーキンソン病講演会　ホテル日航グランドキャッスル　共催：大塚製薬(株）

　　○日本薬剤師会災害対策委員会　日薬　吉田理事

 5月○平成27年度第3回広報委員会　県薬研修室　亀谷会長

 6火○ ｢薬剤の知識を学ぶ（介護ヘルパー向け講習会）」（講師派遣）　沖縄県男女共同参画センター

　　  「てぃるる」　講師：兼城崇氏

　　○平成27年度第8回定例幹事会　県薬会議室

　　○平成27年度第3回地域保健開局委員会　県薬研修室

 7水○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

　　○くすりと健康県民健康フェアPR活動（那覇市自治会）　那覇市真和志支所　笠原理事、稲

　　　福係長

　　○くすりと健康県民健康フェアPR活動（那覇市自治会・市営住宅管内）　なは市民協働プラ

　　　ザ　大城係長

 8木○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　吉田理事

　　○管理者会議　県薬研修室

　　○平成27年度くらしのサポート講座（講師派遣）　沖縄県三重城合同庁舎　講師：神谷朝斗

　　　志氏

　　○ ｢薬剤の知識を学ぶ（介護ヘルパー向け講習会）」（講師派遣）　沖縄県男女共同参画センター 

　　　「てぃるる」　講師：兼城崇氏

　　○おきなわ津梁ネットワークに関する説明会　県薬ホール

 9金○くすりと健康県民健康フェアPR活動（那覇市自治会・本庁管内）　なは市民協働プラザ

　　　大城係長

　　○沖縄県・ハワイ姉妹提携30周年記念式典・祝賀会　日本医療薬学会年会　亀谷会長

　　○中部地区脳卒中学術講演会　ラグナガーデンホテル　共催：日本ベーリンガーインゲルハ

　　　イム(株）

10土○平成27年度第8回定例理事会　県薬研修室

13火○中北部循環器懇話会　中部地区医師会館　共催：MSD(株）

14水○くすりと健康県民健康フェアPR活動　琉球新報社・沖縄タイムス社　宮城常務理事、大城

　　　係長

　　○平成27年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会推奨講演会　中部地区医師会館

平成27年10月
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15木○個別指導　県庁　吉田理事

　　○第72回那覇地区薬剤師会臨床講座　県薬研修室

　　○第33回薬タッチャーの会　ちばなクリニック

16金○日本薬剤師会「研究倫理に関する担当者全国会議」　日薬　外間副会長、大城係長

　　○心不全学術講演会　豊見城中央病院　共催：大塚製薬(株）

　　○脳卒中医療連携カンファレンス（中部地区）　中部地区医師会館

19月○薬祖祭　波之上本殿

　　○平成27年度第1回沖縄県医療保健連合（なごみ会）幹事会　ANAクラウンプラザホテル沖縄

　　　ハーバービュー　亀谷会長、江夏副会長

　　○沖縄県医療保健連合（なごみ会）懇親会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー

　　　亀谷会長、江夏・前濱各副会長

20火○会計監査　県薬会議室　（事務局）金城・前原

　　○薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業に関する会議　県薬会議室　亀谷会長、江

　　　夏副会長、笠原理事、中尾滋久氏、比嘉浩一氏、稲福係長

　　○災害対策に関する打合せ会議　県庁　吉田理事、山城課長

21水○南風原町教育委員会主催「学校応援隊はえばる・キャリア学習会」　南風原町立南風原小

　　　学校　講師：野崎真敏（南風原小学校学校薬剤師）

22木○個別指導　県庁　吉田理事

　　○くすりと健康フェア「第125回健康とおくすり相談会」　パレット市民劇場ロビー　担当：

　　　地区薬剤師会南部

　　○くすりと健康フェア「県民公開講演会」　パレット市民劇場

23金○薬学生実務実習（学校薬剤師について）　県薬研修室　講師：笠原理事、知名博樹氏

　　○沖縄県薬事功労者知事表彰式　県庁　被表彰者2氏：外間惟夫氏、川満正啓氏（代理：川

　　　満直紀氏）、亀谷会長、大城係長

　　○関節リウマチ診療地域連携講演会　豊見城中央病院　共催：小野薬品工業(株）

　　○第7回沖縄前立腺癌研究会　ロワジールホテル＆スパタワー那覇　共催：アストラゼネカ(株）

25日○薬剤師の臨床判断と一般用医薬品適正使用研修会（第4回）　北里大学薬学部　笠原理事、

　　　松本圭五氏（地域保健開局委員会）

　　○第1回薬剤師のための在宅医療教育セミナー　県薬ホール

26月○九州厚生局局長来訪　県薬会長室　亀谷会長

27火○九州地方社会保険医療協議会　沖縄県合同庁舎　江夏副会長

28水○南風原町立南星中学校主催職場体験学習　会営薬局とよみ　学習指導：松尾はつよ氏、上

　　　野邦子氏

　　○未来の産業人材育成事業平成27年度合同会議　沖縄県立博物館講座室　大城恭子氏

　　○第9回那覇・浦添コ・メディカル糖尿病セミナー　大浜第一病院　共催：MSD(株）

　　○臨床薬剤師育成研修会　(株)ダイコー沖縄

29木○第3回沖縄県地域医療構想検討会議　県庁　亀谷会長

　　○第七回沖縄CKD-MBD研究会　ザ・ナハテラス　共催：バイエル薬品(株）

　　○北部地区薬剤師会学術研修会（抗菌薬について～基礎から最近の話題まで～）　北部地区

　　　薬剤師会館

30金○第47回沖縄県公衆衛生大会（表彰式典）　沖縄産業支援センター　被表彰者：佐次田正氏
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30金○医薬品卸業者誘致のための石垣市長へ陳情　石垣市役所　亀谷会長・山城専氏（八重山地

　　　区会長）

　　○第7回沖縄B型肝炎セミナー　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　共催：ブリ

　　　ストル・マイヤーズ(株）

　　○糖尿病学術講演会　沖縄県医師会館　共催：ノボノルディスクファーマ(株）

31土○南部地区薬剤師会研修会　（株)アトル

    

 1日○第29回沖縄県薬剤師会学術大会　県薬

 2月○沖縄県保健医療部薬務疾病対策課訪問　県庁　亀谷会長、大城係長

 4水○第7回沖縄県Airway Conference　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　共催：

　　　杏林製薬(株）

　　○薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業に関する会議　県薬会議室　江夏副会長、

　　　笠原理事、中尾滋久氏、比嘉浩一氏、稲福係長

 5木○個別指導　沖縄県宮古合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏、川満正啓氏（宮古地区

　　　薬剤師会会長）

　　○未来の産業人材育成事業・職業人講話「薬剤師の仕事」　久米島町立美崎小学校　講師：

　　　山城晶氏

　　○在宅医療委員会　県薬ホール

 6金○集団的個別指導　沖縄県宮古合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏、古謝真己氏（宮

　　　古地区薬剤師会副会長）

　　○個別指導　沖縄県宮古合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏、川満正啓氏（宮古地区

　　　薬剤師会会長）

　　○超高齢化社会2025年問題を見据えて「不整脈のTotal Careを考える」　沖縄県立宮古病院

　　○第6回糖尿病週間学術講演会　ロワジールホテル＆スパタワー那覇　共催：ノボ　ノルディ

　　　スクファーマ(株）

　　○薬学生実務実習（夜間救急）　会営薬局医療センター前

 7土○第7回沖縄HIV臨床カンファレンス　沖縄県立中部病院　共催：ヴィーブヘルスケア(株）

　　○第3回薬剤師のための症例検討入門研修会　県薬ホール　講師：大澤友二先生

 8日○第126回健康とおくすり相談会　沖縄県宮古合同庁舎　担当：宮古地区薬剤師会

　　○平成27年度女性薬剤師部会漢方講座　県薬ホール

10火○新型インフルエンザ対応に関する訓練　県薬

　　○平成27年秋の叙勲伝達式　国立劇場大劇場（東京都）　受章者：浜元朝孝氏

　　○平成27年度第9回定例幹事会　県薬会議室

　　○最新の糖尿病治療を考える会 in Okinawa　ザ・ナハテラス　共催：日本ベーリンガーイ

　　　ンゲルハイム(株）

11水○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

　　○タバコと肺研究会　沖縄県医師会館　共催：ノバルティスファーマ(株）

　　○沖縄「がん疼痛緩和治療・医療用麻薬」関連研修会（南部地区）　沖縄県立南部医療センター・

　　　こども医療センター　共催：大日本住友製薬(株）

12木○個別指導　沖縄県八重山合同庁舎　幸地理事

平成27年11月
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12木○第1回精神科薬タッチャーの会　県薬ホール　共催：ファイザー (株）

　　○北部地区薬剤師会学術研修会（オピオイド鎮痛薬の便秘、悪心・嘔吐対策～症状アセスメ

　　　ントと副作用のコントロール～）　北部地区薬剤師会館

13金○個別指導　沖縄県八重山合同庁舎　山城専氏（八重山地区薬剤師会会長）

　　○平成27年度第3沖縄県がん診療連携協議会　琉球大学医学部附属病院　亀谷会長

　　○沖縄「がん疼痛治療・医療用麻薬」関連研修会（中部地区）　翔南病院　共催：大日本住

　　　友製薬(株）

　　○第17回沖縄COPD研究会　ザ・ナハテラス　共催：日本ベーリンガーインゲルハイム(株）

　　○第六回：沖縄：代謝病と血管病診療フォーラム　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバー

　　　ビュー　共催：バイエル薬品(株）

　　○第6回琉球精神薬理研究会　ホテル日航グランドキャッスル　共催：大塚製薬(株）

　　○平成27年度年金委員・健康保険委員合同研修会（講師派遣）　北部生涯学習推進センター

　　　講師：我喜屋理事

14土○平成27年度第9回定例理事会　県薬研修室

15日○第127回健康とおくすり相談会　沖縄セルラーパーク　担当：那覇地区薬剤師会

17火○平成27年度年金委員・健康保険委員合同研修会（講師派遣）　北部生涯学習推進センター

　　　講師：我喜屋理事

18水○第三回沖縄抗凝固療法フォーラム　沖縄県医師会館　共催：バイエル薬品(株）

19木○年末調整等説明会　沖縄コンベンションセンター劇場棟　（事務局）金城・前原・上原

　　○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　吉田理事

　　○第4回沖縄県地域医療構想検討会議　県庁　亀谷会長

　　○平成27年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会推奨講演会　中部地区医師会館

　　○平成27年度沖縄県薬剤師会在宅医療支援薬局限定無菌調製の実践講座－TPN・麻薬・抗が

　　　ん剤－　県薬ホール

　　○第24回沖縄化学療法懇話会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　共催：大日

　　　本住友製薬(株）

20金○平成27年度健康おきなわ21推進協議会　ホテルチュラ琉球　前濱副会長

　　○息切れの原因について考える会～呼吸器疾患・循環器疾患を見逃さない為に～　ロワジー

　　　ルホテル＆スパタワー那覇　共催：ノバルティスファーマ(株）

21土○平成27年度第3回都道府県会長協議会　城山観光ホテル（鹿児島県）　亀谷会長

　　○鹿児島県薬主催歓迎レセプション　城山観光ホテル（鹿児島県）　亀谷会長

　　○第128回健康とおくすり相談会　うるま市健康福祉センターうるみん　担当：中部地区薬

　　　剤師会

22日○日本薬剤師会学術大会（23日迄）　鹿児島市民文化ホール他

24火○九州地方社会保険医療協議会　沖縄県合同庁舎　江夏副会長

　　○管理者会議　県薬研修室

　　○会営薬局とよみに関する打ち合わせ　会営薬局とよみ　我喜屋常務理事、田場英治、山城

　　　課長、（会営薬局とよみ）島袋陽子・上野邦子

　　○平成27年度年金委員・健康保険委員合同研修会（講師派遣）　北部生涯学習推進センター

　　　講師：我喜屋理事

25水○沖縄県社会保険診療報酬支払基金専門薬担当者来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　○平成27年度第3回学術研修委員会　県薬研修室　亀谷会長
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25水○薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業講演会　県薬ホール

26木○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　吉田理事

　　○平成27年度沖縄県薬剤師会在宅医療支援薬局限定無菌調製の実践講座－TPN・麻薬・抗が

　　　ん剤－　県薬ホール

　　○平成27年度第4回広報委員会　県薬会議室

　　○臨床薬剤師育成研修会　（株)琉薬

　　○八重山地区学術講演会　介護老人保険施設「聖紫花の杜」

27金○監事監査　県薬会議室　亀谷会長、大城・友利両監事、山里常務理事、（事務局）山城課長・

　　　金城・前原

　　○平成27年度第3回医療安全対策委員会　県薬研修室

　　○日本薬剤師会災害対策委員会　日薬　吉田理事

28土○沖縄認知症ネットワーク研究会「第26回学術集会」　県薬

30月○組織強化委員会　県薬会議室

沖縄県薬剤師連盟会務報告

平成27年10月

 1木○衆議院議員比嘉なつみを囲む集い　NBC総合結婚式場　吉田幹事長、神村顧問、山城(事務局)

 8木○宜野湾市長佐喜真氏訪問　宜野湾市庁舎　亀谷会長、神村顧問、山城(事務局)

12月○佐喜真アツシ市長を支援する会・宜野湾市の未来を創る市民の会事務所開き　宜野湾市の

　　　未来を創る市民の会本部事務所　山城(事務局)

13火○平成27年度第2回全国会長・幹事長拡大会議　ANAインターコンチネンタルホテル東京　亀

　　　谷会長、吉田幹事長

　　○全国藤井もとゆき薬剤師後援会第2回役員会　ANAインターコンチネンタルホテル東京　亀

　　　谷会長、吉田幹事長

　　○藤井もとゆき君と語る会　ANAインターコンチネンタルホテル東京　亀谷会長、吉田幹事長

29木○組織強化に関する担当者全国会議　主婦会館プラザエフ（東京都）　石川副幹事長

平成27年11月    

 2月○医薬品卸業社訪問（琉薬・ダイコー沖縄・スズケン沖縄薬品）　各社　藤井基之氏、亀谷会長、

　　　神村顧問、山城（事務局）

 3火○自由民主党「平和安全法制セミナー」　自治会館　亀谷会長

11水○沖縄県薬剤師連盟総務会　県薬研修室

17火○中部地区薬剤師会理事会訪問　中部地区薬剤師会事務局　亀谷会長、（事務局）山城

18水○医薬品卸業社訪問（アトル）　（株)アトル　亀谷会長、吉田幹事長、山城（事務局）

19木○宜野湾市長選挙への推薦状交付　佐喜真アツシを支える市民の会事務所　亀谷会長、山城

　　　（事務局）

20金○茂木選対委員長・山口組織運動本部長を囲む宜野湾市長選の対策会議　佐喜真アツシを支

　　　える市民の会事務所　山城（事務局）

　　○那覇地区薬剤師会理事会訪問　県薬研修室　亀谷会長、山城（事務局）

25水○医薬品卸業社訪問（沖縄東邦）　沖縄東邦　亀谷会長・吉田幹事長

27金○沖縄県病院薬剤師会役員会訪問　琉球大学医学部附属病院　亀谷会長、山城（事務局）

29日○沖縄県登録販売者協会生涯学習研修会訪問　県薬ホール　亀谷会長、山城（事務局）
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　日頃より、厚生行政については、皆様の格別の御理解並びに御協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

　さて、九州厚生局沖縄事務所は、平成27年11月24日（火）に、下記のとおり事務所を移転し

ましたのでお知らせいたします。

　なお、移転に伴い、電話番号、ＦＡＸ番号が変更となりましたので、おかけ間違いや送り間違

いにご注意ください。

九州厚生局沖縄事務所長

記

1．移転先

　 住　　　所　〒900-0022

　　　　　　　 那覇市樋川1-15-15　那覇第一地方合同庁舎西棟2階

　 電　　　話　098-833-6006

　 Ｆ　Ａ　Ｘ　098-833-6250

　 交通アクセス　モノレール：壺川駅より徒歩約15分　　県庁前駅より徒歩約20分

　　　　　　　 バ　　　ス：那覇高校前バス停より徒歩約5分

2．業務開始日　平成27年11月24日(火)

3．注意事項

　◎移転先の那覇第一地方合同庁舎へ入館の際には、受付カウンター（1階）で入館手続きを行っ

　　てください。

　◎駐車台数に制限がありますので、公共交通機関のご利用をお願いします。

　　【移転先】

九州厚生局沖縄事務所移転について
お知らせ
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一 包 一 話

　かつて沖縄は日本一の長寿県で、他県から

羨ましがられていたものであった。温暖な気

候と、ゆったりと流れる時間、そして何より

も食事である。太陽の恵みをいっぱいに受け

た野菜類、豚肉と独特の調理法で自然の理に

かなった生活が長寿社会を創ったのであろう。

　ところが、昭和50年代には男女ともに長寿

日本一であったのが、平成12年に26ショック

というのがあった。これは男の長寿番付が1

位から26位に急落したのである。その筋の関

係者は勿論であるが、多くの県民が唖然とし

たものである。何でこうなったの？どうし

て･････と言っている内に、平成17年には男

性が30位、女性が3位と順位を落としたので

ある。

　その理由は色々考えられるのである。その

ひとつは、先人達が伝えて来た伝統食生活が

崩れたのだろうか？家で地元の食材を使っ

てティアンダー※をかけて食卓を囲むことが

減って来たのかなぁー。外に出てファースト

フードを楽しむ。友人、知人でランチバイキ

ングで歓談する。これがナウいライフスタイ

ルなのだろうか。ついつい油っぽいものが多

いようである。ハンバーグ類、パスタなどを

子供のうちから大量に摂取していると、大人

になってからメタボになるのは必至であろ

う。メタボは高血圧、動脈硬化、糖尿病など

を引き起こす生活習慣病である。沖縄は数十

年前から、このスパイラルに陥ったのであろ

うか。

　さらに、健康維持と増進に一番良い「歩く」

という事が少ないようである。鉄軌道の無い

沖縄では、生活が落ち着いて少し豊かになり、

モーターリゼーションの普及もあって、各家

庭に2 ～ 3台の車があるのはあたり前で、町

に車が溢れている。便利さに負けて人間の本

能である「歩く」が軽んじられるのである。

かなり前のことだが、東京から従兄弟が来沖

した。母方の親戚の家を訪ねた時、ヘビース

モーカーの彼がタバコを切らした。「ちょっ

“新老人とは”

とタバコを買って来ます」と言うと、家人が

「私が買って来ます。100m位の所に店があり

ますから･･･」と出て行く。すぐに車のエン

ジンの音がする。戻って来た家人に「車の音

がしたが････」と聞くと、「ハイ、車で行き

ました」という返事。“100mまで車を出す”、

これは彼には驚きのことであった。ちなみに

彼は、長い距離を歩いて駅まで行きホームを

上ったり、下りたりして、又、駅から長い距

離を歩いて会社へ出勤が日常である。「沖縄

では車は下駄のようなものですネ」と言った。

「沖縄って歩かない県なんだネ」とテレビコ

マーシャルのフレーズが流れるのである。こ

んな訳でこの頃、心ある学者や県民が食生活

を見直し、生活の中にノーカーデーを取り入

れ、歩きを見直すことで、かつての長寿ナン

バーワンを取り戻そうという事が盛り上がっ

てきた。

　この頃、平均寿命は男80.5歳、女86.83歳

と言う数字が出てきた。これは小生も平均寿

命に、あと数年となって複雑な思いが胸をよ

ぎるものである。同級生、友人達の中にも、

既に終活を始めている人達が少なくない。少

子高齢化社会の到来で、老人達の生活は不安

定要素が多くなり過ぎている。今、老人1人

を6名の若者が支える構図になっている。こ

れから増々分子にあたる老人が増え、分母の

若者が減ることは必至であろう。人間は生老

病死のライフサイクルから逃れる事はできな

い。老いの次にくる病は、加齢による細胞の

老化、機能の低下から様々な病気が発生す

る。ガンや認知症に代表される病気になる

と、治療や介護に、生活の上に、想定外の事

が起こる。家族にのしかかる負担、多大な費

用、特にお金の面ではとても年金では間に合

わない。入所施設も足りず、行き場が無く路

頭に迷うことになる。下流老人という言葉も

あるらしい。若い時、子供を育て、仕事に頑

張り、社会に貢献したのだから老後は心安ら

かにゆったりした日々を送り、小さな満足で
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終末を迎えさせて欲しいものである。政治家

達はこんな社会づくりに専念してくれよ。三

本の矢と言わずに、4本でも5本でもよい。只、

見せるだけでなく放って欲しいものだ。

　さて、知る人ぞ知るスーパー老人がいらっ

しゃる。104歳にして未だに現役の医師であ

る。日野原重明先生である。先生は1970年に

起きた“よど号ハイジャック事件”で、よど

号に乗り合わせて異常な体験をした。極限状

態の機内はパニックとなり、唯々恐怖の時間

が過ぎる中にあってのパイロットの冷静な態

度、乗客の身代わりになって平城へ飛ぶこと

になった山村運輸政務次官の決断などに触れ

た。金浦空港で解放された時、タラップを降

り、土を踏みしめた時、全身に霊感を感じた

という。生命とは時間である。この生命・時

間は人と社会のために使おうと決心したとい

う。これが人生のターニングポイントになっ

たのだろう。この日野原先生が11月1日に来

沖し、講演会が開催されたのである。先生は

10数年前に新老人運動を提唱し実践されてき

た。つまり、定年になっても尚、社会を支え

る分母に踏み止まって持てる時間（生命）と

知識を活用しようという。75歳まで、いやそ

れ以上でも構わないというのである。13年前

に立ち上げた新老人の会は、今や46都道府県

に支部を置くまでになった。新老人運動には

5つの目標があるという。①自立、②世界平

和、③自分を研究に、④会員の交流、⑤自然

に感謝、である。日野原先生は杖をついて、

いや、杖を持って舞台に上がられた。チャッ

プリンが好きとのことであるから、杖ではな

くステッキなのだ。チャップリンよろしくス

テッキをクルクルと回す。素敵である。いき

なりの大元気のアピールに拍手が湧く。104

歳の人生の大家の発する言葉に、聴衆は引き

付けられるのである。こんな話もあった。「沖

縄は、70年前の大戦で20万人以上の尊い命を

失った。だから沖縄から世界に平和を発信す

べきである。沖縄をパラダイスにしよう」こ

んな言葉もあった。「動物は走り方を、鳥は

飛び方を変えられないが、人間は生き方を変

えられることができる」と強調した。先生の

手帖には数年先までの講演の予定がビッシリ

記されているという。先生は、生きることに

大いに情熱を燃やすスーパーマンであろう。

多くの感動を与えてくれた。

　人は生き方を変えることができるというこ

とを念頭に、冬の夜長、物思いにふけるのも

良しかな。

橋の下

※ティアンダー：沖縄の方言で直訳すると「手の油」。

　心を込める、愛情を込めることを意味する。

＊＊＊ 表紙に掲載の写真『世界の薬局』を大募集！＊＊＊

　本会報誌おきなわ薬剤師会報の表紙は、『世界の薬局』シリーズとなっています。

　会員の皆様、海外へ行かれた際は是非その地の薬局を撮影して、本誌へご投稿下さい。

お知らせ
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誌上ギャラリー（裏表紙）について

編 集 後 記編 集 後 記

　鹿児島で開催された日本薬剤師会学術大会

に参加した。知人がイタリアの薬局事情につい

て講演するので応援を兼ねてその雄姿を拝み

に行ったのだが、鹿児島市とイタリアのナポ

リが姉妹都市だということを知り、驚いた。（9

月にイタリアを訪れてすっかり親伊家になっ

ていたので）そういえば那覇市の姉妹都市はど

こなんだろう。調べたところ、ハワイ州ホノル

ル市、中国福建省福州市、ブラジルサンパウロ

州、国内では日南市、川崎市と姉妹友好都市

関係だとわかった。ならば、そこの薬剤師と

繋がらない手はない。広報委員ならではの「ハ

ナ」をきかせて何かできることがあるのでは、

と鼻息を荒くしているところだ。まずは今年、

姉妹都市30年を迎えたホノルルからアプロー

チしてみる？（笑）　　　　　　　　 （クララ）

　11月末に北部地区の先生方との交流を深め

る目的で、中部地区から10名の団体で名護へ

と乗り込んだ。北部地区の『顔』といっても

過言ではない若手3名の先生方に出迎えていた

だき、誠に感謝感激であった。普段はなかな

か交流が難しいなかでの実現で、話に花が咲

いてあっという間に時間が過ぎていった。そ

してこの日一番の収穫は、北部地区若手3名の

『裏の顔』だ。ただ単純に面白い！ぜひ一度は

絡んでほしい～　決して不真面目とは言わな

いが･･笑　ここで名前を挙げて紹介すること

も考えたけど･･クレームが出そうなので今回

は止めておこう（笑）どうしても誰なのか知り

たい方は、広報委員までご一報を･･･　 （ごり）

上 ：「ナビィおばぁの家」photo by 笠原 大吾（福寿薬局）　　撮影地：粟国島

地元沖縄では史上最高の動員を記録した1999年劇場公開の映画“ナビィの恋”で、ナビィおばぁの家としてロケに使用

された粟国島の旧家。撮影後15年以上もたって、特に説明もなくひっそりと島の中の景色として溶け込んでいました。

下 ：「子供たちの声を聞きながら～小児糖尿病キャンプにて～」
　　　　photo by 古謝 さなえ（琉球大学医学部附属病院）　　　撮影地：あざまサンサンビーチ（南城市知念）

海水浴日和。太陽に負けないくらい、子供たちの笑顔が眩しい1日になりました。

　あっという間に一年が過ぎた。今年は国際色

豊かな会報となった。今年度最後のリレー随

筆はそのしめを飾るような内容となっている。

来年は本当に県薬海外視察ツアーが開催され

るのでは？とわくわくする。なんて書いた横

から「コラッ！」とお叱りの声が聞こえてくる。

ドイツのかかりつけ薬局って素晴らしいなん

て言っている場合ではない。自分達の足元がぐ

らついているのだ。11月末に開催された健康

サポート事業説明会に参加した同僚に、講師

の話の内容を聞いて欲しい。お先真っ暗...で

はなく、今が踏ん張りどきなのだ！　　（TOMO）

　今年は様々な地域関係者が集まる会議に参

加させてもらった年であった。その中で薬剤師

＝薬を渡す人というイメージであるのが改め

て分かった。なので、○○なこともできます

のでぜひ薬局を活用して下さいと発言すると、

驚かれることもしばしば。まだまだ薬剤師には

伸びしろがあるぞ、地域に貢献できるぞと感じ

ました。来年の診療報酬は我々にとって厳しい

と思われますが、顔の見える薬剤師を目指して

いけば活路はあると信じています。（みつなり）

　先日、「症例検討入門」講師の大澤友二先生

が授業を行っている九州大学の講義の様子を

見学させてもらった。母校なはずなのに、この

カリキュラムの違いは何だ!??とひたすら驚い

た。SGDでは学生たちが活発な意見を交わして

おり、ガイドラインや臨床試験に基づいたハ

イレベルな意見ばかりである。彼らがいずれ

は後輩になるのかと思うと、恐ろしくもあり、

非常に心強い。2月に行われる症例検討会で学

生と薬剤師の視点を比較してみたい。（いさ吉）
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発行人：沖縄県薬剤師会　会長  亀谷浩昌

編　集：広報委員会　委員長／宮城敦子　委員／亀谷浩昌・池間記世・前濱朋子・砂川智子・鈴木一徳
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　　　　八重山地区通信員／宮良善朗　事務局／大城喜仁　　　　　　　　　　　　　印　刷：有限会社 Skil l

　鹿児島県で開催された日薬学術大会に行っ

てきた。会場が数カ所に分かれており各々の会

場がかなり離れているので、会場間をシャトル

バスで移動するというやや不便な大会であっ

た。ランチョンセミナーのお弁当は大変美味

しくて大満足であった。県薬から無作為に割

り当てられたセミナーのテーマは「薬の専門

家としての薬剤師とジェネリック医薬品」で

非常に興味深く拝聴し今更ながらの気づきが

あった。たとえば「添加物」先発品と後発品の

違いとして患者さんに「添加物が違うので・・・」

という説明をすることがあるが、先発品でもた

とえばガスター錠とガスター D錠、タケプロン

カプセルとタケプロンOD錠の添加物は非常に

大きく異なっているのに特に気にすることも

なく長所だけを説明しているのに、なぜか後発

品だと「添加物が違うので･･･」と言ってしま

う。そして適応症の違いについて。先発品の「一

部」の効能効果や用法用量にまだ特許が存在す

る場合、後発品はその効能効果・用法用量に

関わる適応症などを記載することが出来ない、

つまり適応症の違いは医薬品の問題ではなく

特許の問題だったとは･･･　　　 　 (ピアナ)

　はや12月となり徐々に寒さを感じ･･･ませ

ん。昨年は11月も末に入ればもう少し寒さを感

じたような気もするのですが。今年は例年以上

に暖冬だろう、とのことです。暖かい冬も過ご

しやすいですが、冬には冬の楽しみ方もある

と感じる今日この頃。可能なら北海道で極寒

を感じながら食べ歩きをしたい、と考えてい

ましたがこれは本当の寒さを知らないものの

発言、と家族にお叱りを受けてしましました。

旅行好きな諸先輩方に助言をもらい、いずれは

海外とも思いましたが言葉の壁が立ちはだか

ります。真面目に英語を勉強する方が早いか、

電子機器のさらなる進歩に期待するか、悩ま

しいところです。　　　　　　　　　　　（松）

　今年も残すところあとわずかです。この1年

を振り返ると･･･率直な実感として成長した

し、楽しかったし、充実したし、愛に満ちた最

高の1年を過ごせました♪まだ子供が小さいた

め、最近はほとんど飲み会に参加できていない

私の今年最後の予定は、広報委員会の忘年会

です。委員会のメンバーは「箸が転んでもお

かしい年頃」のため、なぜか大笑いの連続です。

忘年会で活力を得て、来年もまた会員の先生

方に寄り添った紙面作りに全力で取り組みた

いと存じます。　　　　　　　　　　　（三郎）
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